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ま え が き

障害者職業総合センターでは、１９９１年の設立以来、「障害者の雇用の促進等に関する法律」に

基づき我が国における職業リハビリテーションサービス機関の中核として、職業リハビリテー

ションに関する調査研究をはじめとして、さまざまな業務に取り組んできています。

さて、この報告書は、当センター・特性研究部門において平成７年度から５年計画で取り組ん

でいる特別研究「障害者の加齢に伴う職業能力の変化と対策に関する実証的研究」の一環として

実施した、身体・精神機能を含む広範な職業能力などの加齢に伴う変化の様相を実証的に明らか

にすることを目的とした、２種類の異なる研究成果をまとめたものです。

第Ⅰ部の「職務遂行能力と個別検査（評価）に見る知的障害者の加齢変化」は、実際の職務遂

行能力とそれを規定する心身機能面の要素的な労働適応能力についての加齢変化を、各年齢層ご

とに異なる被験者群のデータを用いて年齢群間の比較を行う横断的分析を行いました。これに対

して、第Ⅱ部の「狩野運動能発達検査に見る知的障害者の加齢変化」では、運動能力に限った加

齢変化を個人ごとの経年変化のデータを用いて明らかにする縦断的分析で行いました。

調査の実施に当たり多大の御協力を賜った関係各位に厚く御礼を申し上げるとともに、今後と

も一層の御協力をお願いする次第です。

この報告書が、今後、働く障害者が中高年齢化していく中で、障害者雇用や職業リハビリテー

ションについての諸研究や政策検討の基礎資料として広く関係者のみなさまに利用していただけ

れば幸いです。

２００１年４月

日本障害者雇用促進協会

障害者職業総合センター

研究主幹 後 藤 憲 夫
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要 旨

本書は、「障害者の加齢と職業能力の変化と対策に関する実証的研究」の一環として、身体・

精神機能を含む広範な職業能力などの加齢に伴う変化の様相を実証的に明らかにすることを目的

とした、２種類の異なる研究成果をまとめたものである。

第Ⅰ部 「職務遂行能力」と個別検査（評価）に見る知的障
害者の加齢変化

１．目的と方法
身体・精神機能を含む広範な職業能力などの加齢に伴う変化の様相を実証的に明らかにするこ

とを目的に、個々の障害者の実際の職務遂行能力とその構成要素としての心身機能を中心とした

労働適応能力との関係を検討した。

そのため、地域障害者職業センター利用の知的障害者に対して実施された種々の測定結果のう

ちで、実際場面での職務遂行能力の結果を真に反映している「職務試行評価」の結果に加えて、

労働適応能力の要素的な特性を反映している「知能検査」「作業検査」「社会生活能力評価」「職

業準備訓練評価」の結果を収集し、それらの加齢変化の傾向について、横断的な分析を行った。

これらは、前者の職務遂行に伴う年齢変化曲線は後者の要素的な労働適応能力の示す年齢変化

曲線がどのように反映されているか、言い換えると、職務試行評価の年齢変化曲線は、職業準備

性、社会生活能力、知能、作業検査などの要素的な労働適応能力の年齢変化曲線とどのような相

乗効果を生じているか、を明らかにすることを目的とする。

収集された知的障害者の個人測定・評価結果は１，２９７人分だった。その内訳は、１６歳から６１歳

までの年齢範囲だったが、５１歳以上の対象者数が少なかった。また、男性と女性の比が７：６、

重度者とそれ以外の人の比が５：６だった。

２．年齢群別の変化の特徴
�１ 知 能

「田中ビネー」「鈴木ビネー」のいずれの結果も、IQ値は年齢の上昇とともに低下する。ただ

し、「WAIS―R」の下位検査は、�１年齢とともに一義的に低下する傾向があるもの、�２１０代後半

から２０代前半の年齢層でのピーク後に低下を示すが３０代前半から後半にかけて再度の上昇に転じ

るもの、�３１０代後半から２０代前半での最大傾向だけが著しいもの、�４３０代で上昇に転じる傾向だ

けが著しいもの、などに分類された。



�２ 作業検査

労働省編一般職業適性検査の手腕作業検査盤（「Ｍ検査（差し込み）」「Ｎ検査（差し替え）」）

や指先器用検査盤（「Ｏ検査（組み合わせ）」「Ｐ検査（分解）」）は、２０代前半層でピークになっ

た後は一義的に下降する。また、上肢と手腕の運動能力でも高い巧ち性と両手共応の動作を必要

とする度合いが大きいほど、上昇と下降の変化が著しい。

実際作業で使用する器具や部品を用いたワークサンプル検査の結果は、�１年齢の上昇と共に成

績が変動するもの（「ボルトナットの組み立てと分解」「十字ドライバーのボルト取り付けとボル

トはずし」「ワッシャーの選別」「紐かけ検査」）と、�２変動の少ないもの（「蛇口の組み立てと分

解」「ピンセットによる差し込み」「大小分類」「タッピング」）に分類された。前者の検査では、

２０代前半層と３０代後半から４０代前半層の２度のピークがあり、後者の検査では、１０代で変動は

あっても、以降は年齢の上昇に関わらず一定の作業成績となる傾向があった。

�３ 社会生活能力

「意思表示と交換能力」「移動能力」「日常生活能力」のどの領域も、年齢の上昇とともに緩や

かに向上するが、４０代後半層で著しく低下する。特に、「意思表示と交換能力」と「日常生活能

力」は４０代後半の時点での低下が著しい。

下位項目は、�１どの年齢層でも得点が高くて４０代後半での著しい低下も認められないもの、�２

どの年齢層でも得点が低くて４０代後半でも著しく低下するもの、�３年齢の上昇に伴って成績は少

しずつ上昇するが４０代後半層で著しく低下するものなどに類型化できた。�１は早期の発達段階で

獲得されて高齢になっても低下しないこと、�２は知能の低下が直接的な影響を及ぼしているこ

と、�３は社会生活の遂行とともに向上すること、が示唆される。

�１を除くほとんどの項目は、４０代前半層までの上昇傾向から一転して、４０代後半層になると著

しく低下する。この急激な低下は、個人の能力に起因するのではなくて、本人の社会生活能力を

支えてきた周囲の支援体制を失った結果が反映されていると考えられる。

�４ 職業準備性

「基本的ルール」「作業態度」「作業遂行力」「対人態度」「通勤」のいずれの領域も、年齢の上

昇とともに向上する。詳細に見ると、１０代後半から２０代前半の年齢層でやや低下の傾向を示した

後で、２０代後半から３０歳台前半を境にして上昇に転じる。だが、その上昇傾向は長くは続かず、

４０歳代前半層になると下降する。

�５ 職務試行評価

「作業的側面」「勤労習慣」「社会性・対人態度」の領域のほとんどは、�１年齢変化とともに「上

昇―下降―再上昇」の傾向があり、�２１０代後半から２０代前半と３０代から４０代前半層での２つのピー



クが見出された。

なお、「労働の理解」の領域は、�１２０代後半までの低下後で上昇に転じる「働くことの意義の

理解」「仕事・作業への関心」、�２３０代前半を境にそれまでの上昇から低下に転じる「健康の自己

管理」「家庭の援助指導体制」、�３どの年齢層でも最も低い「工夫した取り組み」や、最も高い「欠

勤／遅刻／早退などの連絡」などに類型化できる。

３．まとめと結論
職務試行評価（職務遂行能力）の対象者が従事している職務の特性の多くは、「職業準備性」「社

会生活能力」「作業検査」などの測定評価の対象となった要素的な労働適応能力を内包している

と見なしても良いかもしれない。従って、「職務試行評価」の特徴的な２つの結果は、「職業準備

性」「社会生活能力」「知能」「作業検査」などの結果を反映して、次の特徴を持つと見なされる。

第１に、上肢・手腕の運動能力などの身体的能力の加齢に伴う成長と衰退が、職務遂行能力の

衰退変化を規定すると考えられる。

第２に、「社会生活能力」や「職業準備性」などの評価を構成する、意思表示と交換能力、移

動能力および日常生活能力、あるいは、基本的ルール、作業態度、作業遂行力、対人態度および

通勤などの労働適応能力は、加齢に伴う経験や知識が蓄積されて向上する。そのことが、職務遂

行能力の衰退変化を遅延させると考えられる。

第３に、製造工程に見られる定型的で反復化する作業内容そのものが、職務遂行能力の衰退変

化を遅延させると考えられる。職業準備性評価を構成する作業遂行力では、加齢に伴う衰退変化

が見られないことから、このことが示唆される。

第４に、４０代後半から顕在化する社会生活面の支援体制の変化が、「社会生活能力」の低下と

して現れて、そのことが職務遂行の衰退変化を促進させると考えられる。

だが、職務の特性と職務遂行能力との関係は従事する職務特性を反映した結果であり、職務特

性の異なる広範で多様な職業にも同じように作用するとは言えない。それゆえ、職務遂行能力の

年齢に伴う変化は、ここで示した個人的な労働適応能力に加えて、職務の特性、および、その職

務遂行を規制する種々の雇用管理的要因などの複合的な関係として捉えることが不可欠である。

従って、今後の課題として、知的障害者の加齢に伴う職務遂行の変化とそれに対する対応を検

討する場合には、次のことを踏まえた論議が不可欠である。

第１に、職務遂行に係る年齢変化曲線を規定するものは、体力や感覚運動機能などに基づく身

体的能力と、職業経験を通して獲得した知識やノウハウや熟練などの経験的能力の複合として捉

えることが必要である。

第２に、これらの個人的要件としての「職務遂行能力」は、さらに、職務の特性などの「職務

環境」や「制度的環境」などの環境側の要件によっても規定される。

第３に、それゆえ、知的障害者の加齢に伴う職務遂行の変化とそれへの対応を検討する際に



は、個人的条件と環境条件の双方から併行して行うことが重要である。個人側の要因としては、

心身機能の側面と職業的な知識や熟練の側面が含まれ、環境的な要因としては、職場での職務環

境と社会状況や制度的環境が含まれる。

第４に、また、知的障害者の加齢に伴う職務遂行の変化への対応には、環境条件の中に「社会

生活能力」を支援する体制について言及することが不可欠である。雇用管理面からの対応と生活

支援面からの対応を含めた、多様な側面からの検討が重要となろう。

第Ⅱ部 「狩野運動能発達検査」に見る知的障害者の加齢変
化

１．問題の所在と目的
従来の障害者の加齢変化に関する研究の多くは、各年齢層にわたる異なる被験者群を対象に測

定、収集したデータを用いて、異なる被験者群間の年齢的な差異を加齢変化とする横断的なデー

タ分析であった。これに対して、本研究では、同一被験者について年を追って測定、収集した

データを用いて、同一被験者内の加齢変化をそのまま加齢変化とする縦断的なデータ分析を行っ

た。

縦断的な分析は、各被検査者ごとの個人内変化の傾向を分類することから、加齢に伴う能力変

化の様相を明らかにしていくには、最も適切な方法である。だが、その実施上の困難さもあっ

て、これまで、ほとんど研究がなかった。

しかし、今回、幸運にも、精神薄弱者更生施設において、知的障害者を対象に２０年以上にわた

り実施されてきた「狩野運動能発達検査」の測定結果を入手できたことで、これを分析すること

とした。

２．方 法
「狩野運動能発達検査」は、体力的な要素を含むものを極力除外し、反応や運動速度、巧緻性

などの作業テスト的な４種類の下位項目からなり、心身の協応的発達の視点から運動能を見る検

査である。「Ａ：平衡機能」（１４課題）は身体の柔軟性や平衡感覚、「Ｂ：全身運動の協調」（２２課

題）は体力や筋力的な要素、「Ｃ：手指運動」（１７課題）は反応速度や運動速度を、「Ｄ：分離運

動・模倣運動」（１４課題）は運動神経の分節度を測定する項目から構成されている。採点は、各

課題を合格した場合に１点、辛うじて成功したり、左右上下肢の一方だけ成功した場合には０．５

点を与えて、それらの合計点を求める。

分析対象者は、１９７４―５年と１９８０～１９９７年の各年一度ずつの測定した中から、�１測定データが

合計１０年分以上あること、�２各年の合計得点が著しく低くない（６７点満点中１０点以上）ことを基



準に選定した、３７名（男性２０名、女性１７名）である。１９９７年の測定時点での分析対象者の平均年

齢は４５．０歳（SD±９．０９）だった。

分析は、この３７名の個人ごとに、�１合計得点の加齢変化の傾向を回帰分析で求めるとともに、

�２４種類の下位検査項目ごとに、その得点の加齢変化の傾向についても回帰分析を行った。

３．結 果
�１ 合計得点の結果

各被検査者ごとに、合計得点に対する生活年齢「CA」の回帰式（合計得点＝aCA＋ｂ）を算

出した。回帰係数「ａ」、および、生活年齢「CA」と「合計得点」の相関係数をもとに対象者の

分類をすると、加齢に伴う運動能力の変化は、�１「下降傾向」群（回帰係数ａが負の値で回帰式

と相関係数ともに有意）、�２「上昇傾向」群（回帰係数ａが正の値で回帰式と相関係数ともに有

意）、�３「傾向なし」群（それ以外の場合）の３群に分類できた。なお、回帰式の適用範囲の年

齢層は、合計得点が上昇傾向から下降傾向、下降傾向から上昇傾向、あるいは変化なしから下降

傾向などに推移する時点以降である。

３７名中の各群の内訳は、２１名が「下降傾向」、１名が「上昇傾向」、１５名が「傾向なし」となっ

た。また、「下降傾向」と「傾向なし」群では、男女比、生活年齢（平成１０年現在）、知能指数の

いずれにも有意な差はなかった。

�２ 下位検査項目得点の変化傾向

４種の下位項目のそれぞれについても、各被検査者ごとに前述と同様の分析をおこなった。そ

の結果、�１「Ｃ手指運動」では、「下降傾向群」の女性は加齢変化とともに得点低下の傾向を示

すが、「傾向なし群」の女性は変化がなく、�２「Ｄ分離・模倣運動」では、「傾向なし群」が加齢

変化とともに得点上昇の傾向を示す割合が高く、�３「Ａ平衡運動」「Ｂ全身運動の協調」「Ｃ手指

運動」は「下降傾向」「上昇傾向」群ともに得点上昇の傾向は皆無であり、�４「Ｄ分離・模倣運

動」では、「下降傾向群」の男性で８．３％（全１２名中１名）だけが、「傾向なし群」では男女性と

もに３７．５％（各々８名中３名）が得点上昇の傾向を示し、�５「Ｄ分離・模倣運動」では、「下降

傾向群」の男性で４１．７％（１２名中５名）、女性で３３．３％（９名中３名）、「傾向なし群」の女性で２５％

（８名中２名）が得点低下の傾向を示した。

４．考察とまとめ
個人ごとの加齢に伴う運動能力の変化を縦断的データ集計によって検証した結果、知的障害者

の運動能力の加齢に伴う変化は、「下降傾向」「上昇傾向」「傾向なし」といった形で類型ができ

た。これは、知的障害者の全体として適用できる共通した傾向の存在は示されなかった。また、

特に「狩野運動能発達検査」の「Ｄ分離・模倣運動」項目では、加齢に伴って得点が上昇する傾



向が数多く見られ、職業能力に関わる各種能力が加齢に伴って、能力向上を示したことは注目す

べき点であろう。

また、分析結果をもとに運動能力の下降開始年齢の推定を試みたが、運動能力が下降の傾向へ

と転じるような絶対的な年齢境界を特定することはできず、運動能力の下降開始年齢は各被検査

者間で大きく差があることが示唆された。

従って、本研究の結果からは、知的障害者の運動能力の加齢変化については、知的障害者全般

に適用可能な傾向は見出されず、「加齢変化＝運動能力の低下」という単純な図式では解釈でき

ないことが示された。また運動能力を規定する体力的側面と精神的側面のうち、精神的側面にお

いて能力向上の可能性が示唆された。
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第Ⅰ部

「職務遂行能力」と個別検査（評価）に見る
知的障害者の加齢変化



第１章 目的と方法

第１節 問題の所在

１．高齢化の実態

我が国における人口構成の高齢化は、今後とも進展することが予想されている。この傾向は、

身体障害や知的障害者たちの年齢構成についても例外ではない。たとえば、身体障害者では（厚

生省「身体障害者実態調査」１９９６年）、障害者総数の増加とともに、その中・高年齢層の全体に

占める比率や人口千人当たりの出現率の増加が顕著である。また、知的障害者では１９９５年の１８歳

以上の在宅知的障害者（厚生省「社会福祉施設調査報告」１９９５年）は１９．５３万人であり、１９９０年

の１６．８２万人よりも２．７５万人の増加の一方で、１８歳未満は８．５４万人で１．４６万人の減少である。年

齢構成を見ると、若年層（２０～２９歳）の割合が高くて４０歳以上が著しく低いものの、１９９０年より

も４０歳代から６０歳代の各年齢層ごとに３千人程度の増加がある。

こうした傾向は、障害者の福祉対策の在り方を左右する重要な課題であるため、身体障害者を

対象とした「中高年齢障害者の就労と生活に関する調査」（東京都立労働科学研究所、１９９０）、知

的障害者を対象とした「精神薄弱者加齢の軌跡」（日本精神薄弱者愛護協会、１９８７）、「精神薄弱

者の高齢化に関する調査研究」（東京都、１９９０）、「知的発達障害者の高齢化に関する研究会報告

書」（東京都、１９９８）などが報告され、また、最近でも、「知的障害者の高齢化対応検討会報告書」

（厚生省、２０００）が出された。

このうち、厚生省（２０００）の報告では、２０００年度からの高齢者介護サービスの充実を図るため

の介護保険制度の発足や、個人の自立を基本としその選択を尊重した制度の確立、地域での生活

を総合的に支援するための地域福祉の充実に向けた「社会福祉基礎構造改革」への動き、これに

併せた知的障害者福祉法の改正、などの背景を踏まえつつ、知的障害者の高齢化に対応して、地

域生活の支援と施設における支援の両面から、今後どのような保健福祉サービスや配慮が求めら

れるか、また、高齢者施策との関係をどう考えるかを中心に検討を行っている。そこでは、�１住

まい、�２在宅福祉サービス、�３余暇活動等の支援、�４地域での支え合い、�５就労及び退職、�６権

利擁護、�７健康管理と医療、�８相談・支援体制の整備などに言及した地域生活支援の在り方に加

えて、知的障害者施設における高齢化への対応や、高齢者施策の活用と連携についても触れてい

る。

この中で、「就労及び退職」については、�１高齢になっても働く意欲のある人には、就労の場

を用意していく必要があること、�２そのために、事業主の理解を促進するための研修等を積極的

３



に行うこと、�３退職等による離職後の生活維持は、各種の年金や手当制度や生活保護制度等の活

用が考えられること、�４このため、知的障害者相談員や生活支援ワーカー等が制度の十分な知識

と利用についての適切な援助を行えるようにする必要がある、ことを指摘する。

だが、他方で、採用後の障害者に焦点をあてて、加齢の実態を明らかにしたものは「重度障害

者多数雇用事業所における障害者の雇用状況と雇用管理に関する調査Ⅰ、Ⅱ」（労働省・日本障

害者雇用促進協会、１９９５、１９９６）や、「障害者の加齢に伴う職業能力の変化に関する実態調査報

告書」（障害者職業総合センター、１９９８）があるにすぎない。

後者の実態調査では、知的障害者を雇用している１，５４７社のうち、「加齢に伴って作業能力が低

下した者がいる」としたのは２３．７％、「いない」が７６．３％だった。４０歳以上の人が雇用されてい

るにもかかわらず、「いない」と回答した事業所も５３．２％あった。また、「いる」とした事業所で

も、作業能力の低下が見られる代表例としてあげた知的障害者の４８．９％は、５０歳以上でも「普通

に働ける年齢」とし、５５歳以上でも２５．９％がそうであると回答している。これらは、過半数の事

業所では知的障害者の加齢に伴う諸課題に直面していないことを示唆する。

だが、同調査では、「加齢に伴って作業能力が低下した者がいる」事業所がその障害の代表例

として回答した知的障害３１０事例では、普通に働けるとされた年齢の平均は４７．８歳（標準偏差９．５

歳）だった。これは、同一職種の健常者の平均よりも１０．５歳低かった。一方、「いない」事業所

がその障害の代表例として知的障害を回答した３３６事例では、普通に働けるとされた年齢の平均

は５５．３歳（標準偏差７．４歳）で、同一職種の健常者より４．７歳低かった。また、「加齢に伴って作

業能力が低下した者がいる」事業所の対処では、「配置転換」「仕事内容の変更」「仕事量の軽減」

「指導員・助言者の配置」などを実際に行っているが、同時に、それらへの対処をしても課題の

解決は困難であるとする事業所も非常に多い。また、「加齢に伴って作業能力が低下した者がい

る」事業所の４９．９％が個人差が「かなりある」とされ、「少しある」と回答した４０．８％を加える

と、殆どすべての事業所で認めている。

２．加齢対策の必要性

このように、雇用されている知的障害の中には加齢に伴う雇用・職業上の課題が現在化してい

る人もいるという事実は、知的障害者の雇用の促進と維持を目指す企業関係者に、不安感や負担

感をもたらし始めている。たとえば、雇用継続を前提として採用した障害者が、職務（職業）能

力の低下で、定年前の早い時機に企業の要求する職務成績の達成が困難になることへの不安であ

る。しかも、障害者雇用に歴史のある事業所の中には、これが現実となって負担が増大するため

に、種々の対策を求めている（障害者職業総合センター、１９９８）。そのため、障害者の加齢に伴

う雇用・職業上の課題を明らかにするとともに、それに向けた対策について検討することが不可

欠となっている。

４



このような状況に応えるため、当センターでは、平成７年度から５カ年計画で「障害者の加齢

と職業能力の変化と対策に関する実証的研究」に取り組んだ。同研究では、�１障害者の加齢に伴

う諸課題の実態を障害者雇用事業所および雇用障害者に対する調査で明らかにすること、�２実際

の職務での作業能率、�３身体・精神機能を含む広範な職業能力など、加齢に伴う変化の様相を実

証的に明らかにすること、�４これらの結果をもとに、障害者の職務遂行能力を活かした無理のな

い健康な職業生活を継続させるための作業管理や健康管理の対策、障害者と事業主に対する支援

や助成等の対策を検討すること、を主要な目標としている。

３．問題の所在

同研究のうち、「�３身体・精神機能を含む広範な職業能力など、加齢に伴う変化の様相を実証

的に明らかにすること」に関する先行研究は、前述のとおり、労働省・日本障害者雇用促進協会

（１９９５、１９９６）や障害者職業総合センター（１９９８）の報告があるに過ぎない。しかも、これらの

いずれも、事業所の人事労務担当者によるアンケート調査を主要な方法とした結果であり、個々

の障害者の実際の職務遂行能力や、その構成要素としての心身機能を中心とした労働適応能力を

踏まえた、実証的な研究ではない。

労働能力の加齢変化に関する研究においては、多くの場合、実際の職務の遂行能力ではなく

て、あらかじめ労働適応能力の要素としての心身機能を適宜に設定したうえで、その心身機能の

加齢変化から労働適応能力の加齢変化を推測する方法が多く採られてきている。こうした研究

は、労働者の潜在的な能力を捕らえる研究としてはそれなりの意味を持つだろう。

だが、他方で、労働適応能力の要素としての心身機能は、実際の職務遂行能力をどこまで説明

できるかについては疑問な面がある。なぜなら、実際の職務遂行能力は、特定の職務遂行にのみ

必要な特定の統合的機能であり、労働適応能力の要素だけから説明すること自体に無理があるた

めである。また、実際の職務能力の加齢変化を適切かつ十分に検討するには、実験的な統制を許

さない状況であること、敢えて実験的な手法を採用してもそのこと自体が実際の職務遂行とは乖

離してしまうこと、調査的な手法を採用しても対象や指標を客観的に得ることが困難であるこ

と、実際にそうした資料を得たとしても年齢の異なる標本数の十分な確保や同一人の継時的な能

力変化の追究が困難になること、などの研究遂行上の多くの困難が伴う。

こうした実施上の困難さはあるものの、他方で、実際の職務遂行能力に関する評価と、それを

規定する心身機能面の要素的な労働適応能力に関する個人ごとの測定資料があれば、不完全なが

らも、実際の職務遂行能力の加齢変化を規定する関係が見出されるかもしれない。心理・行動特

性を中心とした種々の労働適応能力が実際の職務遂行能力の加齢変化とどのような関連性を持つ

かについて、実証的に明らかになるかもしれない。

なお、加齢に伴う変化の様相を明らかにする研究手法には、各年齢層ごとに異なる被験者群の
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データを用いて年齢群間の比較を行う横断的分析と、個人ごとの経年変化を追ったデータを用い

て個人ごとの時系列的な変化を明らかにする縦断的分析がある。いずれの方法が適切かという問

いとは別に、実際の研究遂行では、縦断的分析のためのデータ収集はきわめて困難である。その

意味では、現実的には、横断的分析が行われることが多い。

第２節 目 的

こうした、種々の労働適応能力が実際の職務遂行能力の加齢変化に及ぼす効果を実証的に言及

できる可能性や、他方で、加齢変化研究での横断的な分析方法の限界などを踏まえて、本研究で

は、知的障害者の心理・行動特性を中心とした種々の測定結果を年齢階層別に収集して、それら

の加齢に伴う変化の様相を明らかにすることとした。

地域障害者職業センターを利用している知的障害者に対して実施された種々の検査や評価結果

の中で、「職務試行評価」は実際場面での職務遂行能力の結果を真に反映している。これに対し

て、「職業準備性評価」は実際場面を模擬的に再現した中での評価であり、「社会生活能力」は労

働適応能力構成する各種の心身機能の総合的な評価、「知能」や「作業検査」はそうした労働適

応能力の個別的な要素としての限られた側面の評価である。

それゆえ、「職務試行評価」の結果を従属変数と見なし、「職業準備性」「社会生活能力」「知能」

「作業検査」などの結果を独立変数と見なすと、前者の加齢変化の特性を規定する後者の要素的

な特性を見出すことが可能となろう。

本研究では、このことから、前者の職務遂行に伴う年齢変化曲線は後者の要素的な労働適応能

力の示す年齢変化曲線がどのように反映されているか、言い換えると、職務試行評価の年齢変化

曲線は、職業準備性、社会生活能力、知能、作業検査などの要素的な労働適応能力の年齢変化曲

線とどのような相乗効果を生じているか、を明らかにすることを目的とする。それによって、実

際の職務遂行能力の加齢変化を規定する心理・行動特性を中心とした種々の労働適応能力につい

ての実証的な知見を得ることとする。

また、それらを踏まえて、知的障害者の加齢に伴う職務遂行能力の変化に関する今後の研究の

方向性についての知見を得ることとする。
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第３節 方 法

１．手続き

地域障害者職業センターの障害者指導台帳に「精神薄弱」と判定された人を対象に、�１基本的

属性、�２「身体的」「精神的」「社会的」「職業的」側面の検査や測定結果、�３「職務試行法」「職

業準備訓練」の評価結果などを収集した。これらの各種の情報収集にあたっては、本研究の趣旨

に則した分析のみを行い、事例が特定できる処理はしないことを明記した。

２．収集の方法

それぞれの地域障害者職業センターに、個人を特定できる氏名や個人コードを伏せた状態で、

�１「障害者指導台帳」の性別、障害程度、身体測定結果、�２職業リハビリテーション計画策定の

基礎となる各種の検査結果、�２「知能検査」「一般職業適性検査」「精神薄弱者社会生活能力評価

票」の下位検査の結果、�３「職業準備訓練生総合評価票」および「職務試行法評価票」の評定結

果、の複写を依頼した。

３．対象者の選定

対象となる「精神薄弱者」の選定は、職業センターに依頼した。そのさい、年齢層ごとの人数、

各年齢層での性別や障害程度の構成、再来者の優先、などの要件をできるだけ満たすことを条件

とした。具体的な要件は、次のとおりである。

�１ 基本台帳に「精神薄弱者」として記載されている人。重複障害の場合は、「精神薄弱」を主

たる症状とする者とした。

�２ それぞれの地域障害者職業センターごとに、２４名を目途として対象者を選定した。その内訳

は、できるだけ次の条件を満たすこととした。

・職業センターの台帳に記載された年齢をもとに、２０歳以下、２１―２５歳、２６―３０歳、３１―３５

歳、３６―４０歳、４１歳以上の各年齢層（６群）ごとに、４名づつとした。

・各年齢層ごとの４名の選定にあたっては、「男性で、重度判定の対象か療育手帳の記載が

重度」「男性で、療育手帳の記載が重度以外」「女性で、重度判定の対象か療育手帳の記載

が重度」「女性で、療育手帳の記載が重度以外」を原則とする。

�３ 最近の来所者から優先的に選定し、また、４１歳以上の対象者がいる場合には、この条件に限

らず、できるだけ多数を対象とする。

�４ 職業センターに再来したり、各種の検査や評価が再検査されている場合は、できるだけ対象
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者とする。

４．調査実施期間

平成９年１月１５日以前の各地域職業センターにおける利用者から選択した。

第４節 結果の集計

収集された検査法や評価法の結果は、対象者によって実施していない場合があり、また、実施

した方法でもその下位項目に欠損値が含まれていた。そのため、それぞれの検査法や評価法ごと

の集計では、対象者の総数のみならず、個々の下位項目でも対象者数が異なっている。

集計は、年齢区分を、１５歳以下、１６―２０、２１―２５、２６―３０、３１―３５、３６―４０、４１―４５、４６―

５０、５１―５５、５６歳以上の１０群とし、各郡ごとに「全体」「男性」「女性」「重度」「重度以外」の結

果を求めた。なお、障害程度については、療育手帳の記載に従って、「Ａ」を「重度」に、「Ｂ」

を「重度以外」に区分した。ただし、療育手帳交付の判定基準は都道府県によって異なり、また、

IQのみが判定基準となっている訳ではない。なお、東京・福井・山梨・長野をのぞく都道府県

では、目安としてIQ３５以下をＡに相当するものとしている。

これらの結果は、以下の各章ごとに図で示し、また、付録には統計数値を掲載した。なお、各

章の図の年齢区分で、グラフの表示がない場合は、対象者がいないことを示す。また、「全体」

結果を示す折れ線グラフのデータ要素の記号が表示されていない場合は、対象者がごく少数（お

おむね１０人未満）なことを示す。

第５節 対象者の属性

回収された調査票の属性条件の特徴は、次のとおりとなった。

１．人数

対象者の属性条件別に見ると、年齢が最も欠損値が少なかった。年齢の記載された対象者は、

合計で１，２９７人であり、最高年齢が６１歳、最低年齢が１３歳だった。年齢別の内訳を見ると、１６―

２０歳（２７６人）が最も多く、次いで、３１―３５歳（１８９人）、２１―２５歳（１８５人）、２６―３０歳（１８３人）、

３６―４０歳（１６８人）、４１―４５歳（１２７人）、４６―５０歳（７４人）、１３―１５歳（６７人）、５１―５５歳（１９人）

の順序となり、５６―６１歳（９人）が最も少なかった。
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以上のことから、５１歳以上の対象者数が少なく、得られた結果は妥当性が高くないと見なされ

る。そのため、第２章以下の年齢別の分析においては、その対象となる年齢層を、主として、５０

歳以下に限定して検討することとした。

２．身体機能の年齢別特徴

身体的特徴を示す「身長」「体重」「背筋力」「握力（右）」「握力（左）」のそれぞれについて、

欠損値を除いた対象者の年齢別の特徴を示したのが、図１―１から図１―５である（統計数値は

「付表１：身体的側面」参照）。なお、これらの結果は、５１歳以上では対象者が少ないことから、

分析対象から除外したほうが適切であると結論で消える。

「身長」の年齢別特徴（図１―１）では、「全体」の結果は２１―２５歳時に最も高く、それ以前の

年齢では上昇を、それ以降の年齢では低下を示した。「性別」による差異では、いずれの年齢層

でも男性のほうが高いが、年齢別にみた変化傾向は両性とも「全体」の結果と類似する。

「体重」の年齢別特徴（図１―２）では、「全体」の結果は年齢とともに上昇し、２６―３０歳時に

ピークを迎えた後は４０歳までは減少する。だが、４１―４５歳には上昇に転じて最も高くなり、それ

以降は再び減少する。「性別」による差異でも、どの年齢層も男性の方が重いが、年齢別の変化

傾向では両性とも「全体」の結果と類似する。

「背筋力」の年齢別特徴（図１―３）では、「全体」の結果は２１―２５歳時に最も高く、それ以前

の年齢では上昇を、それ以降の年齢では低下を示した。「性別」による差異では、いずれの年齢

層でも男性のほうが高いが、年齢別にみた変化傾向は両性とも「全体」の結果と類似する。

図１―１ 身体的側面（身長）の年齢別平均
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「握力（右）」の年齢別特徴（図１―３）では、「全体」の結果は３１―３５歳時に最も高く、それ

以前の年齢では上昇を、それ以降の年齢では低下を示した。「性別」による差異では、いずれの

年齢層でも男性のほうが高いが、年齢別にみた変化傾向は両性とも「全体」の結果と類似する。

「握力（左）」の年齢別特徴（図１―４）では、「全体」の結果は２１から３５歳までは変化が少な

図１―２ 身体的側面（体重）の年齢別平均

図１―３ 身体的側面（握力：右）の年齢別平均
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く、右の握力ほどに年齢による差異は著しくはなかった。

図１―４ 身体的側面（握力：左）の年齢別平均
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第２章 知能検査の年齢別特徴

知能検査の結果について、「田中ビネー検査」と「鈴木ビネー検査」ではIQ換算点での年齢別

の平均を求めた。また、「WAIS―R知能検査」では基準年齢換算による評価点での下位検査ごと

の年齢別の平均を求めた。これらの統計数値は、「付表２：知能検査」に示した。

第１節 田中ビネー・鈴木ビネー知能検査

「田中ビネー検査」によるIQの年齢別特徴

（図２―１）は、５１―５５歳（２人）と５６―６１

歳（２人）を除く５０歳までの傾向は、以下の

とおりである。�１「全体」の結果は、年齢の

上昇と共に低下し、４６―５０歳は１３―１５歳群の

７０％程度である。�２この結果は、４１歳以降の

低下のほうが、それ以前の低下の傾向よりも

著しくなる。�３「男性」と「女性」の差異は、

年齢が変化しても変わらない。�４「重度」と

「重度以外」の差異は、１３―１５歳と４１歳以上

で重度以外の人のほうが高い傾向にある。

「鈴木ビネー検査」によるIQの年齢別特徴

（図２―２）は、５１―５５歳（５人）と５６―６１

歳（２人）を除く５０歳までの傾向は、以下の

とおりである。�１「全体」の結果は、年齢の

上昇と共に一律に低下し、４６―５０歳は１３―１５

歳群の８０％程度である。�２「男性」と「女性」

の差異は、年齢が変化しても変わらない。�３

「重度」と「重度以外」の差異は、１３―１５歳

で重度以外の人のほうが高いが、１６歳以降に

差異はない。

図２―１ 田中ビネー検査の年齢別平均

図２―２ 鈴木ビネー検査の年齢別平均
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第２節 WAIS―R知能検査

WAIS―Rの結果を年齢群間で比較するため

に、基準年齢換算による評価点を求めた。な

お、「付表２：知能検査」に示すとおり、ど

の下位項目も、年齢別に見た対象者数が、１３

―１５歳で３人、５１―５５歳で２人、５６―６１歳で

０人と少なかった。それゆえ、以下の分析に

おいては、対象者数が多かった１６から５０歳ま

での年齢層に焦点を当てて検討する。

１．言語性検査

「知識」による評価点の年齢別特徴（図２

―３）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１６歳から３０歳までは年齢の上昇と

共に低下し、２６―３０歳は１６―２０歳群の６０％程

度である。�２だがこの結果は、３１から４０歳ま

では上昇に転じて、１６―２０歳群の９０％程度で

ある。�３さらにこの結果は、４１―４５歳に再

び、１６―２０歳群の６０％程度まで低下する。�４

「男性」と「女性」の差異は、どの年齢群も

男性のほうが高く、また、�５「重度」と「重

度以外」の差異は、１６―２０歳では重度以外の

人のほうが高いが、３１―３５歳では反対に重度

の人のほうが高い傾向にある。

「数唱」による評価点の年齢別特徴（図２

―４）は、「知識」の結果と類似する。�１「全

体」の結果は、１６から３０歳までは年齢の上昇

と共に低下し、２６―３０歳は１６―２０歳群の６０％

程度である。�２だがこの結果は、３１―３５歳で

上昇し、１６―２０歳群の９０％程度である。�３さ

らにこの結果は、３６から４５歳の再び低下し、

４１―４５歳は１６―２０歳群の６０％程度である。�４

「男性」と「女性」の差異は、３１から４０歳で

は男性のほうが高く、また、�５「重度」と「重

度以外」の差異は、どの年齢群も重度以外の

図２―４ WAIS―R言語性「数唱」の年齢別

平均

図２―３ WAIS―R言語性「知識」の年齢別

平均
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人のほうが高い傾向にある。

「単語」による評価点の年齢別特徴（図２

―５）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１６から３０歳までは年齢の上昇と共

に低下し、２６―３０歳は１６―２０歳群の５０％程度

である。�２だがこの結果は、３１から４０歳まで

は上昇に転じて、３６―４０歳は１６―２０歳群の

１１０％程度である。�３さらにこの結果は、４１

―４５歳に再び、１６―２０歳群の５０％程度まで低

下する。�４「男性」と「女性」の差異は、３１

から４５歳では男性のほうが高く、また、�５

「重度」と「重度以外」の差異は、どの年齢

群も重度以外の人のほうが高い傾向にある。

「算数」による評価点の年齢別特徴（図２

―６）は、「単語」の結果と類似する。�１「全

体」の結果は、１６から３０歳までは年齢の上昇

と共に低下し、２６―３０歳は１６―２０歳群の７０％

程度である。�２だがこの結果は、３１から４０歳

までは上昇に転じて、３６―４０歳は１６―２０歳群

の９０％程度である。�３さらにこの結果は、４１

―４５歳に再び、１６―２０歳群の６０％程度まで低

下する。�４「男性」と「女性」の差異は、３１

から４５歳では男性のほうが高く、また、�５

「重度」と「重度以外」の差異は、１６―２０、

２６―３０、４１―４５歳では重度以外の人のほうが

高い傾向にある。

「理解」による評価点の年齢別特徴（図２

―７）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１６から２５歳までは年齢の上昇と共

に低下し、２１―２５歳は１６―２０歳群の７５％程度

である。�２だがこの結果は、２１から５０歳まで

は大きな変化がない。�３「男性」と「女性」

の差異は、４１から５０歳では男性のほうが、２１

―２５歳では女性のほうが高く、また、�４「重

図２―５ WAIS―R言語性「単語」の年齢別

平均

図２―６ WAIS―R言語性「算数」の年齢別

平均

図２―７ WAIS―R言語性「理解」の年齢別

平均
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度」と「重度以外」の差異は、１６―２０、４６―

５０歳では重度以外の人のほうが高い傾向にあ

る。

「類似」による評価点の年齢別特徴（図２

―８）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１６から２５歳までは年齢の上昇と共

に低下し、２１―２５歳は１６―２０歳群の７０％程度

である。�２だがこの結果は、２１から３５歳まで

は上昇に転じて、３１―３５歳は１６―２０歳群の

１００％程度である。�３さらにこの結果は、３１

から４５歳に再び低下し、４１―４５歳は１６―２０歳

群の２０％程度である。�３「男性」と「女性」

の差異は、３６から４５歳では男性のほうが高

く、また、�４「重度」と「重度以外」の差異

は、３１―３５歳を除く他の年齢群はいずれも重

度以外の人のほうが高い傾向にある。

２．動作性検査

「完成」による評価点の年齢別特徴（図２

―９）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、年齢の上昇と共に低下し、４６―５０

歳は１３―１５歳群の５０％程度である。�２この結

果は、１６から３０歳までは低下するが、３０から

４５歳に変化はない。�３「男性」と「女性」の

差異は、１６―２０、４１―４５歳では男性のほうが

高く、また、�４「重度」と「重度以外」の差

異は、２１から３５歳では重度以外の人のほうが

高い傾向にある。

「配列」による評価点の年齢別特徴（図２

―１０）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１６から３０歳までは年齢の上昇と共

に低下し、２６―３０歳は１６―２０歳群の６０％程度

である。�２だがこの結果は、２６から４０歳まで

図２―８ WAIS―R言語性「類似」の年齢別

平均

図２―９ WAIS―R動作性「完成」の年齢別

平均

図２―１０ WAIS―R動作性「配列」の年齢別

平均

１６



30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

評価点 

13
―1
5

16
―2
0

21
―2
5

26
―3
0

31
―3
5

36
―4
0

41
―4
5

46
―5
0

51
―5
5

56
―6
1

歳 

男性 

重度以外 全体 

女性 重度 

20.0

18.0

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

評価点 

13
―1
5

16
―2
0

21
―2
5

26
―3
0

31
―3
5

36
―4
0

41
―4
5

46
―5
0

51
―5
5

56
―6
1

歳 

男性 

全体 

重度 重度以外 

女性 

はわずかに上昇に転じて、３６―４０歳は１６―２０

歳群の７０％程度である。�３さらにこの結果

は、３６から５０歳に再び低下し、４６―５０歳は１６

―２０歳群の６０％程度である。�４「男性」と「女

性」の差異は、２１―２５歳および３６から５０歳で

は男性のほうが高く、また、�４「重度」と「重

度以外」の差異は、１６から３０歳および３６―４０

歳では重度以外の人のほうが高い傾向にあ

る。

「模様」による評価点の年齢別特徴（図２

―１１）は、「配列」の結果と類似する。�１「全

体」の結果は、１６から３０歳までは年齢の上昇

と共に低下し、２６―３０歳は１６―２０歳群の６３％

程度である。�２だがこの結果は、２６から３５歳

まではわずかに上昇に転じて、３１―３５歳は１６

―２０歳群の８１％程度である。�３さらにこの結

果は、３１から５０歳に再び一律に低下し、４６―

５０歳は１６―２０歳群の４７％程度である。�４「男

性」と「女性」の差異は、１６から２５歳および

４６―５０歳では男性のほうが高く、また、�４

「重度」と「重度以外」の差異は、１６から３０

歳および４１―４５歳では重度以外の人のほうが

高い傾向にある。

「組み合わせ」による評価点の年齢別特徴

（図２―１２）は、「配列」の結果と類似する。

�１「全体」の結果は、年齢の上昇と共に低下

し、４６―５０歳は１３―１５歳群の３５％程度であ

る。�２この結果は、１６から３０歳までの低下が

著しく、２６―３０歳は１６―２０歳群の７２％程度で

ある。�３だがこの結果は、２６から４５歳までの

変化は少ない。�４他方でこの結果は、４１から

５０歳までに再び著しく低下する。�５「男性」

と「女性」の差異は、１６から２５歳では男性の

ほうが高く、また、�４「重度」と「重度以外」

図２―１１ WAIS―R動作性「模様」の年齢別

平均

図２―１２ WAIS―R動作性「組み合わせ」の

年齢別平均
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第３節 知能の年齢群別変化の特徴

第１に、「田中ビネー」および「鈴木ビネー」の両知能検査で定義された「知能」は、年齢の

上昇とともに低下する。図２―１と２―２の「全体」結果を再掲した図２―１４からも明らかなよ

うに、対象者数の多い１６から５０歳までの範囲に限ると、両検査の結果はいずれも年齢の上昇とと

もに一義的に低下の傾向を示し、４６―５０歳代では１６―２０歳の７０―８０％程度まで低下する。

第２に、こうした低下の全体的な傾向は、「WAIS―R」の結果にも認められる。だが、同検査

の下位項目の結果を見ると、年齢の上昇に伴う低下は、下位検査で示される「知能」の因子によっ

て異なる傾向を示す。これは、図２―３から２―１３までの「全体」結果をもとに、１３―１５歳を基

準にして、各年齢群の得点の相対的な比率を示した図２―１５と２―１６からも明らかである。

第３に、図２―１５と２―１６の結果から、対象者数の多い５０歳までの年齢とともに低下するの

は、言語性検査の「算数」と「理解」、および、動作性検査の「完成」と「配列」だけであり、

これらの下位検査の傾向は、「田中ビネー」や「鈴木ビネー」の結果と類似する。

第４に、他方で、１６から２５歳頃に最大となった後で低下を示すものの、３０歳前半から後半にか

けて再度の上昇に転じる下位検査の結果がある。言語性検査の「類似」と「数唱」、動作性検査

の「模様」と「符号」がその典型である。また、１６から２５歳頃の最大傾向だけが著しいものに動

の差異は、１６から２５歳、３１―３５歳および４１―

４５歳では重度以外の人のほうが高い傾向にあ

る。

「模様」による評価点の年齢別特徴（図２

―１３）は、「模様」の結果と類似する。�１「全

体」の結果は、１６から２５歳までは年齢の上昇

と共に低下し、２１―２５歳は１６―２０歳群の７３％

程度である。�２だがこの結果は、２１から３５歳

までは上昇に転じて、３１―３５歳は１６―２０歳群

の９１％程度である。�３さらにこの結果は、３１

から５０歳に再び一律に低下し、４６―５０歳は１６

―２０歳群の４８％程度である。�４「男性」と「女

性」の差異は、１６から２５歳および４１から５０歳

では男性のほうが高く、また、�４「重度」と

「重度以外」の差異は、２６―３０歳および４１―

４５歳では重度以外の人のほうが高い傾向にあ

る。

図２―１３ WAIS―R動作性「符号」の年齢別

平均
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作性検査の「組み合わせ」が、３０代で上昇に転じる傾向だけが著しいものに、言語性検査の「単

語」と「知識」がある。

第５に、この傾向は、性別や障害の程度によって規定されているとは言えない。言語性検査の

「類似」と「数唱」のいずれも、１６―２０歳では「重度以外の人」のほうが高く、また、３１―３５歳

では「重度の人」のほうが高い。他方で、動作性検査の「模様」では１６―２０歳では「重度以外の

人」のほうが高いが、３１―３５歳の結果や、同年齢群での「符号」の結果は、障害による差異が著

しいとは言えないからである。

第６に、これらの結果の中で、注目すべきは、３０歳代になって上昇に転じる、言語性検査の

図２―１４ 知能検査の「全体」結果の年齢別平均

図２―１５ WAIS―R言語性下位検査の「全体」結果の年齢別平均
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「類似」「数唱」「単語」「知識」の結果や、動作性検査の「模様」「符号」であろう。これらの「知

能」の構成要因は、年齢の上昇とともに、向上する場合もあることを示唆するからである。

第７に、「田中ビネー」や「鈴木ビネー」で測定された「IQ値」は年齢の上昇とともに低下す

るが、これは、実際の作業遂行能力の変化とは対応しない。これは、後述の第３章での作業検査

結果、第４章での社会生活能力、第５章での職業準備訓練評価、第６章での職務試行評価のいず

れの結果も、対応しないためである。

図２―１６ WAIS―R動作性下位検査の「全体」結果の年齢別平均
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第３章 作業検査の年齢別特徴

各種の器具検査を用いた作業検査の結果をまとめた。分析の対象となったのは、「労働省編一

般職業適性検査」の「Ｍ」「Ｎ」「Ｏ」「Ｐ」の４種類、「ワークサンプル法（雇用促進事業団方式）」

から選択した「ボルトナット検査」「十字ドライバー検査」「蛇口検査」「ワッシャー検査」「ピン

セット検査」の５種類の器具検査、それに加えて、「大小分類検査」「紐かけ検査」「タッピング

検査の３種類の器具検査である。これらの統計数値は、「付表３：一般職業適性検査」「付表４：

ワークサンプル法」「付表５：その他の器具検査」に示した。

第１節 一般職業適性検査

１．MN検査

「Ｍ検査（差し込み）」による素点の年齢別

特徴（図３―１）は、以下のとおりである。

�１「全体」の結果は、年齢とともに上昇して

２１―２５歳で最も高くなり、２１から４０歳までは

変化が少ないが、４１―４５歳の著しい低下の後

に、４１から５５歳の期間も変化が少ない。�２こ

の結果では、５１―５５歳は最も高得点の２１―２５

歳群の９５％程度である。�３「男性」と「女性」

の差異は、１３―１５歳と５１―５５歳では女性が、

その他の年齢群では男性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、１３

―１５歳と５１―５５歳では重度が、２１―２５歳と３６

―４０歳では重度以外のほうが高い傾向にあ

る。

労働省編一般職業適性検査のうち、４種類の器具検査について、素点の結果を整理した。な

お、「付表３：一般職業適性検査」に示すとおり、どの下位項目も、年齢別に見た対象者数が、５６

―６１歳で８人と少なかった。それゆえ、以下の分析においては、対象者数が多かった１３から５５歳

までの年齢層に焦点を当てて検討する。

図３―１ Ｍ検査（差し込み）の年齢別平均
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「Ｎ検査（差し替え）」による素点の年齢別

特徴（図３―２）は、�１「全体」の結果は、

年齢とともに上昇して２１―２５歳で最も高い

が、それ以降の２１から５５歳までの時期は、年

齢の変化とともに低下する。�２この結果で

は、５１―５５歳は最も高得点の２１―２５歳群の

８９％程度であり、Ｍ検査の２倍の減少率であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、１３―１５

歳、２６―３０歳と５１―５５歳では女性が、１６から

２５歳では男性のほうが高く、また、�４「重度」

と「重度以外」の差異は、１３―１５歳と５１―５５

歳では重度が、２１―２５歳と４６―５０歳では重度

以外のほうが高い傾向にある。

２．OP検査

「Ｏ検査（組み合わせ）」による素点の年齢

別特徴（図３―３）は、以下のとおりである。

�１「全体」の結果は、年齢とともに上昇して

２１―２５歳で最も高いが、それ以降の２１から５５

歳までの時期は年齢の変化とともに低下し、

５１―５５歳の低下が著しい。�２この結果では、

５１―５５歳では最も高得点の２１―２５歳群の７０％

程度である。�３「男性」と「女性」の差異は、

どの年齢層も女性が高く、１３―１５歳、４６から

５５歳でこの傾向が著しい。�４「重度」と「重

度以外」の差異は、１３から４０歳までは重度以

外が、４６から５５歳では重度のほうが高い傾向

にある。

「Ｐ検査（分解）」による素点の年齢別特徴

（図３―４）は、以下のとおりである。�１「全

体」の結果は、年齢とともに上昇して２１―２５

歳で最も高いが、それ以降の２１から４５歳まで

は年齢の変化とともに低下し、４６―５０歳の小

図３―２ Ｎ検査（差し替え）の年齢別平均

図３―３ Ｏ検査（組み合わせ）の年齢別平

均

図３―４ Ｐ検査（分解）の年齢別平均
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幅の上昇を経て、５１―５５歳には著しく低下す

る。�２この結果では、５１―５５歳では最も高得

点の２１―２５歳群の７５％程度である。�３「男性」

と「女性」の差異は、１３―１５歳と５１―５５歳で

女性が、２１―２５歳と４６―５０歳で男性が高く、

また、�４「重度」と「重度以外」の差異は、

４１から５５歳までは重度が、２１から４０歳では重

度以外のほうが高い傾向にある。

第２節 ワークサンプル法

１．ボルトナット検査

「ボルトナットの組み立て」の所要時間の

年齢別特徴（図３―５）は、以下のとおりで

ある。�１「全体」の結果は、年齢とともに時

間が延長して２１―２５歳で最も長いが、２６―３０

歳になると著しく短縮して３１―３５歳までは変

化がない。３６―４０歳には再び延長するが、４１

―４５歳以降は短縮する。�２この結果では、所

要時間の最も短い３１―３５歳は、最も長い２１―

２５歳群の６６％程度である。�３「男性」と「女

性」の差異は、１３―１５歳、２６―３０歳、３６―４０

歳で男性が、２１―２５歳では女性のほうが所要

時間が長い。�４「重度」と「重度以外」の差

異は、３６―４０歳は重度が、１３―１５歳、２６―３０

歳、４１―４５歳は重度以外のほうが所要時間が

雇用促進事業団式のワークサンプル検査の幾つかについて、手順に規定された作業量に対する

所要時間（秒）を求めた。時間が長いほど、作業成績が低いことになる。なお、「付表４：ワー

クサンプル法」に示すとおり、どの下位項目も、年齢別に見た対象者数が、４６―５０歳で６人、５１

―５５歳で０人、５６―６１歳で０人と少なかった。それゆえ、以下の分析においては、対象者数が多

かった１３から４５歳までの年齢層に焦点を当てて検討する。

図３―５ 「ボルトナットの組み立て」の年

齢別平均
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長い。

「ボルトナットの分解」の所要時間の年齢

別特徴（図３―６）は、以下のとおりである。

�１「全体」の結果は、年齢とともに２１―２５歳

までは時間が延長するが、２６―３０歳になると

著しく短くて最短時間となる。その後、再度

の急激な延長をへて３６―４０歳には最長時間に

なるが、４１―４５歳以降は短縮する。�２この結

果では、所要時間の最も短い２６―３０歳は、最

も長い３６―４０歳群の６３％程度である。�３「男

性」と「女性」の差異は、１６から２５歳と３６か

ら４５歳で男性が、２６―３０歳では女性のほうが

所要時間が長い。�４「重度」と「重度以外」

の差異は、１６から２５歳と３６―４０歳は重度が、

１３―１５歳、２６―３０歳、４１―４５歳は重度以外の

ほうが所要時間が長い。

２．十字ドライバー検査

「十字ドライバーでのボルト取り付け」の

所要時間の年齢別特徴（図３―７）は、以下

のとおりである。�１「全体」の結果は、２１―

２５歳で最長時間となり、それ以前の１３から２０

歳と２６から４５歳では短かい時間となる。�２こ

の結果では、所要時間の最も短い１６―２０歳

は、最も長い２１―２５歳群の７０％程度である。

�３「男性」と「女性」の差異は、１３から２０歳

と３６―４０歳で男性が、２６―３０歳と４１―４５歳で

は女性のほうが所要時間が長い。�４「重度」

と「重度以外」の差異は、３１―３５歳は重度が、

１３―１５歳、２６―３０歳、３６―４０歳は重度以外の

ほうが所要時間が長い。

「十字ドライバーでのボルトはずし」の所

要時間の年齢別特徴（図３―８）は、以下の

図３―６ 「ボルトナットの分解」の年齢別

平均

図３―７ 「十字ドライバーでのボルト取り

付け」の年齢別平均

図３―８ 「十字ドライバーでのボルトはず

し」の年齢別平均
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とおりである。�１「全体」の結果は、年齢と

ともに緩やかに所要時間が延長して、２１―２５

歳で最長時間となる。それ以降の２１から４５歳

までは、緩やかな上下降を繰り返しながらも

大きな変化はしない。�２この結果では、所要

時間の最も短い２６―３０歳は、最も長い２１―２５

歳群の７９％程度である。�３「男性」と「女性」

の差異は、２１から３０歳で女性の所要時間のほ

うが長い。�４「重度」と「重度以外」の差異

は、３１―３５歳は重度が、１３―１５歳と３６から４５

歳は重度以外のほうが所要時間が長い。

３．蛇口検査

「蛇口の組み立て」の所要時間の年齢別特

徴（図３―９）は、以下のとおりである。�１

「全体」の結果は、１６―２０歳で所要時間が著

しく長くなり、その後も、全体的に年齢の上

昇とともに時間が延長して、５１―５５歳頃で最

長となる。ただし、２６―３０歳では一時的に時

間が短縮される。�２この結果では、所要時間

の最も短い１３―１５歳は、最も長い４１―４５歳群

の８１％程度である。�３「男性」と「女性」の

差異は、１３―１５歳と３６―４０歳は男性は、２６―

３０歳、４１―４５歳、５１―５５歳では女性の所要時

間のほうが長い。�４「重度」と「重度以外」

の差異は、１６―２０歳と３６から５５歳は重度が、

１３―１５歳は重度以外のほうが所要時間が長

い。

「蛇口の分解」の所要時間の年齢別特徴（図

３―１０）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１６―２０歳で所要時間が著しく長く

なり、その後も、全体的に年齢の上昇ととも

に少しづつ延長して、４１―４５歳頃で最長とな

図３―９ 「蛇口の組み立て」の年齢別平均

図３―１０「蛇口の分解」の年齢別平均
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る。その後、５１―５５歳には時間が短縮する。

�２この結果では、所要時間の最も短い１３―１５

歳は、最も長い４１―４５歳群の８１％程度であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、４１―４５

歳と５１―５５歳は女性の所要時間のほうが長

い。�４「重度」と「重度以外」の差異は、３１

―３５歳は重度のほうが所要時間が長い。

４．ワッシャー検査とピンセッ
ト検査

「ワッシャーの選別」の所要時間の年齢別

特徴（図３―１１）は、以下のとおりである。

�１「全体」の結果は、年齢とともに時間が延

長して２１―２５歳で最長となるが、２６―３０歳で

著しく短縮する。３１―３５歳で再び延長するも

のの、３６から４５歳までは緩やかに短縮する。

�２この結果では、所要時間の最も短い２６―３０

歳は、最も長い２１―２５歳群の８０％程度であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、３１―３５

歳と４１―４５歳で男性が、２１―２５歳では女性の

ほうが所要時間が長い。�４「重度」と「重度

以外」の差異は、３１から４０歳は重度が、１３―

１５歳と４１―４５歳は重度以外のほうが所要時間

が長い。

「ピンセットによる差し込み」の所要時間

の年齢別特徴（図３―１２）は、以下のとおり

である。�１「全体」の結果は、年齢とともに

時間が著しく延長して２１―２５歳で最長となる

が、それ以降の２６から４０歳にかけて次第に短

縮する。４１―４５歳で再び延長する。�２この結

果では、所要時間の最も短い１３―１５歳は、最

も長い２１―２５歳群の７８％程度である。�３「男

性」と「女性」の差異は、１３から２０歳と４１―

図３―１１「ワッシャーの選別」の年齢別平

均

図３―１２「ピンセットによる差し込み」の

年齢別平均
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４５歳で男性が、２６から３５歳では女性のほうが

所要時間が長い。�４「重度」と「重度以外」

の差異は、１６―２０歳、２６から３５歳、１４―４５歳

は重度が、２１―２５歳と３６―４０歳は重度以外の

ほうが所要時間が長い。

第３節 その他の器具検査

１．大小分類検査

所要時間の年齢別特徴（図３―１３）は、以

下のとおりである。�１「全体」の結果は、１３

から２０歳にかけて時間が短縮するものの、２１

―２５歳で著しく延長する。それ以降の２６から

４０歳にかけて次第に短縮するが、４１―４５歳で

再び延長して最長となる。だが、５１―５５歳に

なると短縮する。�２この結果では、所要時間

の最も短い１６―２０歳は、最も長い４１―４５歳群

の８２％程度である。�３「男性」と「女性」の

差異は、３６から４５歳で男性が、１３―１５歳、２６

から３５歳、５１―５５歳では女性のほうが所要時

間が長い。�４「重度」と「重度以外」の差異

は、１６―２０歳は重度が、それ以外の１３―１５歳

と２６から４０歳は重度以外のほうが所要時間が

長い。

これらのワークサンプル検査のほかに、「大小分類検査」「紐かけ検査」「タッピング検査」の

３種類の器具検査の結果についても得られた。「付表５：その他の器具検査」に示すとおり、こ

のどの検査も、年齢別に見た対象者数が、４６―５０歳で５人、５１―５５歳で５人と少なかった。それ

ゆえ、以下の分析においては、対象者数が多かった１３から４５歳と５１―５５歳までの年齢層に焦点を

当てて検討する。

図３―１３「大小分類検査」の年齢別平均
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２．紐かけ検査

所要時間の年齢別特徴（図３―１４）は、以

下のとおりである。�１「全体」の結果は、１３

から２０歳までは時間が短縮するものの、２１―

２５歳で著しく延長する。それ以降の２６から３５

歳にかけて次第に短縮して、３１―３５歳で最短

となる。だが、３６から５５歳にかけて再び延長

して５１―５５歳で最長となる。�２この結果で

は、所要時間の最も短い３１―３５歳は、最も長

い５１―５５歳群の５３％程度である。�３「男性」

と「女性」の差異は、２６―３０歳と５１―５５から

４５歳で男性が、１３―１５、および２６から３５歳、

５１―５５歳では女性のほうが所要時間が長い。

�４「重度」と「重度以外」の差異は、１６―２０

歳、２６から４５歳は重度が、２１―２５歳は重度以

外のほうが所要時間が長い。

３．タッピング検査

回数の年齢別特徴（図３―１５）は、以下の

とおりである。�１「全体」の結果は、１３から

２５歳までは年齢とともに減少して２１―２５歳に

は最小回数となるが、その後は年齢とともに

上昇し、４６―５０歳には最大回数となる。５１―

５５歳には再度の低下がある。�２この結果で

は、最小回数である２１―２５歳は、最大回数の

４６―５０歳群の８５％程度である。�３「男性」と

「女性」の差異は、４６から５５歳で男性が、１３

―１５歳、２１から３０歳、３６―４０歳では女性のほ

うが高く、また、�４「重度」と「重度以外」

の差異は、４６―５０歳は重度が、１３―１５歳、２１

から３０歳、３６から４５歳は重度以外のほうが高

い傾向にある。

図３―１４「紐かけ検査」の年齢別平均

図３―１５「タッピング」の年齢別平均
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第４節 作業検査の年齢群別変化の特徴

第１に、労働省編一般職業適性検査の「Ｍ検査（差し込み）」「Ｎ検査（差し替え）」「Ｏ検査（組

み合わせ）」「Ｐ検査（分解）」のいずれも、２１―２５歳時を最高にその後は下降する。これは、図

３―１から図３―４の「全体」結果をもとに、１３―１５歳を基準にして、各年齢群の得点の相対的

な比率を示した図３―１６からも明らかである。対象者数の多い１３から５５歳までの範囲に限ると、

この４種類の検査結果はいずれも、１３から２５歳までの急激な上昇の後で、５０歳前半までは下降す

る。

第２に、だが、個々の器具検査別に変化の傾向を見ると、いくつかの特徴がある。最も高い得

点を示した２１―２５歳を中心に見ると、�１それ以前の上昇傾向は、指先器用検査盤を用いた「Ｏ検

査（組み合わせ）」と「Ｐ検査（分解）」のほうが、手腕作業検査盤を用いた「Ｎ検査（差し替え）」

と「Ｍ検査（差し込み）」よりも著しい。他方で、�２それ以降の低下傾向は、５１―５５歳時点では、

指先器用検査盤を用いた「Ｏ検査（組み合わせ）」（７０％の低下）「Ｐ検査（分解）」（同７５％）、手

腕作業検査盤を用いた「Ｎ検査（差し替え）」（同８９％）「Ｍ検査（差し込み）」（同９５％）の順序

で著しかった。

第３に、これらの器具検査はいずれも上肢と手腕の運動能力に依存するが、手腕作業検査盤よ

りも指先器用検査盤のほうが、高い巧ち性と両手の共応動作を必要とする度合いが大きい。従っ

て、これらの結果は、�１上肢・手腕の運動能力は、指先器用検査盤の検査で要求される指先の器

用さや巧ち性のほうが、年齢の変化とともに著しい上昇と下降を示すことを意味する。他方で、

�２手腕作業検査盤の検査で要求される指先の巧ち性をあまり必要としない場合には、年齢の変化

にともなう運動能力の低下は著しくはないことを意味する。

図３―１６ GATB器具検査の「全体」結果の年齢別平均
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第４に、ワークサンプル検査やその他の器具検査では、年齢の変化に伴って、�１成績が変動す

るものと、�２変動の少ない検査、に分類できる。これは、図３―５から図３―１５の「全体」結果

をもとに、１３―１５歳を基準にして、各年齢群の得点の相対的な比率を示した図３―１７と図３―１８

の結果で、対象者数が多かった１３から４５歳までの範囲に限って明らかである。

図３―１７ ワークサンプル検査の「全体」結果の年齢別平均

図３―１８ ワークサンプル・その他の器具検査の「全体」結果の年齢別平均

３０



第５に、それらは、�１年齢の変化に伴う成績の変動が少ない検査として、「蛇口の組み立て」

「蛇口の分解」「ピンセットによる差し込み」「大小分類」「タッピング」があり、�２年齢の変化

に伴う成績の変動が著しい検査として、「ボルトナットの組み立て」「ボルトナットの分解」「十

字ドライバーのボルト取り付け」「十字ドライバーのボルトはずし」「ワッシャーの選別」「紐か

け検査」に分類できる。

第６に、前者の、年齢の変化に伴う成績の変動が少ない検査では、１３―１５歳と１６―２０歳との間

で変動はあるものの、それ以降の４５歳までは、ほぼ年齢の上昇に関わらず、一定の作業成績とな

る。

第７に、後者の、年齢の変化に伴う成績の変動が著しい検査では、いずれも、２１―２５歳での

ピークに続く２６―３０歳での著しい低下が共通する。なお、「十字ドライバーのボルト取り付け」

を除くと、その後に再び上昇に転じて３６から４５歳で２度目のピークを迎える。

第８に、実務的な手指作業を模擬したこれらの作業検査の結果は、いずれも、知能検査の年齢

の上昇にともなう変化の傾向と一致することはない。それゆえ、「知能」あるいは「IQ」は、手

指作業の成績変化を予測し得ないとみなされる。
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第４章 社会生活能力の年齢別特徴

「S―M式社会生活能力検査」の結果について、「できる」に２点、「ほぼできる」に１点、「で

きない」に０点を配して下位検査ごとの年齢別の平均を求めた。これらの統計数値は、「付表６：

社会生活能力検査」に示した。なお、同表に示すとおり、どの下位項目も、年齢別に見た対象者

数が、５１―５５歳で５人、５６―６１歳で７人と少なかった。それゆえ、以下の分析においては、対象

者数が多かった１３から５０歳までの年齢層に焦点を当てて検討する。

第１節 意思表示と交換能力

１．合計得点の結果

１０個の下位項目の合計得点による年齢別特

徴（図４－１）は、以下のとおりである。�１

「全体」の結果は、どの年齢群も高得点であ

る。�２この結果は、最も高得点の１３―１５歳の

直後の１６―２０歳で低下するが、その後の１６か

ら４５歳までは上昇に転じ、３６―４０歳で１３―１５

歳の得点に近似する。だが、４６―５０歳には著

しく低下して最も低得点となる。�３さらに、

３６―４０歳は１６―２０歳の１０７％で変化が少ない

が、最低点の４６―５０歳は４１―４５歳の７６％程度

である。�４「男性」と「女性」の差異は、１３

―１５歳と４６―５０歳で男性が高く、また、�５

「重度」と「重度以外」の差異は、１３―１５歳

で重度の人のほうが高い傾向にある。

２．下位項目の結果

「自分の要求の表現」の年齢別特徴（図４

―２）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、どの年齢群も高得点である。�２こ

の結果は、１３から２５歳まで低下するが２１から

図４―１ 「意思表示と交換能力：合計点」

の年齢別平均

図４―２ 「自分の要求の表現」の年齢別平

均
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４５歳までは上昇に転じ、直後の４６―５０歳に著

しく低下する。�３さらに、２１―２５歳は１３―１５

歳の９３％、また、４１―４５歳の９１％と変化はす

くなく、最低点の４６―５０歳も４１―４５歳の９０％

程度である。�４「男性」と「女性」の差異は、

ほとんどなく、また、�５「重度」と「重度以

外」の差異は、１３―１５歳で重度の人が多い傾

向にある。

「自分の姓名の表明」の年齢別特徴（図４

―３）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、どの年齢群も高得点である。�２こ

の結果は、年齢群による差異はほとんどな

い。�３「男性」と「女性」の差異は、ほとん

どない。�４「重度」と「重度以外」の差異も、

ほとんどない。

「住所や家族名の表明」の年齢別特徴（図

４―４）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、どの年齢群も高得点である。�２こ

の結果は、１３から４０歳まではほとんど変化が

ないが、その後の４１から５０歳で著しく低下す

る。�３さらに、最も低得点の４６―５０歳は３６―

４０歳群の７６％程度である。�４「男性」と「女

性」の差異は、１３―１５歳で男性が高く、また、

�５「重度」と「重度以外」の差異は、１３―１５

歳で重度の人が多い傾向にある。

「日常的な会話」の年齢別特徴（図４―５）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、どの年齢群も高得点である。�２この結果

は、高得点の１３―１５歳が直後の１６―２０歳で低

下するが、その後の１６から４５歳までは少し筒

上昇に転じ、４１―４５歳には最高得点となる。

だが、直後の４６―５０歳になると著しく低下し

て最低得点となる。�３さらに、最も低得点の

４６―５０歳は４１―４５歳群の８６％程度である。�４

図４―３ 「自分の姓名の表明」の年齢別平

均

図４―４ 「住所や家族名の表明」の年齢別

平均

図４―５ 「日常的な会話」の年齢別平均
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「男性」と「女性」の差異は、１３―１５歳で男

性が高く、また、�５「重度」と「重度以外」

の差異は、１３―１５歳で重度の人が多い傾向に

ある。

「見聞したことの表明」の年齢別特徴（図

４―６）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、高得点の１３―１５歳に続いて２１―２５

歳の低得点までは下降するが、その後の２６か

ら４５歳までは上昇に転じる。だが、直後の４６

―５０歳になると著しく低下して最低得点とな

る。�２この結果は、２１―２５歳は２１―２５歳群や

４１―４５歳群の８７％程度である。また、最も低

得点の４６―５０歳は４１―４５歳群の８６％程度であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、４６―５０

歳で男性が高く、また、�４「重度」と「重度

以外」の差異は、１３―１５で重度の人が多い傾

向にある。

「他者への伝言」の年齢別特徴（図４―７）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、高得点の１３―１５歳に続いて１６―２０歳では

下降するが、その後の２１から４５歳までは少し

づつ上昇する。だが、直後の４６―５０歳になる

と著しく低下して最低得点となる。�２この結

果は、１６―２０歳は４１―４５歳群の８７％程度であ

る。また、最も低得点の４６―５０歳は４１―４５歳

群の６１％程度である。�３「男性」と「女性」

の差異は、４６―５０歳で男性が高く、また、�４

「重度」と「重度以外」の差異はほとんどな

い。

「文字の筆記」の年齢別特徴（図４―８）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、高得点の１３―１５歳に続いて１６―２０歳では

下降するが、その後の２１から３１から４５歳まで

はほとんど変化がない。だが、直後の４６―５０

図４―６ 「見聞したことの表明」の年齢別

平均

図４―７ 「他者への伝言」の年齢別平均

図４―８ 「文字の筆記」の年齢別平均
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歳になると著しく低下して最低得点となる。

�２この結果は、１６―２０歳は４１―４５歳群の９６％

程度である。また、最も低得点の４６―５０歳は

４１―４５歳群の７３％程度である。�３「男性」と

「女性」の差異は、４６―５０歳で男性が、４１―

４５歳で女性のほうが高く、また、�４「重度」

と「重度以外」の差異は、１３―１５歳で重度が、

４６―５０歳では重度以外の人のほうが高い傾向

にある。

「文字の読解」の年齢別特徴（図４―９）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、高得点の１３―１５歳に続いて１６―２０歳では

下降するが、２１―２５歳に上昇に転じた後は、

２１から４５歳まではほとんど変化がない。だ

が、直後の４６―５０歳になると著しく低下して

最低得点となる。�２この結果は、１６―２０歳は

１３―１５歳群の８４％、４１―４５歳群の９６％程度で

ある。また、最も低得点の４６―５０歳は４１―４５

歳群の７６％程度である。�３「男性」と「女性」

の差異は、４６―５０歳で男性が高く、また、�４

「重度」と「重度以外」の差異は、１６―２０歳

で重度以外の人のほうが高い傾向にある。

「ラジオやテレビの理解」の年齢別特徴（図

４―１０）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から４５歳まで年齢の変化ととも

に上昇して最高得点となるが、直後の４６―５０

歳になると著しく低下して最低得点となる。

�２この結果は、４６―５０歳は４１―４５歳群の６３％

程度である。�３「男性」と「女性」の差異は、

１６―２０歳と４６―５０歳で男性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、４６

―５０歳で重度以外の人のほうが高い傾向にあ

る。

「手紙の筆記」の年齢別特徴（図４―１１）

図４―９ 「文字の読解」の年齢別平均

図４―１０「ラジオやテレビの理解」の年齢

別平均

３６



8.00

7.50

7.00

6.50

6.00

5.50

得点 

13
―1
5

16
―2
0

21
―2
5

26
―3
0

31
―3
5

36
―4
0

41
―4
5

46
―5
0

51
―5
5

56
―6
1

歳 

男性 女性 重度 重度以外 全体 

1.50

1.25

1.00

0.75

0.50

0.25

0.00

得点 

13
―1
5

16
―2
0

21
―2
5

26
―3
0

31
―3
5

36
―4
0

41
―4
5

46
―5
0

51
―5
5

56
―6
1

歳 

男性 

重度以外 全体 

女性 重度 

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から４５歳までは年齢による変動があ

り、１６―２０歳と２６―３０歳では低く、１３―１５

歳、２１―２５歳、３１から４５歳では高かった。だ

が、４６―５０歳になると著しく低下して最低得

点となる。�２この結果は、４６―５０歳は４１―４５

歳群の２５％程度にすぎない。�３「男性」と「女

性」の差異は、１３―１５歳と４６―５０歳で男性の

ほうが高く、また、�４「重度」と「重度以外」

の差異は、１３―１５歳で重度の人のほうが高い

傾向にある。

第２節 移動能力

１．合計得点の結果

５個の下位項目の合計得点による年齢別特

徴（図４―１２）は、以下のとおりである。�１

「全体」の結果は、１３から２５歳までは緩やか

に低下するが、その後の２１から４０歳までは上

昇に転じ、３６―４０歳で最も高い得点となる。

だが、４１から５０歳にかけて著しく低下し、４６

―５０歳では最も低得点となる。�２この結果

は、２１―２５歳は３６―４０歳群の９２％だが、４６―

５０歳は４１―４５歳群の８７％程度まで低下する。

�３「男性」と「女性」の差異は、１３から２０歳

と４６―５０歳で男性が高いが、２６―３０歳、３６か

ら４５歳では女性の方が高く、また、�４「重度」

と「重度以外」の差異は、１３―１５歳、２１―２５

歳では重度の人が、１６―２０歳、２６から３５歳で

は重度以外の人のほうが高い傾向にある。

図４―１２「移動能力：合計点」の年齢別平

均

図４―１１「手紙の筆記」の年齢別平均

３７



2.00

1.75

1.50

1.25

1.00

0.75

0.50

得点 

13
―1
5

16
―2
0

21
―2
5

26
―3
0

31
―3
5

36
―4
0

41
―4
5

46
―5
0

51
―5
5

56
―6
1

歳 

男性 女性 重度 重度以外 全体 

2.00

1.75

1.50

1.25

1.00

0.75

0.50

得点 

13
―1
5

16
―2
0

21
―2
5

26
―3
0

31
―3
5

36
―4
0

41
―4
5

46
―5
0

51
―5
5

56
―6
1

歳 

男性 女性 重度 重度以外 全体 

2.00

1.75

1.50

1.25

1.00

0.75

0.50

得点 

13
―1
5

16
―2
0

21
―2
5

26
―3
0

31
―3
5

36
―4
0

41
―4
5

46
―5
0

51
―5
5

56
―6
1

歳 

男性 女性 重度 重度以外 全体 

２．下位項目の結果

「単独の外出」の年齢別特徴（図４―１３）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、どの年齢群も高い。�２この結果は、１３か

ら５４歳まで、年齢の増大とともに少しづつ上

昇する。�３そのため、１３―１５歳は４６―５０歳群

の９３％程度である。�４「男性」と「女性」の

差異はほとんどなく、また、�５「重度」と「重

度以外」の差異は、１３―１５歳では重度の人が

高い傾向にある。

「特定の場所への往復」の年齢別特徴（図

４―１４）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、どの年齢群も高い。�２この結果

は、１３から５４歳まで、年齢の増大とともに少

しづつ上昇する。�３「男性」と「女性」の差

異はほとんどなく、また、�５「重度」と「重

度以外」の差異もほとんどない。

「単独で乗り物の利用」の年齢別特徴（図

４―１５）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から４５歳までは年齢による変動

がほとんどないが、４６―５０歳になると著しく

低下して最低得点となる。�２この結果は、４６

―５０歳は４１―４５歳群の８５％程度である。�３

「男性」と「女性」の差異は、１３―１５歳と４６

―５０歳で男性のほうが、３６―４０歳で女性のほ

うが高く、また、�４「重度」と「重度以外」

の差異は、１３―１５歳、３６―４０歳で重度の人の

ほうが、３１―３５歳で重度以外の人のほうが高

い傾向にある。

「尋ねながら目的地に到着」の年齢別特徴

（図４―１６）は、以下のとおりである。�１「全

体」の結果は、どの年齢群も低い得点で在る。

�２この結果は、１３から２５歳までの下降の後で

図４―１３「単独で外出」の年齢別平均

図４―１４「特定の場所への往復」の年齢別

平均

図４―１５「単独で乗り物の利用」の年齢別

平均
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２１から４０歳までは上昇に転じ、３６―４０歳で最

も高得点となる。だが、その後の３６から５０歳

にかけて著しく低下し、４６―５０歳では最も低

得点となる。�３さらに、２１―２５歳は１３―１５歳

群の８５％、３６―４０歳群の７１％程度だが、４６―

５０歳は４１―４５歳群の６２％程度まで低下する。

�４「男性」と「女性」の差異は、１６―２０歳と

４６―５０歳で男性のほうが、１３―１５歳と３６―４０

歳で女性のほうが高く、また、�５「重度」と

「重度以外」の差異は、３６―４０歳で重度の人

のほうが高い傾向にある。

「地図を見て目的地の到着」の年齢別特徴

（図４―１７）は、以下のとおりである。�１「全

体」の結果は、どの年齢群もかなり低い得点

である。�２この結果は、１３から３０歳までの下

降の後で３１から４０歳までは上昇に転じ、３６―

４０歳で最も高得点となる。だが、その後の３６

から５０歳にかけて著しく低下し、４６―５０歳で

は最も低得点となる。�２この結果は、２６―３０

歳は３６―４０歳群の６８％程度だが、４６―５０歳は

４１―４５歳群の５６％程度まで低下する。�３「男

性」と「女性」の差異は、１６―２０歳で男性の

ほうが、２１から３０歳では女性のほうが高く、

また、�４「重度」と「重度以外」の差異は、

１３―１５歳で重度の人のほうが高い傾向にあ

る。

第３節 日常生活能力

１．合計得点の結果

８個の下位項目の合計得点による年齢別特

徴（図４―１８）は、以下のとおりである。�１

図４―１６「尋ねながら目的地に到着」の年

齢別平均

図４―１７「地図を見て目的地の到着」の年

齢別平均
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「全体」の結果は、１３から２０歳までの低下し

た後、１６から４５歳までは上昇に転じ、４１―４５

歳で最も高い得点となる。だが、４６―５０歳に

かけて著しく低下して最も低得点となる。�２

この結果は、１６―２０歳は４１―４５歳群の９０％だ

が、４６―５０歳は４１―４５歳群の７８％程度まで低

下する。�３「男性」と「女性」の差異は、１６

から２５歳で男性が高いが、３６から４５歳では女

性の方が高く、また、�４「重度」と「重度以

外」の差異は、１３―１５歳、３１から４０歳では重

度の人が、１６―２０歳、２６―３０歳、４６―５０歳で

は重度以外の人のほうが高い傾向にある。

２．下位項目の結果

「自他の物の区別」の年齢別特徴（図４―

１９）は、以下のとおりである。�１「全体」の

結果は、どの年齢群も極めて高い。�２この結

果は、１３から５４歳まで、年齢の増大による変

化はほとんどない。�３「男性」と「女性」の

差異は、ほとんどない。�５「重度」と「重度

以外」の差異も、ほとんどない。

「時間観念に則した行動」の年齢別特徴（図

４―２０）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から３０歳までの下降の後で１６か

ら４５歳までは上昇に転じ、４１―４５歳で最も高

得点となる。だが、その後の４６―５０歳では最

も低得点となる。�２この結果は、１６―２０歳は

４１―４５歳群の８２％程度だが、４６―５０歳は４１―

４５歳群の７８％程度まで低下する。�３「男性」

と「女性」の差異は、４１―４５歳で女性のほう

が高く、また、�４「重度」と「重度以外」の

差異は、１３―１５歳で重度の人のほうが高い傾

向にある。

図４―１８「日常生活能力：合計点」の年齢

別平均

図４―１９「自他の物の区別」の年齢別平均

図４―２０「時間観念に則した行動」の年齢

別平均
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「家の仕事の手伝い」の年齢別特徴（図４

―２１）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から４５歳までで緩やかに上昇

し、４１―４５歳で最も高得点となる。だが、そ

の後の４６―５０歳では最も低得点となる。�２こ

の結果は、１３―１５歳は４１―４５歳群の８５％程度

だが、４６―５０歳は４１―４５歳群の８７％程度まで

低下する。�３「男性」と「女性」の差異は、

２１―２５歳で男性のほうが高く、また、�４「重

度」と「重度以外」の差異は、１３―１５歳で重

度の人のほうが、４６―５０歳で重度以外の人の

ほうが高い傾向にある。

「一人で留守番」の年齢別特徴（図４―２２）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から２０歳までの低下の後で１６から４５歳

までは上昇に転じる。だが、その後の４６―５０

歳では最も低得点となる。�２この結果は、１６

―２０歳は１３―１５歳群の８７％、４１―４５歳群の

８９％程度だが、４６―５０歳は４１―４５歳群の５５％

程度まで低下する。�３「男性」と「女性」の

差異は、４６―５０歳で男性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、１３

―１５歳で重度の人のほうが、４６―５０歳で重度

以外の人のほうが高い傾向にある。

「簡単な電気器具の使用」の年齢別特徴（図

４―２３）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から３１歳までの緩ややかな低下

の後で、３１から４５歳までは上昇に転じ、４１―

４５歳では最も高得点となる。だが、その後の

４６―５０歳では最も低得点となる。�２この結果

は、２１―２５歳は１３―１５歳群の９４％、４１―４５歳

群の８９％程度となり、また、４６―５０歳は４１―

４５歳群の９１％程度である。�３「男性」と「女

性」の差異は、２１―２５歳で男性のほうが高く、

図４―２１「家の仕事の手伝い」の年齢別平

均

図４―２２「一人で留守番」の年齢別平均

図４―２３「簡単な電気器具の使用」の年齢

別平均
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また、�４「重度」と「重度以外」の差異は、

１３―１５歳で重度の人のほうが、４６―５０歳で重

度以外の人のほうが高い傾向にある。

「簡単な使い走り」の年齢別特徴（図４―

２４）は、以下のとおりである。�１「全体」の

結果は、１３から４５歳までは年齢による多少の

変化をしながらも上昇し、４１―４５歳では最も

高得点となる。だが、その後の４６―５０歳では

最も低得点となる。�２この結果は、１６―２０歳

は４１―４５歳群の８７％程度であり、また、４６―

５０歳は４１―４５歳群の７１％程度である。�３「男

性」と「女性」の差異はほとんどなく、また、

�４「重度」と「重度以外」の差異は、１３―１５

歳で重度の人のほうが、４６―５０歳で重度以外

の人のほうが高い傾向にある。

「電話の使用」の年齢別特徴（図４―２５）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から２５歳までは下降するが、それ以降

の２１から４０歳には上昇に転じ、３６―４０歳では

最も高得点となる。だが、その後の３６から５０

歳では再び下降し、４６―５０歳で最も低得点と

なる。�２この結果は、２１―２５歳は１３―１５歳群

の８８％、３６―４０歳群の８５％程度であり、ま

た、４６―５０歳は４１―４５歳群の８１％程度であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、１６―２０

歳では男性が、４１―４５歳では女性のほうが高

い。�４「重度」と「重度以外」の差異は、１３

―１５歳、２１―２５歳、３１から４０歳で重度の人の

ほうが、１６―２０歳で重度以外の人のほうが高

い傾向にある。

「事件やニュースへの関心」の年齢別特徴

（図４―２６）は、以下のとおりである。�１「全

体」の結果は、どの年齢群もかなり低い。�２

この結果では、１３から４５歳までは年齢による

図４―２４「簡単な使い走り」の年齢別平均

図４―２５「電話の使用」の年齢別平均
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Ａ.意思表示と交換能力 
Ｂ.移動能力 
Ｃ.日常生活能力 

第４節 社会生活能力の年齢群別変化の特徴

第１に、下位項目の合計得点別に見ると、「A：意思表示と交換能力」「B：移動能力」「C：日

常生活能力」のいずれも、１６から４５歳に至る年齢の上昇とともに、緩やかに向上する。だが、４６

多少の変化をしながらも上昇し、４１―４５歳で

は最も高得点となる。だが、その後の４６―５０

歳では最も低得点となる。�３さらに、１６―２０

歳は４１―４５歳群の８４％程度であり、また、４６

―５０歳は４１―４５歳群の５６％程度まで低下す

る。�４「男性」と「女性」の差異は、１３―１５

歳と４６―５０歳では男性のほうが高く、また、

�４「重度」と「重度以外」の差異は、１３―１５

歳、２１―２５歳、３１―３５歳で重度の人のほうが

高い傾向にある。

図４―２６「事件やニュースへの関心」の年

齢別平均

図４―２７ 合計得点別の「全体」結果の年齢別平均
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―５０歳の時点では、「A：意思表示と交換能力」と「C：日常生活能力」の領域で著しく低下する。

これは、図４―１、図４―１２、図４―１８の「全体」結果を再掲した図４―２７で対象者数の多い１３

から５０歳の範囲に限っても明らかなように、４５―５０歳時の得点を４１―４５歳時と比較すると、

「C：日常生活能力」で７９％、「A：意思表示と交換能力」で７７％、「B：移動能力」で８８％の低

下があった。

第２に、下位項目ごとの年齢群別の変化を見ると、必ずしも、図４―２７で示される領域ごとの

変化の傾向と一致しない。これは、下位項目ごとの「全体」結果を示した、図４―２８、図４―２９、

図４―３０、図４―３１からも明らかである。むしろ、年齢の上昇に伴う得点の変化の傾向は、領域

による分類とは異なる、幾つかの類型が見られる。

図４―２８ A：意思表示と交換能力�１の「全体」結果の年齢別平均
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図４―２９ A：意思表示と交換能力�２の「全体」結果の年齢別平均

図４―３０ B：移動能力の「全体」結果の年齢別平均
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第３に、１３から５０歳に至るどの年齢層でも得点が高く、４６―５０歳代での著しい低下の認められ

ない項目群がある。「A―１：自分の要求の表明」「A―２：自分の姓名の表明」「B―１：一人で

外出」「B―２：特定の場所への往復」「C―１：自分と他人の物の区別」「C―５：簡単な電気機

器の使用」が含まれる。これらの能力は早期の発達段階で獲得され、高齢になっても低下しない

ことが示唆される。

第４に、１３から５０歳に至るどの年齢層でも得点が低く、かつ、４６―５０歳代で著しく低下する項

目群がある。「A―１０：手紙の筆記」「B―４：尋ねながら目的地に到着」「B―５：地図を見て目

的地に到着」「C―８：事件やニュースへの関心」が含まれる。これらの能力は、知能の低下が

直接的な影響を及ぼすと考えられる。

第５に、１６から４５歳に至るまで変化は少ないか、むしろ上昇する傾向にあるものの、４６―５０歳

代で著しく低下する項目群がある。「A―５：見聞したことの表明」「A―６：他者への伝言」「A

―９：ラジオやテレビの理解」「C―２：時間の観念に即した行動」「C―８：事件やニュースへ

の関心」「B―４：尋ねながら目的地に到達」「B―５：地図を見て目的地に到達」などが含まれ

る。その幾つかは、どの年齢群でも低い得点であるが、それでも、４５歳に至るまで上昇する傾向

がある。これらは社会生活の遂行とともに向上する能力と考えられる。

第６に、これらの各項目群の類型を通して見ると、特に、�１を除くほとんどの項目は４１―４５歳

時と比較して４６―５０歳時には著しく低下する。その傾向が著しい項目から順序立てて示すと、

「A―１０：手紙の筆記」「A―６：他者への伝言」「A―９：ラジオやテレビの理解」「A―７：文

字の筆記」「A―８：文字の読解」「C―４：一人で留守番」「C―２：時間の観念に則した行動」

図４―３１ C：日常生活能力の「全体」結果の年齢別平均
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「C―８：事件やニュースへの関心」「C―６：簡単な走り使い」「B―４：尋ねながら目的地に

到達」「B―５：地図を見て目的地に到達」となる。特定の傾向は見出せない。また、急激な低

下は、個人の能力だけに起因するかどうかは、疑問である。たとえば、この時期に、家族や親族

等の同居者との離別が増大することも考えられることから、それらの社会的支えを失った結果が

反映されているかも知れない。これらの点についての、今後の検討が必要である。
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第５章 職業準備訓練評価の年齢別
特徴

「職業準備訓練生総合評価票」の結果について、「Ａ：本人の長所であると評価できる」に５点、

「Ｂ：就職に支障はない」に３点、「Ｃ：改善に向けて努力を要する」に１点、ＡとＢの中間評

価に４点、ＢとＣの中間評価に２点、を配して下位検査ごとの年齢別の平均を求めた。これらの

統計数値は、「付表７：職業準備訓練総合評価表」に示した。なお、同表に示すとおり、どの下

位項目も、年齢別に見た対象者数が、４６―５０歳で３人、５１―５５歳で３人、５６―６１歳で２人と少な

かった。それゆえ、以下の分析においては、対象者数が多かった１３から４５歳までの年齢層に焦点

を当てて検討する。

第１節 基本的ルール

「継続勤務」の年齢別特徴（図５―１）は、

以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

１３から２５歳までは年齢とともに上昇するが、

２６―３０歳で著しく低下する。だが、３１から４５

歳までは２１―２５歳の水準に戻った後も変化し

ない。�２この結果は、１３―１５歳は２１―２５歳群

や４１―４５歳群の７２％程度である。�３「男性」

と「女性」の差異は、１３―１５歳は男性が、１６

から２５歳、４１―４５歳は女性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、２１

―２５歳で重度以外の人のほうが高い傾向にあ

る。

「連絡」の年齢別特徴（図５―２）は、以

下のとおりである。�１「全体」の結果は、１３

から３０歳までは、２１―２５歳を除くと、年齢と

ともに低下する。だが、それ以降の３１から４５

歳までは上昇に転じて、４１―４５歳で最も高く

なる。�２この結果は、２６―３０歳は４１―４５歳群

の７２％程度である。�３「男性」と「女性」の

図５―１ 「継続勤務」の年齢別平均

図５―２ 「連絡」の年齢別平均
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差異は、３６―４０歳は男性が、１６から２５歳は女

性のほうが高く、また、�４「重度」と「重度

以外」の差異は、２１―２５歳、３１から４０歳で重

度以外の人のほうが高い傾向にある。

「規則の遵守」の年齢別特徴（図５―３）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から２５歳までは年齢とともに低下す

る。だが、それ以降の２６から４５歳までは上昇

に転じて、４１―４５歳で最も高くなる。�２この

結果は、２１―２５歳は４１―４５歳群の８３％程度で

ある。�３「男性」と「女性」の差異は、２６―

３０歳は男性が、１６から２５歳、４１―４５歳は女性

のほうが高く、また、�４「重度」と「重度以

外」の差異は、３６から４５歳で重度の人が、１６

―２０歳で重度以外の人のほうが高い傾向にあ

る。

「清潔な身なり」の年齢別特徴（図５―４）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から４５歳に至るまで年齢とともに緩や

かに上昇し、４１―４５歳で最も高くなる。�２こ

の結果は、１３―１５歳は４１―４５歳群の７８％程度

である。�３「男性」と「女性」の差異は、１３

から２０歳と４１―４５歳で女性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、１３

―１５歳で重度の人が、４１―４５歳で重度以外の

人のほうが高い傾向にある。

「健康管理」の年齢別特徴（図５―５）は、

以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

１３から３０歳まではほとんど変化がない。それ

以後の３１から４５歳にまでは緩やかに上昇し、

４１―４５歳で最も高い。�２この結果は、２６―３０

歳は４１―４５歳群の８１％程度である。�３「男性」

と「女性」の差異は、１６―２０歳で女性のほう

が高く、また、�４「重度」と「重度以外」の

図５―３ 「規則の遵守」の年齢別平均

図５―４ 「清潔な身なり」の年齢別平均

図５―５ 「健康管理」の年齢別平均
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差異は、すくない。

第２節 作業態度

「取り掛かり」の年齢別特徴（図５―６）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から３０歳までは緩やかに低下する。３１

―３５歳で上昇に転じた後は４５歳までは変化が

すくなく、３６―４０歳で最も高い。�２この結果

は、２６―３０歳は３６―４０歳群の７９％程度であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、１３から

２０歳で女性のほうが高く、また、�４「重度」

と「重度以外」の差異は、１６―２０歳で重度以

外の人のほうが高い傾向にある。

「自発性」の年齢別特徴（図５―７）は、

以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

１３から４５歳に至るまで、上下降を繰り返しな

がらも、全体として年齢とともに上昇し、４１

―４５歳で最も高い。�２この結果は、１６―２０歳

は４１―４５歳群の７８％程度である。�３「男性」

と「女性」の差異は、２６―３０歳で男性が、１３

から２０歳で女性のほうが高く、また、�４「重

度」と「重度以外」の差異は、１６から３０歳で

重度の人が、１３―１５歳と３６―４０歳で重度以外

の人のほうが高い傾向にある。

「熱心さ」の年齢別特徴（図５―８）は、

以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

どの年齢群も他の下位項目と比較して、最も

高い。�２この結果は、１３―１５歳よりも１６から

２５歳では低下するが、その後の２６から４０歳で

は上昇に転じて３６―４０歳で最も高い。だが、

４１―４５歳では再び低下する。�３さらに、１６―

２０歳は３６―４０歳群の８４％程度である。�４「男

図５―６ 「取り掛かり」の年齢別平均

図５―７ 「自発性」の年齢別平均

図５―８ 「熱心さ」の年齢別平均
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性」と「女性」の差異は、２１から３０歳で男性

が、１６―２０歳と３６―４０歳で女性のほうが高

く、また、�５「重度」と「重度以外」の差異

は、３２１―２５歳と３６―４０歳で重度の人が、１６

―２０歳で重度以外の人のほうが高い傾向にあ

る。

「責任感」の年齢別特徴（図５―９）は、

以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

１３から３０歳までは緩やかに低下する。３１―３５

歳で急激に上昇して最も高くなり、４０歳まで

変化しない。だが、４１―４５歳で再び低下す

る。�２この結果は、２６―３０歳は３１―３５歳群の

７９％程度である。�３「男性」と「女性」の差

異は、２６から３５歳で男性が、１３から２０歳と４１

―４５歳で女性のほうが高く、また、�４「重度」

と「重度以外」の差異は、３６―４０歳で重度の

人が、４１―４５歳で重度以外の人のほうが高い

傾向にある。

「報告」の年齢別特徴（図５―１０）は、以

下のとおりである。�１「全体」の結果は、１３

から２５歳までは緩やかに低下する。２６―３０歳

で上昇に転じるものの、４５歳まで変化は少な

い。�２この結果は、２１―２５歳は３６―４０歳群の

８７％程度である。�３「男性」と「女性」の差

異は、２６―３０歳で男性が、２１―２５歳で女性の

ほうが高く、また、�４「重度」と「重度以外」

の差異は、１３―１５歳と２１―２５歳で重度の人

が、３６―４０歳で重度以外の人のほうが高い傾

向にある。

「質問」の年齢別特徴（図５―１１）は、以

下のとおりである。�１「全体」の結果は、ど

の年齢群も他の下位項目と比較しても低い。

�２この結果は、１３から３０歳まではあまり変化

がなく、３１―３５歳で上昇に転じた後も４５歳ま

図５―９ 「責任感」の年齢別平均

図５―１０「報告」の年齢別平均

図５―１１「質問」の年齢別平均
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で変化は少ない。�３さらに、１６―２０歳は３１―

３５歳群の７９％程度である。�４「男性」と「女

性」の差異は、２６―３０歳で男性が、その他の

年齢では女性のほうが高く、また、�５「重度」

と「重度以外」の差異は、２１から３０歳で重度

の人が、３１から４０歳で重度以外の人のほうが

高い傾向にある。

「私語・よそ見」の年齢別特徴（図５―１２）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から３０歳までは低下するが、それ以降

は上昇に転じて４５歳までには１３―１５歳の水準

に戻る。�２この結果は、２６―３０歳は１３―１５歳

群の７７％程度である。�３「男性」と「女性」

の差異は、１３―１５歳と３６―４０歳で女性のほう

が高く、また、�４「重度」と「重度以外」の

差異は、１３から２０歳と２１―３５歳で重度以外の

人のほうが高い傾向にある。

「陰日向なく働く」の年齢別特徴（図５―１３）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３―１５歳よりも１６から３０歳のほうが低下

するが、それ以降は上昇に転じて３６―４０歳で

もっとも高い。４１―４５歳には低下する。�２こ

の結果は、１６―２０歳は３６―４０歳群の８０％程度

である。�３「男性」と「女性」の差異は、１３

から２０歳では女性が、２６から３５歳では男性の

ほうが高く、また、傾向にある。�４「重度」

と「重度以外」の差異は、４１―４５歳で重度の

人が、１６―２０歳では重度以外の人のほうが高

い傾向にある。

第３節 作業遂行力

「集中力」の年齢別特徴（図５―１４）は、

図５―１２「私語・よそ見」の年齢別平均

図５―１３「陰日なた」の年齢別平均
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以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

１３から３０歳までの変化は少ないが、それ以降

は上昇に転じて３６―４０歳でもっとも高い。だ

が、４１―４５歳には低下する。�２この結果は、

２６―３０歳は３６―４０歳群の７６％程度である。�３

「男性」と「女性」の差異は、１３から２０歳で

は女性のほうが高く、また、�４「重度」と「重

度以外」の差異は、２１―２５歳で重度の人が、

１６―２０歳と３１から４０歳では重度以外の人のほ

うが高い傾向にある。

「安定性」の年齢別特徴（図５―１５）は、

以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

１３から２５歳までは上昇を、２６―３０歳での一時

的な低下をするがそれ以降も上昇に転じて３６

―４０歳でもっとも高い。だが、４１―４５歳には

低下する。�２この結果は、１３―１５歳は３６―４０

歳群の７４％程度である。�３「男性」と「女性」

の差異は、１３から２０歳と３６から４５歳では女性

のほうが高く、また、�４「重度」と「重度以

外」の差異は、１３―１５歳と２１から３０歳で重度

の人が、３１―３５歳と４１―４５歳では重度以外の

人のほうが高い傾向にある。

「正確さ」の年齢別特徴（図５―１６）は、

以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

１６から４５歳に至るまで少しずつ上昇し、４１―

４５歳でもっとも高い。�２この結果は、１６―２０

歳は４１―４５歳群の９２％程度である。�３「男性」

と「女性」の差異は、１３から２０歳では女性の

ほうが高く、また、�４「重度」と「重度以外」

の差異は、３６―４０歳で重度の人が、１６―２０歳

と４１―４５歳では重度以外の人のほうが高い傾

向にある。

「丁寧さ」の年齢別特徴（図５―１７）は、

以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

図５―１４「集中力」の年齢別平均

図５―１５「安定性」の年齢別平均

図５―１６「正確さ」の年齢別平均
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１６から３０歳に至るまで上昇するが、３１―３５歳

で低下した後に再び上昇に転じて、３６―４０歳

でもっとも高い。�２この結果は、１６―２０歳は

３６―４０歳群の８０％程度である。�３「男性」と

「女性」の差異は、１３から２０歳では女性のほ

うが高く、また、�４「重度」と「重度以外」

の差異は、３６―４０歳では重度の人が、１３から

２５歳と４１―４５歳では重度以外の人のほうが高

い傾向にある。

「作業耐性」の年齢別特徴（図５―１８）は、

以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

１３から３０歳に至るまで変化はほとんどない

が、３１―３５歳で急激な上昇に転じてもっとも

高く、３６から４０歳でも変化はない。�２この結

果は、２６―３０歳は３１―３５歳群の８１％程度であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、１３から

２０歳では女性のほうが高いが、２６から４０歳で

は男性のほうが高く、また、�４「重度」と「重

度以外」の差異は、１３―１５歳では重度の人が、

１６―２０歳では重度以外の人のほうが高い傾向

にある。

「作業工夫」の年齢別特徴（図５―１９）は、

以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

１３から４０歳に至るまで少しずつ上昇して３６―

４０歳でもっとも高いが、４１―４５歳で急激に低

下する。�２この結果は、１６―２０歳は３６―４０歳

群の７６％程度である。�３「男性」と「女性」

の差異は、１３から２０歳では女性のほうが高い

が、２６から４０歳では男性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、１３

―１５歳、２６―３０歳および３６―４０歳では重度の

人のほうが高い傾向にある。

「習熟」の年齢別特徴（図５―２０）は、以

下のとおりである。�１「全体」の結果は、１３

図５―１７「丁寧さ」の年齢別平均

図５―１８「作業耐性」の年齢別平均

図５―１９「作業工夫」の年齢別平均
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から２５歳にまで上昇するが２６―３０歳に一時的

に低下する。その後に、再度の上昇に転じて

３６―４０歳でもっとも高いが、４１―４５歳でも低

下する。�２この結果は、１３―１５歳は３６―４０歳

群の７５％程度である。�３「男性」と「女性」

の差異は、１３から２０歳、２６―３０歳そして３６―

４０歳では女性のほうが高く、また、�４「重度」

と「重度以外」の差異は、１３―１５歳、２６から

４０歳では重度の人のほうが高い傾向にある。

「準備・後片付け」の年齢別特徴（図５―２１）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から３０歳までは、上昇と下降を繰り返

すが、その後は上昇に転じて４１―４５歳でもっ

とも高い。�２この結果は、２６―３０歳は４１―４５

歳群の７６％程度である。�３「男性」と「女性」

の差異は、１３から２０歳と３６―４０歳では女性の

ほうが高いが、２１から３５歳では男性のほうが

高く、また、�４「重度」と「重度以外」の差

異は、２６―３０歳では重度の人のほうが高い

が、１６―２０歳、３１―３５歳そして４１―４５歳では

重度以外の人のほうが高い傾向にある。

「危険への配慮」の年齢別特徴（図５―２２）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１６から３０歳に至るまで上昇して２６―３０歳

でもっとも高くなるが、その後の３１から４０歳

までは減少に転じ、４１―４５歳で再上昇する。

�２この結果は、１６―２０歳は２６―３０歳群の８６％

程度である。�３「男性」と「女性」の差異は、

１６―２０歳で女性のほうが高く、また、�４「重

度」と「重度以外」の差異は、４１―４５歳で重

度以外の人のほうが高い傾向にある。

図５―２０「習熟」の年齢別平均

図５―２１「準備・後片付け」の年齢別平均

図５―２２「危険への配慮」の年齢別平均
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第４節 対人態度

「挨拶．返事」の年齢別特徴（図５―２３）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１６から４５歳に至るまで上昇して４１―４５歳

でもっとも高くなる。�２この結果は、１３―１５

歳は４１―４５歳群の７７％程度である。�３「男性」

と「女性」の差異は、１３―１５歳、２１―２５歳そ

して３１から４０歳で女性のほうが高く、また、

�４「重度」と「重度以外」の差異は、２１―２５

歳で重度のほうが、２６から４０歳では重度以外

の人のほうが高い傾向にある。

「素直さ」の年齢別特徴（図５―２４）は、

以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

１６から３５歳に至るまで上昇して３１―３５歳で

もっとも高くなるが、その後の４５歳まではや

や低下する。�２この結果は、１６―２０歳は３１―

３５歳群の７９％程度である。�３「男性」と「女

性」の差異は、あまり著しくなく、また、�４

「重度」と「重度以外」の差異も著しくない

傾向にある。

「言葉使い」の年齢別特徴（図５―２５）は、

以下のとおりである。�１「全体」の結果は、

他の項目と比較して、どの年齢層も低い。�２

１３―１５歳よりも１６から２５歳の方が低下する

が、２６―３０歳のもっとも高くなる場合を除く

と、４５歳に至るまでこくわずかな上昇傾向に

ある。�３この結果は、１６―２０歳は２６―３０歳群

の８０％程度である。�４「男性」と「女性」の

差異は、１３から２０歳と４１―４５歳では女性のほ

うが、２６から４０歳では男性のほうが高く、ま

た、�５「重度」と「重度以外」の差異は、１３

―１５歳、２６―３０歳そして３６―４０歳で重度のほ

図５―２３「挨拶一返事」の年齢別平均

図５―２４「素直さ」の年齢別平均

図５―２５「言葉使い」の年齢別平均
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うが、１６―２０歳と４１―４５歳では重度以外の人

のほうが高い傾向にある。

「感謝・謝罪」の年齢別特徴（図５―２６）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から２５歳に至るまで下降するが、それ

以降は上昇に転じて３６―４０歳でもっとも高く

なる。�２この結果は、２１―２５歳は３６―４０歳群

の７６％程度である。�３「男性」と「女性」の

差異は、１３から２０歳で女性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、２６

―３０歳と３６―４０歳で重度のほうが高い傾向に

ある。

「他者との協調」の年齢別特徴（図５―２７）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から２０歳で下降するが、それ以降は上

昇に転じて３６―４０歳でもっとも高くなる。だ

が、４１―４５歳で再び低下する。�２この結果

は、１６―２０歳は３６―４０歳群の６７％程度であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、１６から

２５歳で女性のほうが、１３―１５歳と２６―３０歳で

は男性のほうが高く、また、�４「重度」と「重

度以外」の差異は、３６―４０歳で重度のほうが、

１３―１５歳と２１―２５歳で重度以外のほうが高い

傾向にある。

「会話への参加」の年齢別特徴（図５―２８）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から２０歳で下降する。それ以降は上昇

に転じるが３１―３５歳で低下する。だが、再度

の上昇をへて４１―４５歳でもっとも高くなる。

�２この結果は、１６―２０歳は４１―４５歳群の８３％

程度である。�３「男性」と「女性」の差異は

あまり著しくない。�２０「重度」と「重度以外」

の差異もあまりない。

図５―２６「感謝・謝罪」の年齢別平均

図５―２７「他者との協調」の年齢別平均

図５―２８「会話への参加」の年齢別平均
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第６節 職業準備性の年齢群別変化

第１に、「基本的ルール」「作業態度」「作業遂行力」「対人態度」および「通勤」のいずれの領

域でも、その下位項目のほとんどは、年齢の上昇とともに得点が向上する。図５―１から図５―

３０までの「全体」結果をそれぞれの領域ごとに再掲した図５―３１から図５―３５からも明らかなよ

うに、対象者数の多い１３から４５歳までの範囲に限ると、年齢の上昇とともに得点が緩やかに上昇

する下位項目は全３０項目中のほとんどを占め、例外的な傾向を示すのは、基本的ルールの「継続

勤務」だけである。

第２に、４５歳に至るまでの変化を詳細に見ると、ほとんどの下位項目は、１６―２０歳あるいは２０

歳台前半の年齢層ではむしろ低下の傾向を示した後で、それ以降は上昇に転じ、３６―４０歳のピー

クを境にして４１―４５歳では再度の低下を示す。

第５節 通 勤

「交通機関の利用」の年齢別特徴（図５―２９）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から４５歳まで少しずつ上昇するが著し

い変化はない。�２この結果は、２６―３０歳は３６

―４０歳群の８５％程度である。�３「男性」と「女

性」の差異は、１６―２０歳、３１―３５歳および４１

―４５歳で女性のほうが、３６―４０歳では男性の

ほうが高く、また、�４「重度」と「重度以外」

の差異は、２６から４５歳で重度以外の人のほう

が高い傾向にある。

「車内等でのマナー」の年齢別特徴（図５

―３０）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から４５歳まで少しずつ上昇する

が著しい変化はない。�２この結集は、１６―２０

歳は４１―４５歳群の８８％程度である。�３「男性」

と「女性」の差異は少なく、また、�４「重度」

と「重度以外」の差異もあまりない。

図５―２９「交通機関の利用」の年齢別平均

図５―３０「車内等でのマナー」の年齢別平

均

５９



1.00

13
―1
5

16
―2
0

21
―2
5

26
―3
0

31
―3
5

36
―4
0

41
―4
5

46
―5
0

51
―5
5

56
―6
1

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50 得点 

継続勤務 
規則の遵守 

連絡 
清潔な身なり 

歳 

健康管理 

1.00

13
―1
5

16
―2
0

21
―2
5

26
―3
0

31
―3
5

36
―4
0

41
―4
5

46
―5
0

51
―5
5

56
―6
1

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

取り掛かり 

私語・よそ見 

責任感 

自発性 

陰日なた 

報告 

熱心さ 

質問 

得点 

歳 

図５―３１ 基本的ルールの「全体」結果の年齢別平均

図５―３２ 作業態度の「全体」結果の年齢別平均
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第３に、これは、言い換えると、「基本的ルール」「作業態度」「作業遂行力」などの諸側面は２０

代後半から３０歳台前半を境にして上昇に転じることを示唆する。だが、他方で、その上昇傾向は

長くは続かず、４０歳代前半になると下降する傾向にある。

第４に、各年齢層ごとの性別による得点比較をした結果が、表５―１である。対象者数の多い

図５―３３ 作業遂行力の「全体」結果の年齢別平均

図５―３４ 対人態度の「全体」結果の年齢別平均
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得点 

交通機関の利用 車内等でのマナー 

１３から４５歳までの範囲に限ると、３０項目のすべての領域に共通して、１３から２０歳までは女性の得

点が高い傾向が強い。２１歳以降については明確でないが、「作業態度」や「作業遂行力」の領域

では２６から３５歳で男性のほうが、「対人態度」の領域では２１―２５歳で女性のほうが、それぞれ高

得点になる傾向がある。

図５―３５ 通勤の「全体」結果の年齢別平均

表５―１ 職業準備訓練総合評価の「性別」結果の年齢別特徴

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５

基本的ルール 継続勤務 男 性 男 性 男 性 男 性 男 性 女 性 女 性

連絡 男 性 女 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性

規則の遵守 男 性 女 性 女 性 男 性 ＊ 男 性 女 性

清潔な身なり 女 性 女 性 男 性 ＊ 女 性 女 性 女 性

健康管理 女 性 女 性 男 性 男 性 女 性 女 性 女 性

作 業 態 度 取り掛かり 女 性 女 性 女 性 男 性 男 性 女 性 女 性

自発性 女 性 女 性 男 性 男 性 男 性 男 性 女 性

熱心さ 男 性 男 性 男 性 男 性 女 性 男 性 女 性

責任感 女 性 女 性 男 性 男 性 男 性 男 性 女 性

報告 女 性 女 性 女 性 男 性 男 性 男 性 男 性

質問 女 性 女 性 女 性 男 性 女 性 女 性 男 性

私語・よそ見 女 性 ＊ 女 性 男 性 男 性 女 性 ＊

陰ひなた 女 性 女 性 男 性 男 性 男 性 女 性 女 性

作業遂行力 集中力 女 性 女 性 男 性 ＊ ＊ 男 性 男 性

安定性 女 性 女 性 女 性 男 性 男 性 女 性 女 性

正確さ 女 性 女 性 女 性 女 性 男 性 女 性 男 性

丁寧さ 女 性 女 性 男 性 男 性 男 性 女 性 女 性

作業耐性 女 性 女 性 女 性 男 性 男 性 男 性 ＊
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第５に、各年齢層ごとの障害程度による得点比較をした結果が、表５―２である。対象者数の

多い１３から４５歳までの範囲に限ると、３０項目のすべての領域に共通して、１６―２０歳は重度以外の

人の得点が高い。また、「作業態度」領域の２１―２５歳と「作業遂行力」領域の２６―３０歳では重度

の人のほうが、高得点になる傾向がある。

作業工夫 女 性 女 性 女 性 男 性 男 性 男 性 女 性

習熟 女 性 女 性 男 性 男 性 男 性 男 性 男 性

準備・後片付け 女 性 女 性 男 性 男 性 男 性 男 性 女 性

危険への配慮 ＊ 女 性 男 性 男 性 男 性 男 性 男 性

対 人 態 度 挨拶・返事 女 性 女 性 女 性 男 性 女 性 女 性 男 性

素直さ 男 性 女 性 女 性 女 性 女 性 男 性 女 性

言葉遣い 女 性 女 性 女 性 男 性 男 性 男 性 男 性

感謝・謝罪 女 性 女 性 女 性 男 性 女 性 女 性 男 性

他者との協調 女 性 女 性 女 性 女 性 男 性 女 性 男 性

会話への参加 女 性 女 性 女 性 男 性 ＊ 女 性 ＊

通 勤 交通機関の利用 女 性 女 性 女 性 男 性 女 性 女 性 女 性

車内等でのマナー ＊ 女 性 女 性 ＊ 男 性 男 性 女 性

表５―２ 職業準備訓練総合評価の「障害程度別」結果の年齢別特徴

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５

基本的ルール 継続勤務 重 度 重度以外 重度以外 重 度 ＊ 重度以外 重 度

連絡 ＊ 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重度以外 重度以外

規則の遵守 ＊ 重度以外 ＊ 重 度 重度以外 重 度 重 度

清潔な身なり 重 度 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外

健康管理 重 度 重度以外 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重度以外

作 業 態 度 取り掛かり ＊ 重度以外 重度以外 重度以外 重度以外 ＊ 重度以外

自発性 重度以外 重 度 重 度 重 度 ＊ 重度以外 重 度

熱心さ ＊ 重度以外 重 度 重度以外 重度以外 重 度 重 度

責任感 重 度 重度以外 重 度 重 度 重度以外 重 度 重度以外

報告 重 度 重度以外 重 度 重 度 ＊ 重度以外 ＊

質問 重 度 重度以外 重 度 重 度 ＊ 重度以外 ＊

私語・よそ見 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重度以外 重 度 ＊

陰ひなた 重度以外 重度以外 重 度 重 度 ＊ 重 度 重 度

作業遂行力 集中力 ＊ 重度以外 重 度 重 度 重度以外 重度以外 重 度

安定性 重 度 重度以外 重 度 重 度 重度以外 重 度 重度以外

正確さ 重度以外 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外

（表５―１続き）
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丁寧さ 重度以外 重度以外 重度以外 重 度 重 度 重 度 重度以外

作業耐性 重 度 重度以外 重 度 重 度 重度以外 重 度 ＊

作業工夫 重 度 重度以外 重 度 重 度 重 度 重 度 重度以外

習熟 重 度 重度以外 重度以外 重 度 重 度 重 度 重度以外

準備・後片付け 重 度 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外

危険への配慮 ＊ 重度以外 重度以外 重 度 重 度 重 度 重度以外

対 人 態 度 挨拶・返事 ＊ 重度以外 重 度 重度以外 重度以外 重度以外 重 度

素直さ ＊ 重度以外 重度以外 重度以外 重 度 重 度 重 度

言葉遣い 重 度 重度以外 ＊ 重 度 重度以外 重 度 重度以外

感謝・謝罪 重度以外 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外

他者との協調 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外 重度以外 重度以外

会話への参加 重度以外 重度以外 重度以外 重 度 重 度 ＊ ＊

通 勤 交通機関の利用 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重度以外 重度以外 重度以外

車内等でのマナー ＊ 重度以外 重度以外 ＊ 重度以外 重度以外 重度以外

（表５―２続き）
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第６章 職務試行評価の年齢別特徴

「職務試行評価票」の結果について、「Ａ：本人の長所であると評価できる」に５点、「Ｂ：就

職に支障はない」に３点、「Ｃ：改善に向けて努力を要する」に１点、ＡとＢの中間評価に４点、

ＢとＣの中間評価に２点、を配して下位検査ごとの年齢別の平均を求めた。これらの統計数値

は、「付表８：職務試行評価表」に示した。なお、同表に示すとおり、どの下位項目も、年齢別

に見た対象者数が、４６―５０歳で２人、５１―５５歳で０人、５６―６１歳で０人と少なかった。それゆ

え、以下の分析においては、対象者数が多かった１３から４５歳までの年齢層に焦点を当てて検討す

る。

第１節 作業的側面

「熱心な取り組み」の年齢別特徴（図６―

１）は、以下のとおりである。�１「全体」の

結果は、１６―２０歳の突出した部分を除くと、

４５歳に至るまで年齢とともに上昇し、４１―４５

歳で最も高かった。�２この結果は、１３―１５歳

は４１―４５歳群の６６％程度である。�３「男性」

と「女性」の差異は、１６から２５歳をのぞくど

の年齢層も、女性のほうが高く、また、�４

「重度」と「重度以外」の差異は、１３―１５歳

で重度の人が、２６から４５歳では重度以外の人

のほうが高い傾向にある。

「集中した取り組み」の年齢別特徴（図６

―２）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１６―２０歳の突出のあとは２１から４０

歳までは変化が少ない。だが、４１―４５歳で再

び上昇に転じて最も高くなる。�２この結果

は、１３―１５歳は４１―４５歳群の７０％程度であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、１６―２０

歳と３６―４０歳で女性のほうが高く、また、�４

「重度」と「重度以外」の差異は、１３―１５歳

図６―１ 「熱心な取り組み」の年齢別平均

図６―２ 「集中した取り組み」の年齢別平

均
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と３６―４０歳で重度の人が、４１―４５歳では重度

以外の人のほうが高い傾向にある。

「コンスタントな取り組み」の年齢別特徴

（図６―３）は、以下のとおりである。�１「全

体」の結果は、１６―２０歳の上昇に続いて４０歳

までは変化が少なくてやや下降する。だが、

４１―４５歳で再び上昇に転じて最も高くなる。

�２この結果は、１３―１５歳は４１―４５歳群の６１％

程度である。�３「男性」と「女性」の差異は、

１３―１５歳、２６―３０歳と３６―４０歳で女性のほう

が高く、また、�４「重度」と「重度以外」の

差異は、２６―３０歳で重度の人が、２１―２５歳と

４１―４５歳では重度以外の人のほうが高い傾向

にある。

「正確な作業」の年齢別特徴（図６―４）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１６―２０歳の上昇に続いて４０歳までは変化

が少なくてやや下降する。だが、４１―４５歳で

再び上昇に転じて最も高くなる。�２この結果

は、１３―１５歳は４１―４５歳群の６７％程度であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、２１―２５

歳で男性のほうが、１３―１５歳、２６―３０歳と２６

から４０歳では女性のほうが高く、また、�４

「重度」と「重度以外」の差異は、１３―１５歳

と３６―４０歳で重度の人が、１６から２５歳と４１―

４５歳では重度以外の人のほうが高い傾向にあ

る。

「指示どおりの作業」の年齢別特徴（図６

―５）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から２５歳までの緩やかな上昇に

続いて２６―３０歳で著しく低下するが、その後

は再び上昇に転じて、４１―４５歳で最も高くな

る。�２この結果は、２６―３０歳は４１―４５歳群の

４３％程度である。�３「男性」と「女性」の差

図６―３ 「コンスタントな取り組み」の年

齢別平均

図６―４ 「正確な取り組み」の年齢別平均

図６―５ 「指示とおりの取り組み」の年齢

別平均
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異は、４１―４５歳で男性が、１３―１５歳、２１―２５

歳、そして３１から４０歳で女性のほうが高く、

また、�４「重度」と「重度以外」の差異は、

３６―４０歳で重度のほうが、１３―１５歳、２１―２５

歳、そして３１―３５歳で重度以外の人のほうが

高い傾向にある。

「工夫した取り組み」の年齢別特徴（図６

―６）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、どの年齢層も他の項目よりも著し

く低い。�２１３から３０歳までは変化はないが、

それ以降の４０歳までは急激に低下する。だ

が、その後の４１―４５歳では再び上昇に転じ

て、最も高くなる。�３この結果は、３６―４０歳

は４１―４５歳群の７８％程度である。�４「男性」

と「女性」の差異は、４１―４５歳で男性が、１３

から２０歳で女性のほうが高く、また、�５「重

度」と「重度以外」の差異は、３１―３５歳で重

度のほうが、１６―２０歳、３６―４０歳で重度以外

の人のほうが高い傾向にある。

「機器・部品扱いの丁寧さ」の年齢別特徴

（図６―７）は、以下のとおりである。�１「全

体」の結果は、１３から４０歳までは、１６―２０歳

の突出を除くとほとんど変化はないが、その

後は上昇に転じて、４１―４５歳で最も高くな

る。�２この結果は、１３―１５歳は４１―４５歳群の

８４％程度である。�３「男性」と「女性」の差

異は、１３―１５歳、２６から４０歳で女性のほうが

高く、また、�４「重度」と「重度以外」の差

異は、２６―３０歳と４１―４５歳で重度のほうが、

１３―１５歳、３１から４０歳で重度以外の人のほう

が高い傾向にある。

「慣れに伴う習熟」の年齢別特徴（図６―

８）は、以下のとおりである。�１「全体」の

結果は、１６―２０歳での著しい上昇の後は４０歳

図６―６ 「工夫した取り組み」の年齢別平

均

図６―７ 「機器・部品扱いの丁寧さ」の年

齢別平均
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までは緩やかに低下する。だが、その後は上

昇に転じて、４１―４５歳で最も高くなる。�２こ

の結果は、１３―１５歳は４１―４５歳群の６２％程度

である。�３「男性」と「女性」の差異は、２１

―２５歳、３１から４５歳で女性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、１３

―１５歳と２６―３０歳で重度のほうが、２１―２５歳

と４１―４５歳で重度以外の人のほうが高い傾向

にある。

「終了・事故・異常の報告」の年齢別特徴

（図６―９）は、以下のとおりである。�１「全

体」の結果は、１３から３０歳までは低下するが、

その後の４５歳までは上昇に転じ、４１―４５歳で

最も高くなる。�２この結果は、２６―３０歳は４１

―４５歳群の９２％程度である。�３「男性」と「女

性」の差異は、２６―３０歳と４１―４５歳では男性

が、３５―４０歳では女性のほうが高く、また、

�４「重度」と「重度以外」の差異は、１６―２０

歳で重度のほうが、１３―１５歳、２１から３０歳、

そして３６―４０歳で重度以外の人のほうが高い

傾向にある。

「指示理解困難時の質問」の年齢別特徴（図

６―１０）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から２５歳までは上昇の傾向にあ

るが、２６―３０歳で著しく低下する。その後は

４５歳までは上昇に転じ、４１―４５歳で最も高く

なる。�２この結果は、２６―３０歳は４１―４５歳群

の７８％程度である。�３「男性」と「女性」の

差異は、２１―２５歳と４１―４５歳では男性が、１３

―１５と３６―４０歳では女性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、１６

―２０歳で重度のほうが、１３―１５歳、３１から４５

歳で重度以外の人のほうが高い傾向にある。

「作業準備・後片付け」の年齢別特徴（図

図６―８ 「慣れに伴う習熟」の年齢別平均

図６―９ 「終了・事故・異常の報告」の年

齢別平均

図６―１０「指示理解困難時の質問」の年齢

別平均
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６―１１）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から２５歳までは上昇の傾向にあ

るが、２６―３０歳で著しく低下する。その後は

上昇に転じるが３１から４５歳では大きな変化は

なく、４１―４５歳で最も高くなる。�２この結果

は、２６―３０歳は４１―４５歳群の７９％程度であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、１３―１５

歳では男性が、２１―２５歳と３１―３５歳では女性

のほうが高く、また、�４「重度」と「重度以

外」の差異は、１３―１５歳で重度のほうが、１６

から２５歳と３６―４０歳で重度以外の人のほうが

高い傾向にある。

「危険への配慮と対応」の年齢別特徴（図

６―１２）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３―１５歳よりも１６―２０歳のほうが

減少する。２１―２５歳の突出を除くと、２０から

３５歳までは大きな差異はない。その後は上昇

に転じ、４１―４５歳で最も高くなる。�２この結

果は、１６―２０歳は４１―４５歳群の７２％程度であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、１６―２０

歳、３１から４０歳では女性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、あ

まりない。

「仕事への責任感」の年齢別特徴（図６―

１２）は、以下のとおりである。�１「全体」の

結果は、どの年齢層も他の項目と比較して低

い。�２１３から４５歳まではゆるやかな上昇の傾

向にあり、４１―４５歳で最も高くなる。�３この

結果は、１３―１５歳は４１―４５歳群の８０％程度で

ある。�４「男性」と「女性」の差異は、３１か

ら４５歳では女性のほうが高く、また、�５「重

度」と「重度以外」の差異は、２６―３０歳で重

度のほうが、１３―１５歳、２１―２５歳、３１から４５

歳で重度以外の人のほうが高い傾向にある。

図６―１１「作業準備・後片付け」の年齢別

平均

図６―１２「危険への配慮と対応」の年齢別

平均

図６―１３「仕事への責任感」の年齢別平均
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第２節 社会的側面

１．勤労習慣

「欠勤・遅刻をしない」の年齢別特徴（図

６―１４）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から２５歳まではゆるやかに上昇

するが、それ以降の３５歳までは急激に低下す

る。だが、３６―４０歳では再度の上昇に転じて

最も高くなるが、４１―４５歳でまた低下する。

�３この結果は、３１―３５歳は３６―４０歳群の８３％

程度である。�３「男性」と「女性」の差異は、

１３―１５歳で男性が、１６―２０歳、３１から３５歳で

は女性のほうが高く、また、�４「重度」と「重

度以外」の差異は、３６―４０歳で重度のほうが、

１３から２０歳で重度以外の人のほうが高い傾向

にある。

「欠勤・遅刻・早退の連絡」の年齢別特徴

（図６―１５）は、以下のとおりである。�１「全

体」の結果は、１３―１５歳よりも１６―２０歳のほ

うで低下し、２１―２５歳での高得点を挟んで２６

―３０歳でも変わらない。だが、その後は４５歳

まで上昇に転じ、４１―４５歳で最も高くなる。

�２この結果は、３１―３５歳は４１―４５歳群の８４％

程度である。�３「男性」と「女性」の差異は、

１３―１５歳で男性が、１６―２０歳、２６から３５歳で

は女性のほうが高く、また、�４「重度」と「重

度以外」の差異は、１３から２０歳で重度以外の

人のほうが高い傾向にある。

「職場規則・規律の遵守」の年齢別特徴（図

６―１６）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から２５歳に至るまでゆるやかに

下降し、２６―３０歳の上昇を挟んで、３５歳まで

図６―１４「欠勤・遅刻をしない」の年齢別

平均

図６―１５「欠勤・遅刻・早退等の連絡」の

年齢別平均
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続く。だが、それ以降の４５歳までは上昇に転

じて、４１―４５歳で最も高くなる。�２この結果

は、３１―３５歳は４１―４５歳群の８２％程度であ

る。�３「男性」と「女性」の差異は、１６―２０

歳、２６から３５歳では女性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、２６

―３０歳と３６―４０歳で重度のほうが、その他の

年齢層では重度以外の人のほうが高い傾向に

ある。

「清潔な身なり」の年齢別特徴（図６―１７）

は、以下のとおりである。�１「全体」の結果

は、１３から２５歳に至るまでゆるやかに上昇す

るが、それ以降の３５歳までは下降する。だ

が、その後は再び上昇に転じて、４１―４５歳で

最も高くなる。�２この結果は、１３―１５歳は４１

―４５歳群の８８％程度である。�３「男性」と「女

性」の差異は、１３―１５歳で男性が、１６から３５

歳では女性のほうが高く、また、�４「重度」

と「重度以外」の差異は、１３―１６歳と３１―３５

歳、そして４１―４５歳の年齢層では重度以外の

人のほうが高い傾向にある。

２．社会性・対人態度

「日常の挨拶や返事」の年齢別特徴（図６

―１８）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１６―２０歳までの上昇に続いてそれ

以降は２６―３０歳まで下降する。だが、その後

は４５歳に至るまで上昇に転じ、４１―４５歳で最

も高くなる。�２この結果は、２６―３０歳は４１―

４５歳群の７６％程度である。�３「男性」と「女

性」の差異は、１３から２０歳で男性が、２１―２５

歳、３１から４０歳では女性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、１６

図６―１６「職場規則・規律の遵守」の年齢

別平均

図６―１７「清潔な身なり」の年齢別平均

図６―１８「日常の挨拶や返事」の年齢別平

均
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―２０歳と３６―４０歳で重度の人が、１３―１５歳、

２１―２５歳そして３１―３５歳の年齢層では重度以

外の人のほうが高い傾向にある。

「指示・注意への従順」の年齢別特徴（図

６―１９）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１６―２０歳までの上昇後に２１―２５歳

で最も低くなる。だが、その後は３６―４０歳で

の低下を経て４５歳に至るまで上昇に転じ、４１

―４５歳で最も高くなる。�２この結果は、２１―

２５歳は４１―４５歳群の７９％程度である。�３「男

性」と「女性」の差異は、２１から３５歳では女

性のほうが高く、また、�４「重度」と「重度

以外」の差異は、２６―３０歳と３６―４０歳で重度

の人が、２１―２５歳と３１―３５歳の年齢層では重

度以外の人のほうが高い傾向にある。

「他者に迷惑をかけない」の年齢別特徴（図

６―２０）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から２５歳までは下降して２１―２５

歳で最も低くなる。だが、その後は２６―３０歳

での突出を経て４５歳に至るまで上昇に転じ、

４１―４５歳で最も高くなる。�２この結果は、２１

―２５歳は４１―４５歳群の８５％程度である。�３

「男性」と「女性」の差異は、１３―１５歳で男

性が、３１―３５歳では女性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、１３

―１５歳と２１から３５歳の年齢層では重度以外の

人のほうが高い傾向にある。

「周囲の人との協調」の年齢別特徴（図６

―２１）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１６―２０歳までの上昇後に２１―２５歳

で最も低くなる。だが、その後は２６―３０歳で

の突出を経て４５歳に至るまで上昇に転じ、４１

―４５歳で最も高くなる。�２この結果は、２１―

２５歳は４１―４５歳群の７９％程度である。�３「男

図６―１９「指示・注意への従順」の年齢別

平均

図６―２０「他者に迷惑をかけない」の年齢

別平均

図６―２１「周囲の人との協調」の年齢別平

均
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性」と「女性」の差異は、１６―２０歳と３１から

４０歳で女性のほうが高く、また、�４「重度」

と「重度以外」の差異は、２６―３０歳で重度の

人が、２１―２５歳と３１から４５歳の年齢層では重

度以外の人のほうが高い傾向にある。

「休憩時やレクへの参加」の年齢別特徴（図

６―２２）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３から２５歳までは下降して２１―２５

歳で最も低くなる。だが、その後は２６―３０歳

での突出を経て４５歳に至るまで上昇に転じ、

４１―４５歳で最も高くなる。�２この結果は、２１

―２５歳は４１―４５歳群の６６％程度である。�３

「男性」と「女性」の差異は、１３―１５歳で男

性が、３１から４０歳では女性のほうが高く、ま

た、�４「重度」と「重度以外」の差異は、１３

―１５歳と２１から３０歳では重度の人が、３１から

４０歳の年齢層では重度以外の人のほうが高い

傾向にある。

３．労働の理解等

「仕事・作業への関心」の年齢別特徴（図

６―２３）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１６―２０歳までの上昇後に２１―２５歳

で最も低くなる。だが、その後は３１―３５歳で

の突出を経て３６歳から４５歳に至るまで急激な

上昇に転じ、４１―４５歳で最も高くなる。�２こ

の結果は、２６―３０歳は４１―４５歳群の７３％程度

である。�３「男性」と「女性」の差異は、１３

―１５歳で男性が、２１から３０歳と３６から４５歳で

は女性のほうが高く、また、�４「重度」と「重

度以外」の差異は、１３―１５歳で重度の人が、

２１―２５歳と３１から４５歳の年齢層では重度以外

の人のほうが高い傾向にある。

図６―２２「休憩時やレクへの参加」の年齢

別平均

図６―２３「仕事・作業への関心」の年齢別

平均
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「働くことの意義の理解」の年齢別特徴（図

６―２４）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１６―２０歳までの上昇後に２６―３０歳

で最も低くなる。だが、その後は４５歳に至る

まで上昇に転じ、４１―４５歳で最も高くなる。

�２この結果は、２６―３０歳は４１―４５歳群の６８％

程度である。�３「男性」と「女性」の差異は、

１３―１５歳と２１―２５歳で男性が、１６―２０歳と２６

から３５歳では女性のほうが高く、また、�４

「重度」と「重度以外」の差異は、１３―１５歳

と４１―４５歳の年齢層では重度以外の人のほう

が高い傾向にある。

「健康の自己管理」の年齢別特徴（図６―

２５）は、以下のとおりである。�１「全体」の

結果は、１６―２０歳まではやや低下するが、そ

の後は３１―３５歳で突出して最も高くなるもの

の、４５歳に至るまで大きな変化はない。�２こ

の結果は、１６―２０歳は３１―３５歳群の８７％程度

である。�３「男性」と「女性」の差異は、１３

―１５歳と４１―４５歳で男性が、１６―２０歳と２６か

ら３５歳では女性のほうが高く、また、�４「重

度」と「重度以外」の差異は、１３―１５歳と２６

―３０歳で重度の人が、２１―２５歳と４１―４５歳の

年齢層では重度以外の人のほうが高い傾向に

ある。

「家庭の援助指導体制」の年齢別特徴（図

６―２６）は、以下のとおりである。�１「全体」

の結果は、１３―１５歳よりも１６―２０歳のほうで

低下するが、２１―２５歳で最も高くなる。だ

が、２６―３０歳での低下を挟んで、その後は４５

歳まで緩やかに低下する。�２この結果は、１６

―２０歳は２１―２５歳群の７６％程度である。�３

「男性」と「女性」の差異は、２６から４０歳で

は女性のほうが高く、また、�４「重度」と「重

図６―２４「働くことの意義の理解」の年齢

別平均

図６―２５「健康の自己管理」の年齢別平均

図６―２６「家庭の援助指導体制」の年齢別

平均
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第３節 職務試行評価の年齢別特徴

第１に、「作業的側面」の下位項目の多くは、１６―２０歳でピークを迎えた後で下降するものの、

３１から４５歳に至るまでに上昇する。図６―１から図６―１３までの「全体」結果をそれぞれの領域

ごとに再掲した図６―２７と図６―２８からも明らかなように、対象者数の多い１３から４５歳までの範

囲に限ると、年齢の上昇とともに得点が緩やかに上昇する下位項目は全１３項目中のほとんどを占

める。

第２に、こうした傾向と異なる例外的なものは、「工夫した取り組み」と「危険への配慮と対

応」だけである。前者は、３１から４０歳にかけて下降するが、それでも、４１―４５歳には著しく上昇

に転じる。また、後者の下位項目は、１６―２０歳で一時的な下降を示すが、それでも、３１歳以降は

上昇に転じる。

第３に、「勤労習慣」の下位項目は、２１―２５歳でピークを迎えた後に下降し、３１から４５歳に至

るまでに上昇に転じる傾向にある。図６―１４から図６―１７までの「全体」結果をそれぞれの領域

ごとに再掲した図６―２９では、特に、２６から３５歳で低下した後で上昇に転じる傾向が著しい。

第４に、こうした傾向と異なる例外的なものは、「職場規律・規則の遵守」であり、３５歳に至

度以外」の差異は、３６―４０歳で重度の人が、

１６から２５歳で重度以外の人のほうが高い傾向

にある。

図６―２７ 作業的側面の「全体」結果の年齢別平均―１
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るまでは下降する傾向にあるが、その後は急激に上昇に転じる。

第５に、「社会性・対人態度」の下位項目は、２１―２５歳、あるいは２６―３０歳で最も下降するが、

どの下位項目も、その後は上昇に転じる。図６―１８から図６―２２までの「全体」結果をそれぞれ

の領域ごとに再掲した図６―３０では、「日常の挨拶や返事」は２６―３０歳で、その他の５項目は２１

―２５歳を境に上昇に転じる。

第６に、「労働の理解」の下位項目の全体的な傾向は年齢の変化とともに上昇する傾向にある。

図６―２３から図６―２６までの「全体」結果をそれぞれの領域ごとに再掲した図６―３１では、２６―

３０歳まで低下した後で上昇に転じる「働くことの意義の理解」「仕事・作業への関心」や、３１―３５

歳を境に低下に転じる「健康の自己管理」「過程の援助指導体制」などに類型化される。

図６―２８ 作業的側面の「全体」結果の年齢別平均―２

図６―２９ 勤労習慣の「全体」結果の年齢別平均
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第７に、どの年齢層でも最も低い得点は「工夫した取り組み」、最も高い得点は「欠勤・遅刻

・早退等の連絡」だった。

第８に、各年齢層ごとの性別による得点比較をした結果が、表６―１である。対象者数の多い

１３から４５歳までの範囲に限ると、２６項目のすべての領域に共通して、１６―２０歳と２６から４０歳にか

けて女性の得点が高い傾向が強い。領域別に見ると、「作業的側面」はこのいずれの年齢層でも、

「勤労習慣」と「労働の理解等」は１６―２０歳と２６から３５歳で、「社会性・対人態度」は３１―３５歳

で、女性のほうが高得点になる傾向がある。

図６―３０ 社会性・対人態度の「全体」結果の年齢別平均

図６―３１ 労働の理解の「全体」結果の年齢別平均

７７



第９に、各年齢層ごとの障害程度による得点比較をした結果が、表６―２である。対象者数の

多い１３から４５歳までの範囲に限ると、２６項目のすべての領域に共通して、２１―２５歳、３１―３５歳、

４１―４５歳で重度以外の人の得点が高い。

表６―１ 職務試行法評価の「性別」結果の年齢別特徴

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５

作 業 的 側 面 熱心な取り組み 女 性 男 性 女 性 女 性 女 性 女 性 女 性

集中した取り組み 男 性 女 性 ＊ 女 性 女 性 女 性 女 性

コンスタントな取り組み 女 性 女 性 男 性 女 性 女 性 女 性 女 性

正確な作業 女 性 女 性 男 性 女 性 女 性 女 性 男 性

指示とおりの作業 女 性 女 性 女 性 男 性 女 性 女 性 男 性

工夫した取り組み 女 性 女 性 男 性 女 性 女 性 女 性 男 性

機器・部品扱いの丁寧さ 女 性 男 性 男 性 女 性 女 性 女 性 男 性

慣れに伴う習熟 男 性 女 性 女 性 女 性 女 性 女 性 女 性

終了・事故・異常の報告 男 性 男 性 男 性 男 性 女 性 女 性 男 性

指示理解困難時の質問 女 性 女 性 男 性 ＊ 女 性 女 性 男 性

作業準備・後片付け 男 性 女 性 女 性 女 性 女 性 女 性 女 性

危険への配慮と対応 ＊ 女 性 男 性 男 性 女 性 女 性 男 性

仕事への責任感 男 性 女 性 男 性 男 性 女 性 女 性 女 性

勤 労 習 慣 欠勤・遅刻をしない 男 性 女 性 男 性 女 性 女 性 女 性 女 性

欠勤・遅刻・早退等の連絡 男 性 女 性 男 性 女 性 女 性 男 性 女 性

職場規則・規律の遵守 男 性 女 性 男 性 女 性 女 性 男 性 女 性

清潔な身なり 男 性 女 性 女 性 女 性 女 性 男 性 女 性

社会性・対人態度 日常の挨拶や返事 男 性 男 性 女 性 ＊ 女 性 女 性 男 性

指示・注意への従順 女 性 女 性 女 性 女 性 女 性 男 性 女 性

他者に迷惑をかけない 男 性 女 性 男 性 女 性 女 性 男 性 男 性

周囲の人との協調 ＊ 女 性 男 性 男 性 女 性 女 性 男 性

休憩時やレクへの参加 男 性 男 性 男 性 男 性 女 性 女 性 男 性

労働の理解等 仕事・作業への関心 男 性 女 性 女 性 女 性 女 性 女 性 女 性

働くことの意義の理解 男 性 女 性 男 性 女 性 女 性 女 性 男 性

健康の自己管理 男 性 女 性 男 性 女 性 女 性 男 性 男 性

家庭の援助指導体制 男 性 女 性 女 性 女 性 女 性 女 性 男 性
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表６―２ 職務試行法評価の「障害程度別」結果の年齢別特徴

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５

作 業 的 側 面 熱心な取り組み 重 度 重 度 重度以外 重度以外 重度以外 重 度 重度以外

集中した取り組み 重 度 重度以外 重度以外 重度以外 ＊ 重 度 重度以外

コンスタントな取り組み 重 度 重 度 重度以外 重 度 重 度 重 度 重度以外

正確な作業 重 度 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外

指示とおりの作業 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外

工夫した取り組み 重度以外 重度以外 ＊ 重度以外 重 度 重度以外 重度以外

機器・部品扱いの丁寧さ 重度以外 重度以外 重 度 重 度 重度以外 重度以外 重 度

慣れに伴う習熟 重 度 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外

終了・事故・異常の報告 重度以外 重 度 重度以外 重度以外 重度以外 重度以外 重度以外

指示理解困難時の質問 重度以外 重 度 重度以外 重度以外 重度以外 重度以外 重度以外

作業準備・後片付け 重 度 重度以外 重度以外 重度以外 重度以外 重度以外 重度以外

危険への配慮と対応 重度以外 重度以外 重度以外 ＊ 重度以外 ＊ 重度以外

仕事への責任感 重度以外 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重度以外 重度以外

勤 労 習 慣 欠勤・遅刻をしない 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重 度 重 度

欠勤・遅刻・早退等の連絡 重度以外 重度以外 重度以外 ＊ 重度以外 重 度 重度以外

職場規則・規律の遵守 重度以外 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外

清潔な身なり 重度以外 重度以外 重度以外 重度以外 重度以外 重 度 重度以外

社会性・対人態度 日常の挨拶や返事 重度以外 重 度 重度以外 ＊ 重度以外 重 度 重度以外

指示・注意への従順 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外

他者に迷惑をかけない 重度以外 ＊ 重度以外 重度以外 重度以外 ＊ 重 度

周囲の人との協調 重 度 重 度 重度以外 重 度 重度以外 重度以外 重度以外

休憩時やレクへの参加 重 度 重 度 重 度 重 度 重度以外 重度以外 重 度

労働の理解等 仕事・作業への関心 重 度 重度以外 重度以外 重 度 重度以外 重度以外 重度以外

働くことの意義の理解 重度以外 重 度 重度以外 重 度 重度以外 重度以外 重度以外

健康の自己管理 重 度 重度以外 重度以外 重 度 重 度 重度以外 重度以外

家庭の援助指導体制 ＊ 重度以外 重度以外 ＊ 重 度 重 度 重度以外
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第７章 まとめと結論

第１節 年齢群別の変化の特徴

以上の結果をもとに、各種の検査結果の年齢群別の変化の特徴をまとめると、次のことが明ら

かになった。なお、性別および障害程度が年齢群別の変化の特徴を規定していることは各章ごと

のまとめからも示唆されるが、ここでは、これらの要因については言及しないで、年齢変化に伴

う曲線の全体的な傾向に焦点を当てることとする。

１．知能

第１に、知能の年齢群別の変化は、年齢の上昇とともに一義的に低下する傾向が強い。「田中

ビネー」「鈴木ビネー」「WAIS―R」のいずれの結果も、知能検査で測定された「IQ値」は年齢

の上昇とともに低下する。

第２に、「知能」の構成因子によっては、年齢の上昇に伴う低下の傾向が異なることが見出さ

れた。「WAIS―R」の下位検査で示される「知能」因子は、�１年齢とともに一義的に低下する傾

向があるもの（言語性検査の「算数」「理解」、動作性検査の「完成」「配列」）、�２１０代後半から２０

代前半の年齢層で最大となった後で低下を示すが、３０代前半から後半にかけて再度の上昇に転じ

るもの（言語性検査の「類似」「数唱」、動作性検査の「模様」「符号」）、�３１０代後半から２０代前

半での最大傾向だけが著しいもの（動作性検査の「組み合わせ」）、�４３０代で上昇に転じる傾向だ

けが著しいもの（言語性検査の「単語」「知識」）、などに分類される。

２．作業検査

第１に、上肢と手腕の運動能力に依存する作業検査では、２０代前半層を最高にその後は、一義

的に下降する。労働省編一般職業適性検査の手腕作業検査盤（「M検査（差し込み）」「N検査（差

し替え）」）や、指先器用検査盤（「O検査（組み合わせ）」「P検査（分解）」）のいずれもこの傾向

が著しい。

第２に、高い巧ち性と両手共応の動作を必要とする度合いの大きい上肢・手腕の運動能力ほ

ど、年齢の変化とともに著しい上昇と下降を示す。これは、巧ち性と両手共応動作の必要性が高

い指先器用検査盤の結果のほうが、それらの能力の必要度の低い手腕作業検査盤の結果よりも、

年齢の変化とともに著しい上昇と下降を示すためである。

第３に、実際作業で使用する器具や部品を用いた検査器具では、年齢の上昇に伴う成績の変化
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は一定せず、検査の種類によって異なる。これは、ワークサンプル検査の結果は、�１年齢の上昇

と共に成績が変動するもの（「ボルトナットの組み立て」「ボルトナットの分解」「十字ドライバー

のボルト取り付け」「十字ドライバーのボルトはずし」「ワッシャーの選別」「紐かけ検査」）と、

�２変動の少ないもの（「蛇口の組み立て」「蛇口の分解」「ピンセットによる差し込み」「大小分類」

「タッピング」）に分類されるためである。

第４に、年齢の変化に伴う成績の変動が少ないワークサンプル検査では、１０代の年齢層で変動

は認められるものの、それ以降は、ほぼ年齢の上昇に関わらず一定の作業成績だった。

第５に、年齢の変化に伴う成績の変動が著しいワークサンプル検査では、いずれも２０代前半層

でのピークに続く２０代後半層での著しい低下があり、その後に再び上昇に転じて３０代後半から４０

代前半層で２度目のピークを迎える。

３．社会生活能力

第１に、社会生活能力は、年齢の上昇とともに緩やかに向上するが、４０代後半層で著しく低下

する。これは、「意思表示と交換能力」「移動能力」「日常生活能力」のいずれの領域にも認めら

れるが、特に、「意思表示と交換能力」と「日常生活能力」は４０代後半の時点での低下が著しい。

第２に、社会生活能力を構成する下位項目のすべてが、こうした年齢に伴う変化を示すのでは

ない。下位項目の年齢変化には幾つかの類型が見られ、�１どの年齢層でも得点が高くて、４０代後

半での著しい低下も認められないもの（「自分の要求の表明」「自分の姓名の表明」「一人で外出」

「特定の場所への往復」「自分と他人の物の区別」「簡単な電気機器の使用」）、�２どの年齢層でも

得点が低く、４０代後半でも著しく低下するもの（「手紙の筆記」「尋ねながら目的地に到着」「地

図を見て目的地に到着」「事件やニュースへの関心」）、�３年齢の上昇に伴って成績は少しずつ上

昇するが、４０代後半層で著しく低下するもの（「見聞したことの表明」「他者への伝言」「ラジオ

やテレビの理解」「時間の観念に即した行動」「事件やニュースへの関心」「尋ねながら目的地に

到達」「地図を見て目的地に到達」）、などに類型化できる。

第３に、これらの類型化された能力の年齢変化は、�１では、早期の発達段階で獲得されて高齢

になっても低下しないこと、�２では、知能の低下が直接的な影響を及ぼしていること、�３では、

社会生活の遂行とともに向上すること、が示唆される。

第４に、�１を除くほとんどの項目は、４０代前半層までの上昇傾向から一転して、４０代後半層に

なると著しく低下する。こうした急激な低下は、個人の能力だけに起因すると見るよりも、むし

ろ、本人の社会生活能力を支えてきた家族や親族等の同居者など、周囲の支援体制の崩壊という

環境要因に起因すると見なしたほうが適切かもしれない。言い換えると、家族の高齢化や支援者

との離別による社会的支えを失った結果が反映されている、と考えるほうが適切かもしれない。
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４．職業準備性

第１に、職業準備性を構成する「基本的ルール」「作業態度」「作業遂行力」「対人態度」およ

び「通勤」のいずれの領域も、年齢の上昇とともに向上する。例外的な傾向を示すのは、基本的

ルールの「継続勤務」だけである。

第２に、年齢変化を詳細に見ると、「基本的ルール」「作業態度」「作業遂行力」などの諸側面

は、１０代後半から２０代前半の年齢層でやや低下の傾向を示した後で、２０代後半から３０歳台前半を

境にして上昇に転じる。だが、その上昇傾向は長くは続かず、４０歳代前半層になると下降する。

５．職務試行評価

第１に、「作業的側面」のほとんどは、１０代後半でピークを迎えた後で下降するが、その後に

上昇に転じて３０代から４０代前半層に至るまで上昇する。「工夫した取り組み」や「危険への配慮

と対応」でこれらの変化が表出する年齢層にズレが認められるものの、基本的には、年齢変化に

ともなう、「上昇―下降―再上昇」の傾向は一致する。

第２に、「勤労習慣」も、２０代前半でピークを迎えた後に下降するが、その後に上昇に転じて３０

代から４０代前半層に至るまで上昇する。特に、２０代後半から３０代前半で低下した後の、上昇に転

じる傾向が著しい。

第３に、「社会性・対人態度」も、２０代前半から後半層にかけて最も下降するが、その後は上

昇に転じる。

第４に、「労働の理解」は、�１２０代後半までの低下の後で上昇に転じる「働くことの意義の理

解」「仕事・作業への関心」や、�２３０代前半を境にそれまでの上昇から低下に転じる「健康の自

己管理」「家庭の援助指導体制」、�３どの年齢層でも最も低い「工夫した取り組み」や、最も高い

「欠勤／遅刻／早退などの連絡」、などに類型化できる。

第２節 年齢変化曲線を規定するもの

１．検査の意味すること

ここで得られた各種の検査結果は、労働適応能力の要素としての心身機能の要素部分に対する

年齢変化と、実際の職務遂行の能力に対する年齢変化を示していると見なすことができよう。

まず、「知能」や「作業検査」の結果は、労働適応能力の要素としての心身機能の中でも、知

能や上肢・手腕の運動能力などの、ごく限られた要素についての年齢変化の曲線を反映してい

る。次に、「社会生活能力」の結果も、労働適応能力を維持する上では不可欠と考えられる、意
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思表示と交換能力、移動能力、日常生活能力などを構成する各種の要素について、それらを総合

的に捉えた年齢変化の曲線を反映している。さらに、「職業準備性」の結果も、基本的ルール、

作業態度、作業遂行力、対人態度および通勤などの、労働適応能力の各種の要素が統合された側

面を捉えているが、模擬的な作業場内での評価であることから、必ずしも、実際場面での職務遂

行能力を反映している年齢変化の曲線とは言えない。これらに対して、「職務試行評価」の結果

は、実際の職場での評価に基づいており、現実の職務遂行能力を反映した年齢変化の曲線であ

る。

言い換えると、「職務試行評価」の結果は実際場面での職務遂行能力の結果を真に反映してい

る。これに対して、「職業準備性」の結果は実際場面を模擬的に再現した中での評価であり、「社

会生活能力」の結果は労働適応能力構成する各種の心身機能の総合的な評価、「知能」や「作業

検査」の結果はそうした労働適応能力の個別的な要素としての限られた側面の評価である。

このことは、「職務試行評価」の結果を従属変数と見なし、「職業準備性」「社会生活能力」「知

能」「作業検査」などの結果を独立変数と見なすと、前者の職務遂行に伴う年齢変化曲線は後者

の要素的な労働適応能力の示す年齢変化曲線がどのように反映されているか、あるいは、規定さ

れているか、という課題を提起する。

２．年齢変化曲線に関する仮説

従属変数と見なした「職務試行評価」の結果で特徴的なことは、１０代前半から４０代後半までの

年齢変化曲線では、�１年齢変化とともに「上昇―下降―再上昇」の傾向があり、生涯的にみると

職務遂行能力は成長の過程と衰退の過程をたどること、また、�２１０代後半から２０代前半と３０代か

ら４０代前半層に至る、２つのピークが見出されたことである。特に、「作業的側面」は１０代後半

で、「勤労習慣」は２０代前半で、「社会性・対人態度」も１０代後半で、それぞれピークを迎えた後

で下降するが、その後に上昇に転じて３０代から４０代前半層に至るまで上昇した。

また、これと類似した傾向は、実際の作業を模擬したワークサンプル検査の「ボルトナットの

組み立て」「ボルトナットの分解」「十字ドライバーのボルト取り付け」「十字ドライバーのボル

トはずし」「ワッシャーの選別」「紐かけ検査」などの結果にも示され、２０代前半層と３０代後半か

ら４０代前半層での２度のピークを示す年齢変化曲線がある。

では、年齢変化とともに、こうした、�１職務遂行能力が成長の過程と衰退の過程をたどり、ま

た、�２成績に２つのピークが見出されるのはなぜだろうか。

これらのうちで、前者の、実際の職務遂行能力の年齢変化に成長と衰退の過程が生ずることに

関して、Welford（１９５８）と彼のモデルを改作したBaugher（１９７８）は、説得力のある仮説を提

示している（雇用職業総合研究所１９８５）。

それによれば、第１に、職務の身体的要件と経験的要件では、職務遂行能力の年齢変化曲線が
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違うとするものである。図７―１で示すように、曲線Aは、身体的要因の強い職務で、職務遂行

能力の頂点は成人期の初期に表われ、その後に下降する。他方で、曲線Bは、経験的要因の強い

職務で、職務遂行能力は生涯を通じて上昇する。そして、一般的には、これら二つの要因の程度

によって、職務遂行能力の年齢変化曲線が変わってくるとしている。

第２に、図７―２と図７―３で示すように、職務課題の難易度によって、身体的能力と経験的

能力のいずれも曲線が変化することを示している。

第３に、図７―４で示すように、�１心身機能の中でも身体的衰退を反映し易い生物学的要因の

強い職務では、曲線Aのように、２０代前半がピークになり、３０から５０歳代で急速に低下し、６５歳

以降は比較的ゆるやかに低下する。�２経験的要因の強い職務では、曲線Bのように、職務経験の

蓄積が職務遂行を助けるために、身体機能の低下があっても年齢とともに改善されていく。ま

た、４０歳代以降は新規の職務経験の機会が減衰するとともに学習内容の忘却が加速されることか

図７―１ 身体的能力�Ａと経験的能
力�Ｂにもとづく仕事の成
績を年齢と関係づける仮

想的曲線（Welford，１９５８）

図７―２ 身体的能力にもとづく仕事の成績

と年齢とを関係づける仮想的曲

線。（限界要因を考慮した場合）

（Welford，１９５８）

図７―３ 経験的能力にもとづく仕

事の成績と年齢とを関係

づける仮想的曲線。（限界

要因を考慮した場合）

（Welford，１９５８）

図７―４ 職務の生物学的要件と経験的要件

の相対的関係にもとづくパフォー

マンスの年齢に対する関係を示す

仮説曲線（Baugher，１９７８）
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ら、改善の速度は低下する。�３こうした、生物学的要因と経験的要因とが均衡している職務の場

合には、曲線Cで示されるように、３０歳代前半でピークとなり、累績された経験と年齢からくる

生物学的衰退からの補償的行動によって、その後はゆるやかに低下する。

３．職務遂行能力の年齢変化曲線の特徴

これらのWelford（１９５８）やBaugher（１９７８）のモデルは、職務遂行能力の年齢変化曲線は身

体的要件と経験的要件の相乗効果によって変わること、中でも、図７―４の曲線Cでは、生物学

的要因と経験的要因とが均衡している職務内容の場合には、それぞれの要因による年齢変化曲線

が複合して現れることを前提条件としている。

そうであるとすれば、前述した「実務作業を評価した職務試行評価の年齢変化曲線は、職業準

備性、社会生活能力、知能、作業検査などの要素的な労働適応能力によってどのように規定され

ているか」という課題は、「職務試行評価の年齢変化曲線は、これらの要素的な年齢変化曲線と

どのような相乗効果を生じているか」を検討することになる。

その検討にあたって、最初に、独立変数と見なしたこれらの要素的な労働適応能力の年齢変化

の特徴を、前述の図７―１から７―４で示された仮想的な変化曲線と比較してみる。

第１に、「知能」の年齢変化は、図７―１から７―４のどの仮想的曲線とも一致しない。「田中

ビネー」「鈴木ビネー」「WAIS―R」のいずれの結果も、知能検査で測定された「IQ値」は年齢

の上昇とともに低下する。測定された「知能」は、身体的能力とは異なることから、図７―２の

年齢とともに低下する仮想的曲線とは異なる。

第２に、図７―１の身体的能力�Aに類似した年齢変化曲線は、「作業検査」の労働省編一般職

業適性検査の手腕作業検査盤（「M検査（差し込み）」「N検査（差し替え）」）や、指先器用検査

盤（「O検査（組み合わせ）」「P検査（分解）」）の結果で見られ、いずれも、上肢と手腕の運動能

力は２０代前半層を最高にその後は一義的に下降する。

第３に、図７―２の身体的能力の難易度に応じた年齢変化曲線の差異と類似した傾向は、巧ち

性と共応動作の能力の必要度が高い指先器用検査盤と、その必要度の低い手腕作業検査盤の結果

の差異に見られ、前者のほうが、年齢の変化とともに著しい上昇と下降を示す。

第４に、図７―１の経験的能力�Bに類似した年齢変化曲線は、「社会生活能力」の意思表示と

交換能力、移動能力、日常生活能力のいずれの領域の結果でも見られ、年齢の上昇とともに緩や

かに向上する。

第５に、図７―３の経験的能力の難易度に応じた年齢変化曲線の差異は、「社会生活能力」の

下位項目ではみられない。下位項目の多くの項目は、年齢変化曲線の上昇を示すが、中には、�１

早期の発達段階で獲得されて年齢変化による低下がなくて高得点が維持されたり、�２知能の低下

が直接的な影響を及ぼしてどの年齢層でも低得点に留まる項目がある。
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第６に、他方で、「社会生活能力」は、４０代前半層までの上昇傾向から一転して、４０代後半層

になると著しく低下する。この傾向は、図７―１から７―４のどの仮想的曲線とも当てはまらな

い。身体あるいは経験などの個人的能力に起因するのではなくて、周囲の支援体制などの急激な

衰退を反映すると考えられる。

第７に、「職業準備性」の年齢変化曲線は、図７―１の経験的能力�Bに類似し、基本的ルール、

作業態度、作業遂行力、対人態度および通勤のいずれの領域も、年齢の上昇とともに向上する。

だが、その上昇傾向は長くは続かず、４０歳代前半層になると下降する。

４．「職務試行評価」の年齢変化曲線を規定するもの

これらの結果から、「作業検査」「社会生活能力」「職業準備性」で測定された要素的な労働適

応能力の年齢変化は、図７―１から図７―３で示された身体的能力�Aや経験的能力�Bなどの仮想

的曲線と一致する部分があると見なされよう。

それゆえ、知的障害者が行う実務作業に対する「職務試行評価」と、「職業準備性」「社会生活

能力」「知能」「作業検査」などの要素的な労働適応能力、との相対的な関係を図７―５で示した

場合、実務作業の職務遂行に係る年齢変化曲線は、次のような条件で規定されると考えられる。

第１に、知的障害者にとって、「知能」は実務作業の職務遂行に係る年齢変化曲線を規定しな

い。「知能」の年齢変化の傾向は、「職務試行評価」の仮説曲線とは異なり、相対的な関係が見出

されない。

図７―５ 職務遂行の年齢変化を規定する仮説曲線
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第２に、実務作業の職務遂行に係る年齢変化曲線が１０代前半から４０代後半まで向上するのは、

「社会生活能力」や「職業準備性」で示される要素的な労働適応能力が、発達の過程とともに経

験や知識が蓄積され、そのことが反映されていると見なされる。

第３に、実務作業の職務遂行に係る年齢変化曲線が１０代後半から２０代前半で最初のピークとな

るのは、「作業検査」で示される上肢や手腕の運動能力がこの年齢層でピークとなり、そのこと

が反映されていると見なされる。

第４に、それゆえ、実務作業の職務遂行に係る年齢変化曲線が１０代後半から２０代前半と３０代か

ら４０代前半層での２つのピークが見出されるのは、「社会生活能力」や「職業準備性」などの要

素的な労働適応能力の経験や知識による蓄積と、「作業検査」で示される上肢や手腕の運動能力

の向上と衰退過程が複合した結果であると見なされる。

第５に、「社会生活能力」は、４０代後半層になると著しく低下する。これは、身体あるいは経

験などの個人的能力に起因するのではなくて、周囲の支援体制などの急激な衰退を反映すると考

えられる

第６に、従って、対象者数が少なくて分析の対象外となった４０代後半層からの「職務試行評価」

の仮説曲線は、「社会生活能力」の著しい低下を反映して、低下の傾向を示すことが推定される。

しかも、その衰退過程は、「社会生活能力」に対する周囲の支援体制などの急激な衰退によって

もたらされると見なされる。

「職務試行評価」の対象となった知的障害者が従事している実務作業の多くは、上肢・手腕の

運動能力を要する工作や組み立ての作業であるとともに、比較や照合、収集や整理、検査や分類

などが反復的に行われる定型的な作業である。そうした作業の多くは「作業検査」で要求される

能力と類似し、また、「職業準備性」評価の対象となった知的障害者が従事している模擬的な作

業も上肢・手腕の運動能力を要する定型的で反復的なものがほとんどである。こうしたことか

ら、図７―５の職務試行評価（職務遂行能力）の年齢変化を規定する仮説曲線は、作業検査（上

肢・手腕運動能力）や職業準備性の年齢変化の仮説曲線を反映していることは十分に予測されよ

う。その意味で、ここで示した６項目の指摘は、妥当なものと考えられる。

第３節 まとめと今後の課題

１．職務遂行能力の年齢変化を規定するもの

ところで、職務の特性と職務遂行能力との関係は、前者が後者の衰退変化に対して促進要因的

に作用したり、遅延要因的に作用したりすることが指摘されている。例えば、雇用職業総合研究

所（１９８５）では、促進効果を「加齢」「陳腐化」「配置転換による不適応」の３つの機構で、また、
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遅延効果も「経験と知識」「定型・反復化」「若年者の代替え」の３つの機構のうちのいずれかま

たはその組み合わせによって説明できることを指摘する。それゆえ、図７―５の職務試行評価

（職務遂行能力）の年齢変化を規定する仮説曲線は、従事する職務特性を反映した結果であり、

職務特性の異なる広範で多様な職業に対しても、こうした効果が同じように作用するとは言えな

いだろう。

それゆえ、本研究で得られた前述の効果は、職務試行評価（職務遂行能力）の対象者が従事す

る職務の特性を有する職業分野に限って言えるものである。すなわち、上肢・手腕の運動能力を

要する工作や組み立てとともに、比較や照合、収集や整理、検査や分類などが反復的に行われる

定型的な作業内容をもつ職務に限っていえば、知的障害者の加齢に伴う職務遂行能力の変化は、

「職業準備性」「社会生活能力」「作業検査」などの測定評価の対象となった要素的な労働適応能

力の成長と衰退の過程を反映していると見なしても良いかもしれない。この場合の職務遂行能力

の衰退変化に対する促進的あるいは遅延的に作用する機構は、次のような特徴を持つと見なされ

る。

第１に、上肢・手腕の運動能力などの身体的能力の加齢に伴う成長と衰退が、職務遂行能力の

衰退変化を規定すると考えられる。

第２に、「社会生活能力」や「職業準備性」などの評価を構成する、意思表示と交換能力、移

動能力および日常生活能力、あるいは、基本的ルール、作業態度、作業遂行力、対人態度および

通勤などの労働適応能力は、加齢に伴う経験や知識が蓄積されて向上する。そのことが、職務遂

行能力の衰退変化を遅延させると考えられる。

第３に、製造工程に見られる定型的で反復化する作業内容そのものが、職務遂行能力の衰退変

化を遅延させると考えられる。職業準備性評価を構成する作業遂行力では、加齢に伴う衰退変化

が見られないことから、このことが示唆される。

第４に、４０代後半から顕在化する社会生活面の支援体制の変化が、「社会生活能力」の低下と

して現れて、そのことが職務遂行の衰退変化を促進させると考えられる。

２．加齢問題に対する視点

職務の特性と職務遂行能力との関係は、ここで指摘したことだけで明らかになるとは言えな

い。例えば、雇用職業総合研究所（１９８５）では、これらに加えて、「陳腐化」「配置転換による不

適応」の機構が促進的要因として、遅延効果も「若年者の代替え」の機構の作用することを指摘

する。これらは、個人的な種々の労働適応能力というよりも、職務の特性を規定する環境的な要

因であろう。それゆえ、職務遂行能力の年齢に伴う変化は、職務の特性と個人にそうした職務遂

行を規制する種々の雇用管理的な側面との複合的な関係として捉えることが不可欠である。

従って、今後の課題として、知的障害者の加齢に伴う職務遂行の変化とそれに対する対応を検
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討する場合には、次のことを踏まえた論議が不可欠である。

第１に、職務遂行に係る年齢変化曲線を規定するものは、体力や感覚運動機能などに基づく身

体的能力と、職業経験を通して獲得した知識やノウハウや熟練などの経験的能力の複合として捉

えることが必要である。

第２に、これらの個人的要件としての「職務遂行能力」は、さらに、職務の特性などの「職務

環境」や「制度的環境」などの環境側の要件によっても規定される。

第３に、それゆえ、知的障害者の加齢に伴う職務遂行の変化とそれへの対応を検討する際に

は、個人的条件と環境条件の双方から併行して行うことが重要である。個人側の要因としては、

心身機能の側面と職業的な知識や熟練の側面が含まれ、環境的な要因としては、職場での職務環

境と社会状況や制度的環境が含まれる。

第４に、また、知的障害者の加齢に伴う職務遂行の変化への対応には、環境条件の中に「社会

生活能力」を支援する体制について言及することが不可欠である。雇用管理面からの対応と生活

支援面からの対応を含めた、多様な側面からの検討が重要となろう。

３．構造モデルと対象者の範囲

こうしたことを踏まえて、知的障害者の加齢に伴う職務遂行の変化とそれに対する対応の検討

に際してのモデルを示したのが、図７―６である。

図７―６ 研究の視点
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これは、�１雇用場面での職務行動や職務成績は、個人要件と環境要件の相互作用によって決定

され、�２職業的人生の移行の過程を踏まえた視点の重要性を指摘し、�３障害のある人の働く場

は、雇用と福祉的就労という二重の場面が準備されていることを意味している。ただし、加齢に

伴う雇用・職業上の課題は、４０歳代以降の全ての知的障害者に共通して生じる訳ではないことか

ら、個人差のあることを了解した上での検討であることは言うまでもない。暦年齢を基準にした

一律の対応は有り得ないのである。

これは、「障害者の加齢に伴う職業能力の変化と対策に関する実証的研究」の一環として実施

した、「知的障害者の加齢に伴う雇用・職業上の課題と対策に関する総合研究委員会」で提示さ

れた研究モデルともなっている。なお、同委員会の報告書では、このモデルを踏まえて、�１成人

前期からの早期老化の予防、雇用後に職業生活を継続させるための�２雇用管理面からの対応と�３

生活支援面からの対応、働くことからの柔軟な引退過程を導くための�４福祉的就労への移行の在

り方、そして、�５引退後の福祉的対応、の視点から検討している。
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第Ⅱ部

「狩野運動能発達検査」に見る
知的障害者の加齢変化



第１章 問題の所在と目的

従来の障害者の加齢変化に関する研究では、各年齢層にわたる異なる被験者群を対象に測定、

収集したデータを用いて、異なる被験者群間の年齢的な差異を加齢変化とする横断的なデータを

取り扱うのが一般で、同一被験者について年を追って測定、収集したデータを用いて、同一被験

者内の加齢変化をそのまま加齢変化とする縦断的なデータを取り扱うのは稀であった。もちろん

縦断的なデータを取り扱うには様々な問題、特に時間的問題などがあるのも事実であり、加齢変

化について研究するに当たっては理想的なデータの形ではあるものの、実際的な利用には横断的

なデータが適しているというのが現実と言える。しかし、今回幸運にもその縦断的なデータを取

り扱う機会に恵まれた。精神薄弱者更生施設北総育成園の協力により、同園で２０年以上にわたり

実施されてきた狩野運動能発達検査の測定結果を集計、分析する機会を得た。同園では１９７４年か

ら、途中測定を行っていない年も数年あるものの、現在に至るまで在園者を対象に年一回、同検

査を実施し続けており、本研究の大目的でもある障害者の加齢に伴う職業能力変化を研究するに

際して、横断的なデータを取り扱わざるを得ない状況がほとんどである中で、貴重な縦断的デー

タを得ることが出来たといえる。

本研究では狩野運動能発達検査により測定される運動能を職業能力の一側面あるいは一部を為

すものと考え、縦断的測定データを用いて各被検査者の個人内変化の傾向を分類することによ

り、知的障害者の加齢に伴う運動能力の変化の様相を明らかにしていく。
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第２章 方 法

第１節 狩野運動能発達検査について

狩野運動能発達検査は、１９５３年に狩野広之によってOseretzkyの年齢別運動能尺度を基礎と

し、それに模倣運動や作業テスト的なものを組み合わせることによって、標準化された運動能検

査である。同検査は、少年期における運動能の発達過程を明らかにするとともに、年齢による一

般的発達水準を、精神測定学的に定位するという研究目的のもとに作成されている。大筋群の運

動を主体としたいわゆる体力テストと呼ばれる種類のものとは異なり、検査項目に体力的な要素

を含むものを極力除外し、反応や運動速度、巧緻性というような作業テスト的な項目が取り入れ

られている同検査は、心身の協応的発達という立場で運動能を見ようとする種類の検査の一つで

ある。

各種運動能検査において測定される運動能について明確な概念規定は難しく諸説様々であり、

同検査の解説および手引きにおいても�運動能とは何であるかについて明確に概念規定すること

は困難である�と記述されており明確な表現はされていない。しかし、同検査の手引きから規定

される一応の概念は、�運動能とは、人が日常の生活および労働をするに当たり、精神的、肉体

的両側面から実践的に必要とされる課題遂行諸能力の一部を為すものである�と表現できよう。

暫定的な概念規定という感は否めないが、本研究において運動能あるいは運動能力という言葉は

このような意味で用いるものとする。

同検査はもともと児童の運動能発達をみるために編成されたものであるが、基本的な運動能が

概ね１３～１４歳で成熟すると考えられることから、成人に関しても運動能について普通の発達をし

ているかどうかを検査するという目的には充分に適用可能であるので、その適用年齢の範囲は４

歳から成人までとなっている。

同検査の解説および手引きによれば、同検査の外形的な性質は

１：運動競技めいたSkillに属するような種目は除いた。

２：体力的な種目は除いてある。

３：極力、機械や器具を使用しないで、すなわち特殊なテスト条件を設定しないで、児童の

日常生活における色々な運動的行動をとって課題としている。

というものである。

さらに、同検査に含まれる課題全６７項目は、以下のように４つに大別される。

Ａ：平衡機能をみるもの（１４項目）

Ｂ：全身運動の協調をみるもの（２２項目）
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Ｃ：手指運動の協調をみるもの（１７項目）（各種の作業テスト的なものはここに含まれる）

Ｄ：分離運動または模倣運動をみるもの（１４項目）（多くの項目が実験者の模倣運動を伴い、

左右の手や上肢下肢を別々の運動をさせるなどを含む）

以下に狩野運動能発達検査の全検査項目を示す。

Ａ．平衡機能（１４項目）

１：眼をとじて立つ。（１５秒）

２：両腕を左右に水平に伸ばし、前屈の姿勢をとる。（１０秒）

３：眼をあけて両足の爪先で立つ。（１０秒）

４：眼をあけて片足で立つ。（１０秒、左右交互）

５：眼をあけて胴を横にまげて爪先で立つ。（１０秒）

６：眼をとじて両足の爪先で立つ。（１５秒）

７：眼をとじて左右片足で立つ。（１０秒）

８：眼をとじて左右片足で立ち、他方の足蹠を立った脚のひざの内側につける。（１０秒）

９：右脚で立ち、左足を右足の背後でにぎり、右ひざをまげ左ひざを静かに床に着け、次

に平衡を失うことなく立上がる。

１０：両足を揃えて立ち、身体を前に曲げ両手をひざの間から足首の後ろを回し手前に組

み、この姿勢を５秒間続ける。

１１：眼をあけて左右交互に片足の爪先で立ち、他の脚はひざで直角に曲げる。（１０秒）

１２：手をひざの間を通して床に支持し、ひじを曲げて外側にはり、両ひざをひじの上にの

せ、足を床から離して体重を両手で支える。（５秒）

１３：右足を伸ばし、右足や手を床につけることなく、左ひざを曲げて踵を臀部につけ、次

に平衡を失うことなく立ち上がる。

１４：眼をとじて、左右交互に片足の爪先で立ち、他の足はひざで直角に曲げる。（１０秒）

Ｂ．全身運動の協調（２２項目）

１：眼をとじて右手または左手の指示頭を交互に鼻先につける。

２：両足のひざを曲げてとびあがる。

３：片足で５m以上とんでゆく。（左右交互）

４：地上２０cmの高さの縄を両足そろえ、その場でとびこえる。１／３（３回中１回成功す

れば合格）

５：１．５mの距離にある２５cm×２５cmのまとにゴムマリを投げつける。１／３

６：室内を歩きながら立ち止まらないで、手の指に１mの紐を１分以内にまきつける。

７：２mの距離を左右両蹠が１直線にあるようにして歩く。

８：５mの距離を片足で跳んで床上の小箱（１０cm立方）をけっておくる。

９：地上４０cmの縄を両足そろえその場でとびこえる。１／３
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１０：１mの所から走って４０～４５cmの台上へとびあがる。

１１：１．５mの距離にある２５cm×２５cmのまとにゴムまりを投げつける。２／３

１２：２．５mの距離にある２５×２５cmのまとにゴムまりを投げつける。１／３

１３：その場で飛び上がりながら、両手で両足の踵をたたく。

１４：３mの距離からの投球を片手でうける。１／３

１５：７mの距離からの投球を片手でうける。１／３

１６：その場でとびあがり、その間に手を３回以上たたく

１７：その場で飛び上がりながら空中で手を２回以上たたき、同時に両足を１回打ち合わ

せ、両足を２０cmはなしておりる

１８：直径４０cmの円内で、両足をそろえてとびあがって左または右へ３６０°回転して円の外

へ出ないようにおりる。１／３

１９：地上７０cmの縄を、両足そろえ、その場でとびこえる。１／３

２０：地上１mの縄を、走ってきてとびこえる。１／３

２１：地上１mの縄を、その場で両足をそろえてとびこえる。１／３

２２：７mの距離にある２５×２５cmのまとにゴムまりを投げつける。１／３

Ｃ．手指運動（１７項目）

１：机上の小函に５個の小銭を投げ入れる

２：糸巻きに１mの糸を、１分以内に巻き付ける

３：簡単反応３００シグマ以内。１／５（５回施行中１回成功すれば合格）

４：３６枚のカードを、１分以内に机上４カ所に積む

５：鉛筆で机上の紙に３本の平行線（１０cm以上）を引く

６：タッピング、１分間１００以上

７：幅１㎜長さ３０cmの細長い迂回路を外へ出ないように鉛筆でたどる。１cm毎に区画を

しておいて１０区画以上外へ出なければ合格

８：鋏を使って、直径５cmの円を切り抜く。凹凸のないようきれいに切り抜けば合格

９：書物の１００貢を１分以内に１枚づつ次々とめくる

１０：「山の上に大きな木があります」という文字を手本にして１分以内に書く

１１：簡単反応。２００シグマ以内。１／５

１２：椅座位で片手を前方に伸ばし、示指端に５０cmの鉄棒を立てる（５秒）

１３：タッピング。１分間２００以上

１４：タッピング。１分間３００以上

１５：簡単反応。１５０シグマ以内。１／５

１６：幅１cm、長さ１０cmの和紙を使って紙こよりをつくらせる。出来上がりが９cm以上

まっすぐになること
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１７：長さ６cmの細い紙こよりを使って、直径１㎜の細い棒に花結びをさせる

Ｄ．分離運動、模倣運動（１４項目）

１：指を順次に折る

２：椅座位で左右の足で交互に足踏みしながら、足に応ずる側の手でひざをたたく

３：眼をとじて両腕を水平に伸ばし、次に腕を曲げて、両手の示指端を前で接触させる

４：両腕を前方に伸ばして左右交互に拳をを作り、また開く。これを反復する

５：弧（拇指にくすり指と中指を接触させ、示指と小指とをのばす）を左右の手で同時に

作らせる

６：両腕を前に伸ばし、一方で拳を作り、他方の手を手首まで曲げて示指端を一方の拳に

つける。検査者の模倣をしながら、呼称に合わせて左右交互に反復する

７：右手示指端と左手拇指頭、左手示指端と右手拇指頭とをつけて指の輪を作り、次に一

方の一対の指を離して、円弧を描きながら他方の対の上方で接触させる。これを検査

者の模倣をしながら反復する

８：両手を手背で合わせて指を組み、そのまま内側に曲げて、胸の前で指が上になり手背

が外側に出るようにする（模倣）

９：椅座位で左右の足で足踏みしながら、右足の拍子に合わせて、両手で同時にひざをた

たく

１０：Ｄ２とＤ９とを実験者の模倣をしながら連続して１０呼称づつ行う

１１：拳でひざをたたき、手でひざをさする。検査者の模倣をしながら、左右交互に行う

１２：拳でひざをさすり手でひざをたたく。同時に模倣実施

１３：二本二本（示指と中指、くすり指と小指とを付け、中指とくすり指との間をはなす）

を両手同時に作らせる

１４：左右交互に片目をつぶらせる

上記に示したように、４種類の下位項目はそれぞれ異なる特徴を持つものである。また、各項

目の課題遂行にはそれぞれ異なる資質を必要としている。「Ａ：平衡機能」の課題遂行には身体

の柔軟性や平衡感覚が必要とされ、「Ｂ：全身運動の協調」では体力的、筋力的な要素を、「Ｃ：

手指運動」では反応速度や運動速度など、「Ｄ：分離運動・模倣運動」では運動神経の分節度が

重要な要素となっているといえる。狩野運動能発達検査の測定項目においては、体力的な種目は

除いてあるということになっているが、その測定内容からみて「Ｂ：全身運動の協調」の課題遂

行には体力的な要素を必要とする項目が数項目含まれていると考えるのが妥当であると考えられ

るので、「Ｂ：全身運動の協調」の課題遂行に必要とされる要素を体力的、筋力的な要素とした。

また狩野運動能発達検査の採点方法は、一課題合格につき１点を与えるというものである。た

だし、辛うじて成功した場合、課題が左右両方成功して合格となっている時に左右いずれか一方

だけ成功した場合には０．５点を与える。このような基準で採点し、全項目の合計点を被験者の得
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点とする。この得点は換算表により、運動能発達年齢に換算され、そこから知能指数と同様に次

式により運動能発達指数の算出が可能である。

運動能発達指数＝運動発達年齢／生活年齢×１００

（生活年齢１４歳以上は生活年齢１４歳として算出する。）

ただし本研究においては、獲得点数が低いために運動能発達指数が算出できない事例が多数あ

るため、結果の集計、分析に関しては運動能発達指数の値を使用せず、単純に全項目の合計点を

使用した。

第２節 分析対象

分析対象となるデータは、北総育成園の入所者を対象に狩野運動能発達検査を用いて１９７４、７５

年、１９８０～１９９７年の各年一度ずつの測定によって得られたものである。被検査者全９８名のうち、

�１測定データ数が合計１０年分以上あり、�２各年の合計得点が著しく低くない（６７点満点中１０点以

上）という基準によって分析対象を選定し、その結果３７名（男性２０名、女性１７名）の測定結果を

分析の対象とした。１９９７年の測定時点での分析対象者の平均年齢は４５．０歳（SD±９．０９）であっ

た。但し、平成９年度の時点で３７名中２名は施設を退所していたため、値は３５名の平均となって

いる。

第３節 分析方法

分析対象となった被検査者３７名の各測定データについて、�１加齢変化に対する合計得点の変化

について回帰分析を行い、各被検査者の得点の変化傾向を分類する、�２下位検査項目であるＡ：

平衡機能、Ｂ：全身運動の協調、Ｃ：手指運動、Ｄ：分離・模倣運動の４項目の得点変化と加齢

変化について回帰分析を行い、下位項目の得点の変化傾向を項目別に分類する、という２つの分

析を行う。それぞれの分析には統計パッケージSPSS７．５．１J for Windowsを使用した。

１０１



第３章 結 果

各被検査者ごとに、生活年齢「CA」と合計得点とを用いて線形回帰分析を行う。ここでは加

齢変化に伴い運動能力が線形の変化をすることを仮定し、その時の回帰式

合計得点＝a CA＋b （a、bはともに定数）

の回帰係数aとその時の生活年齢「CA」と合計得点の相関係数から、各被検査者の加齢変化に伴

う合計得点の変化傾向の分類を行った。分類の基準は回帰係数aが負の値であり、回帰式、相関

係数ともに１％水準で有意となる場合を加齢に伴う運動能力の変化が「下降傾向」にあるとし、

回帰係数aが正の値であり、回帰式、相関係数ともに１％水準で有意となる場合を「上昇傾向」

にあると分類し、それ以外の場合を「傾向なし」と分類した。ただし回帰式の適用範囲について

は、得点合計の推移傾向の変化点（上昇傾向から下降傾向、下降傾向から上昇傾向、あるいは変

化なしから下降傾向など）を各個人ごとにグラフから決定し、その変化点以降のデータについて

線形回帰分析を適用した。また下位項目A、B、C、DそれぞれとCAとの相関を求めて、下位項

目の加齢変化についても分類を行った。

その結果、分析対象は表１のように分類された。分析対象者全３７名中２１名（表中の№１～２１）

が下降傾向、１名（表中の№２２）が上昇傾向、１５名（表中の№２３～３７）が傾向なしと分類された。

表１ 被検査者データおよび回帰分析結果

№ 年齢 性別 IQ 回 帰 式
相 関 係 数

回帰分析適用範囲
CA：合計点 CA：A CA：B CA：C CA：D

１ ６０ 男 B１ y＝－０．６２９x＋５８．５８６ －０．８２２ －０．３１４ －０．６４７ －０．６８８ －０．６６３ ４５歳～５９歳（１５年分）

２ ５７ 男 不明 y＝－０．６７９x＋５４．９７７ －０．８６２ －０．７３４ －０．６５９ －０．６９９ －０．５９５ ３９歳～５６歳（１８年分）

３ ５５ 男 A１ y＝－０．６７９x＋５０．８２６ －０．８７６ －０．８２２ －０．４４３ －０．８５７ ０．１６９ ４０歳～５４歳（１５年分）

４ ４８ 男 A１ y＝－０．３０５x＋４７．２７２ －０．７４２ －０．８７７ －０．５２２ －０．６８６ ０．７７２ ３２歳～４７歳（１６年分）

５ ４４ 男 A１ y＝－１．０５０x＋６８．９５０ －０．８４８ －０．７６７ －０．７５３ －０．４６７ －０．４１１ ３５歳～４３歳（９年分）

６ ４４ 男 A１ y＝－０．５４８x＋５９．６０２ －０．７８０ －０．９０１ －０．５３５ －０．４６８ ０．４９５ ２９歳～４３歳（１５年分）

７ ４３ 男 B１ y＝－０．３３３x＋５２．０６６ －０．５９６ －０．４１５ －０．３９０ －０．１９３ －０．５２７ ２５歳～４２歳（１８年分）

８ ４２ 男 A１ y＝－０．４０２x＋３９．５３６ －０．７７５ －０．０２０ －０．５９９ －０．８７０ －０．２５５ ２４歳～４１歳（１８年分）

９ ４２ 男 A１ y＝－０．５０９x＋５６．５７９ －０．７３０ －０．４８９ －０．６６７ －０．１１０ －０．７７２ ２８歳～４１歳（１４年分）

１０ ４２ 男 A１ y＝－０．４００x＋５４．６２５ －０．７０８ －０．３００ －０．４０４ －０．５３７ －０．３６８ ２５歳～４１歳（１７年分）

１１ ４０ 男 A１ y＝－０．７１１x＋５０．５００ －０．８９０ －０．９１８ －０．３４５ －０．５１０ －０．７７２ ２６歳～３９歳（１４年分）

１２ ３５ 男 B１ y＝－０．４０７x＋４１．９２０ －０．７４５ －０．４７６ －０．６００ －０．１６６ －０．６６９ １９歳～３４歳（１６年分）

１３ ６４ 女 不明 y＝－０．５２０x＋４８．３４７ －０．７８３ －０．６１６ －０．０４５ －０．８６３ －０．５３４ ４６歳～６３歳（１８年分）

１４ ６２ 女 不明 y＝－０．６６９x＋５３．１６９ －０．７７８ －０．６４７ －０．６２０ －０．７５１ －０．３８６ ４５歳～６１歳（１７年分）

１５ ５８ 女 A１ y＝－０．７４４x＋６７．１４６ －０．８４７ －０．３６８ －０．６４２ －０．８４８ －０．８１９ ３８歳～５７歳（１８年分）

１６ ５０ 女 A１ y＝－１．０８９x＋６２．９６２ －０．９２９ －０．８７５ －０．５１８ －０．８１０ －０．８５３ ３３歳～４９歳（１７年分）
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分類された各傾向のうち、１名だけとなった上昇傾向を除く下降傾向群と傾向なし群の二つの

群について詳細を検討していくと、男女比は下降傾向群�男１２名：女９名�、傾向なし群�男７

名：女８名�となり、統計的に有意な差は見られない（χ２＝０．３８５、p＜０．７３６）。

生活年齢（平成１０年現在）についても、下降傾向群が平均４７．５７歳（SD±８．３８）、傾向なし群

が平均４３．００歳（SD±１０．１７）であり、統計的に両傾向群間に有意な差は見られない（t＝１．４２５、

p＜０．１６４）。

また知能指数に関して、不明の被検査者もいるが、両傾向群間の人数比の差の検討を行った結

果、両傾向群間には統計的に有意な差は見られなかった（χ２＝５．８６８、p＜０．０８８）。

次に合計点の変化傾向分類と同様に、各被検査者ごとに４つの下位項目の変化傾向を各項目ご

とに分類していく。生活年齢CAの変化に対して正の相関、負の相関（両方ともに１％有意水準）

を持つ、すなわち下降傾向、上昇傾向が見られたものと、変化傾向なしとなるものとに分類して

いくと、その被検査者全体の数の内訳は表２および図１に示した通りとなった（ただしこの集計

では上昇傾向と分類された被検査者№２２を傾向なし群に含めた）。

１７ ４７ 女 A１ y＝－０．５３３x＋４０．８０５ －０．８６４ －０．７２２ －０．１９１ －０．７１３ －０．６５４ ３１歳～４６歳（１６年分）

１８ ４３ 女 不明 y＝－０．７２８x＋５０．１９１ －０．８７６ －０．７４２ －０．６６０ －０．７４３ －０．２７３ ２６歳～４２歳（１７年分）

１９ ４２ 女 B１ y＝－０．４６１x＋５４．０３８ －０．８５２ ０．００４ －０．７７８ －０．７６６ ０．０００ ２６歳～４１歳（１６年分）

２０ ４２ 女 A１ y＝－０．７２８x＋４７．６４０ －０．８３８ －０．３４３ －０．７７８ －０．７２９ ０．１１２ ２５歳～４１歳（１７年分）

２１ ３９ 女 A１ y＝－０．７１６x＋５０．５９３ －０．６９０ －０．７２１ ０．０００ －０．８８３ －０．３５８ ２３歳～３８歳（１６年分）

２２ ５０ 男 A１ y＝ ０．２９５x＋２５．７９９ ０．６１１ －０．２８４ ０．３６５ ０．３２３ ０．８７６ ２５歳～４９歳（２０年分）

２３ ４２ 男 B２ y＝－０．２８９x＋５１．２６９ －０．６３１ －０．６２８ －０．７６０ ０．１００ ０．１６３ ２７歳～４１歳（１５年分）

２４ ４１ 男 B１ y＝ ０．４９５x＋１２．１５９ ０．５０８ ０．２３５ ０．３８７ －０．５６２ ０．７０５ ３０歳～４０歳（１１年分）

２５ ３９ 男 B１ y＝－０．２２５x＋５４．６８０ －０．５７６ －０．６６１ ０．１８８ －０．６２６ ０．７０４ ２１歳～３８歳（１８年分）

２６ ３９ 男 A１ y＝ ０．０９６x＋３４．６９７ ０．２６１ ０．０８７ ０．０６２ －０．６０１ ０．６５８ １６歳～３８歳（１９年分）

２７ ３２ 男 A１ y＝ ０．１４７x＋２１．５３５ ０．２３１ －０．１２４ ０．１３２ －０．４２３ ０．５３２ １８歳～３１歳（１４年分）

２８ ３２ 男 A２ y＝ ０．３２２x＋１５．７９０ ０．６１５ －０．７１３ ０．６４１ ０．００４ ０．７０１ １８歳～３１歳（１４年分）

２９ ＃ 男 不明 y＝－０．２０９x＋４５．５７３ －０．４０８ －０．２４０ ０．３０６ －０．８０３ ０．５８２ ２６歳～３６歳（１１年分）

３０ ６０ 女 不明 y＝－０．１３２x＋３０．８３９ －０．３３９ －０．２８３ ０．１２６ －０．５６０ －０．６１８ ４２歳～５９歳（１８年分）

３１ ５９ 女 A２ y＝－０．３５０x＋４２．９０７ －０．６０３ －０．６５９ －０．７７２ －０．４２９ ０．６３８ ４２歳～５８歳（１７年分）

３２ ５４ 女 B１ y＝－０．５８８x＋６０．８０２ －０．６０１ －０．００６ －０．３７９ －０．６５２ －０．８４７ ４０歳～５３歳（１４年分）

３３ ４７ 女 A１ y＝－０．２２６x＋４１．０３２ －０．５０３ －０．６４５ ０．２８１ －０．４１２ －０．４４５ ３１歳～４６歳（１６年分）

３４ ４７ 女 A１ y＝－０．１５１x＋２５．１１０ －０．３９６ ０．０６４ －０．１９０ －０．３５１ －０．３４３ ３０歳～４６歳（１７年分）

３５ ４０ 女 A１ y＝－０．０７４x＋４０．１８６ －０．１６８ －０．３５８ －０．０７４ －０．５９１ ０．６９３ ２３歳～３９歳（１６年分）

３６ ２７ 女 B１ y＝ ０．３４１x＋１９．８８６ ０．６０２ －０．５２０ ０．３８９ ０．３２６ ０．８００ １６歳～２６歳（１１年分）

３７ ＃ 女 不明 y＝－０．２５０x＋２５．１６８ －０．３７２ －０．５６３ －０．１６１ －０．５９５ ０．３１０ ２２歳～３２歳（１０年分）

※相関係数の網かけは１％水準で有意となったことを示す。
※年齢は平成１０年現在。但し平成２年度に施設を退所していた２名については「＃」で示す。
※IQは千葉県の療育手帳交付判断基準による。

（表―１続き）
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傾向なし群＋上昇傾向 

顕著な傾向としては「C手指運動」において、下降傾向群女性の全員が加齢変化に対して得点

低下の傾向を示し、その一方で傾向なし群女性では全く逆に全員が変化なしという傾向を示し

た。また傾向なし群の「D分離・模倣運動」においてのみ見られる傾向として、加齢変化に対し

て得点上昇の傾向を示す割合が高くなっているということがあげられる。「A平衡運動」、「B全身

運動の協調」、「C手指運動」の３つの項目では両傾向群ともに得点上昇という傾向は皆無であり、

下降傾向群の「D分離・模倣運動」でも男性で８．３％（全１２名中１名）だけが上昇傾向を示した

にも関わらず、傾向なし群の「D分離・模倣運動」では男性、女性ともに全体の３７．５％（各々８

名中３名）が得点上昇の傾向を示した。また同じ「D分離・模倣運動」において、下降傾向群男

性で４１．７％（１２名中５名）、女性で３３．３％（９名中３名）、傾向なし群女性で２５％（８名中２名）

表２ 下位項目変化傾向分類内訳

下降傾向群 傾向なし群＋上昇傾向

下降 なし 上昇 下降 なし 上昇

A
男 ５ ７ ０ ２ ６ ０

女 ３ ６ ０ ２ ６ ０

B
男 ３ ９ ０ １ ７ ０

女 ３ ６ ０ １ ７ ０

C
男 ５ ７ ０ ３ ５ ０

女 ９ ０ ０ ０ ８ ０

D
男 ５ ６ １ ０ ５ ３

女 ３ ６ ０ ２ ３ ３

（単位：人）

図１ 下位項目別加齢変化傾向傾向男女別内訳
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が得点低下傾向を示したが、傾向なし群男性では得点低下の傾向が皆無であったということも顕

著な傾向と言える。
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第４章 考 察

第１節 運動能下降開始年齢について

加齢変化に伴い身体的能力等が低下していくのは健常者、知的障害者を問わず避けられない事

実であるが、知的障害者は健常者とは異なりその能力低下が早期に始まるのではないのか、とい

う見方が存在しているのも事実である。そこで運動能力の加齢変化について、各被検査者のその

能力の下降開始年齢の分布のグラフから特徴的な傾向を見出し、知的障害者の運動能力下降開始

年齢について考察する。

まずグラフの変化点（上昇から下降へ、あるいは横ばいから下降へ）を下降開始年齢と仮定し

た時の下降傾向群の下降開始年齢の度数分布を図２に示す。グラフからは２０歳代から３０歳代前半

をピークに運動能が下降し始める傾向が強いといえる。

しかし、ここで傾向なし群と上昇傾向の被検査者のデータを考慮するとその様相は一変する。

傾向なし群および上昇傾向の被検査者が現在の年齢をピークに運動能が下降し始めると仮定し

て、図２のグラフに傾向なし群の現在の年齢の度数を加えると、２０歳代から４０歳代まで度数が広

く分布するのである（図３）。

下降傾向群と傾向なし群との間には男女比、平均年齢、IQについて有意な差はないので、両

群間の差は運動能力が下降し始めた後か、運動能力が下降し始める前かという差だけであると言

える。したがって運動能力の下降開始年齢については、知的障害の程度によって差があるとか、

男女差があるということはなく、その下降開始年齢を決定するような明確な要因は見出せないの

である。

図２ 下降傾向郡・下降開始年齢 度数分布
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下降傾向群のデータだけから考察すると、運動能力に関して知的障害者全般に適用され得るよ

うな年齢的な限界が明示されているように見えるが、傾向なし群のデータも考慮した時、その年

齢的な限界は明確なものとは言えなくなる。また、下降傾向群と傾向なし群との間に得点変化の

傾向以外に顕著な差が見られないことから、下降開始年齢の分布は同一の集団内での値のばらつ

き、すなわち各被検査者の個人差が反映されたものであると考えられる。さらに、健常者成人を

被検査者とした年齢階層別の得点変化のグラフを図４に示した。このグラフのデータは、本研究

が用いた狩野運動能発達検査全６７項目の内、成人用として抜粋されている２０項目を使用し横断的

に測定を行って得られたものである。そのため、単純に本研究のデータとの比較は出来ないが、

健常者と知的障害者の運動能力の加齢変化の差を検討する上での参考資料としては充分なものと

考えられる。

図４から健常者の運動能力の下降開始年齢を推定すると、３０～３４歳の年齢階層を境界として、

図３ 下降傾向郡・下降開始年齢＋傾向なし郡・年齢 度数分布

図４ 健常成人運動能の加齢変化
（成人用２０課題使用・横断データ平均値：１９５９狩野）
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それ以降の年齢階層では順次得点が低下する傾向が見られる。この３０～３４歳という値は、図３の

知的障害者の運動能力の下降開始年齢推定と比較してみても大差のないものと考えられる。ただ

し知的障害者の被検査者と比較して、健常者の被検査者の方が高い得点率であるということは明

らかである。健常者の得点の平均値は概ね７０～８０％の得点率の付近にあり、最も低い４５～５４歳の

年齢階層でも６２．５％となっているのに対して、今回分析の対象とした知的障害者では、７０～８０％

という比較的高い得点率の場合もいくつかあるものの、そのほとんどが５０％前後の得点率の付近

であり、明らかに低い数値を示している。

そのため、運動能力の加齢変化において、その下降開始年齢には健常者と知的障害者との間に

明確な差はないという見解は、両者の単純な比較が可能ではないことを念頭に置いたうえで、そ

の下降開始がほぼ同じ年齢層にあるということのみを意味するものである。

分析対象となった知的障害者各個人の運動能力の加齢変化傾向の分類からも、健常者の運動能

力の加齢変化との比較からも、知的障害者の運動能力はある特定の年齢を境界として低下してい

くというような、知的障害者全般に共通するような特徴的な傾向の存在はなく、被検査者各個人

によって様々な変化の傾向を示すものであった。これらの結果から、知的障害者全般に共通する

ような加齢変化の傾向や運動能力についての絶対的な限界年齢というものは特定できないという

ことが示唆される。

第２節 「Ｄ分離・模倣運動」に見られる得点の上昇傾向に
ついて

下位項目の得点変化の分析の結果、特徴的な傾向として示された「Ｄ分離・模倣運動」の得点

上昇の傾向は、「Ｄ分離・模倣運動」の持つ検査項目の性質に起因するものと考えられる部分が

ある。

「Ｄ：分離・模倣運動」に含まれる検査項目の課題遂行には、他の項目と比較して体力的要素

をほとんど必要とせず、検査者の行う複雑な動きを目で見て実行するための思考力あるいは理解

力といったものが必要とすると考えられる。またこの項目の主たる目的も運動神経の分節度を見

るというところにあるため、やはり他の項目とは異なる性質の項目であると考えざるを得ない。

それゆえ、他の項目に比して加齢変化に伴って低下すると考えられる体力的な変化の影響を受け

難いといえる。得点の上昇傾向が見られたのが全体を通じても「Ｄ：分離・模倣運動」だけであっ

たこともこの考えを支持する一因である。また年１回の測定ではあるものの、慣れや繰り返しの

効果が課題達成に関して促進的な影響をもたらしているということも充分に予測されるものであ

る。

従って、傾向なし群における「Ｄ：分離・模倣運動」の得点の上昇傾向は、運動能の体力的な
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側面とは別の側面の能力の向上からもたらされるものと考えられる。運動能をその定義から考え

てみると、単に体力的な要素だけでなく、精神的な要素も必要とするものであると言えるので、

この「Ｄ分離・模倣運動」の得点上昇の傾向は精神的側面からもたらされた能力向上の結果であ

ると言えよう。

この「Ｄ分離・模倣運動」における得点上昇の結果は様々な可能性、方向性を示唆している。

加齢変化に伴い各種能力が一貫して低下していくというだけではなく、種類によっては逆にその

能力が向上する場合もあるということは注目に値する点であるし、体力的な側面での能力低下を

精神的側面での能力の向上によって補っているという可能性を示唆しているとも言える。この得

点上昇という結果が何を意味するものなのか、あるいは何の影響で得点上昇という結果が生じた

のかは限定できるものではなく、この結果についてのより細かな検証および検討が今後の研究に

おいて必要とされるものである。

第３節 横断データと縦断データの比較

施設より提供された約２０年分のデータについて個人ごとに集計、分析を行わず、すべてのデー

タを各年齢ごとに集計し横断的に処理を行った。ただし個人内の得点変動を見るのではないの

で、測定データ数が何年分あるかは問題とせず、全てのデータを集計の対象としたが、合計得点

が１０点に満たない被検査者のデータだけは除外することとした。

図５が男性３３名分のデータについて集計した結果をグラフ化したものであり、図６が女性２５名

分のデータについての結果をグラフ化したものである。ただし男女のデータを総合した全体の集

計、分析は、男女間で得点や変化の傾向に差があるため行わなかった。

各グラフより、加齢変化に伴い男性の運動能は２５歳～３０歳付近をピークに低下していく傾向を

示し、女性の運動能は２０歳付近から３０歳付近まで低下、以後５０歳付近まで横這い状態、そしてま

たそれ以降低下、というような二段階に分かれた低下の傾向を示している。

一方、縦断的データ処理の結果「傾向なし」、「下降傾向」の２つの傾向群に分類された３７名の

データを各傾向群ごとに集計、分析を行い、その加齢変化に伴う総体的な傾向を見た。図７、８

がそれぞれ傾向なし群男性および女性のグラフ、図９、１０がそれぞれ下降傾向群男性および女性

のグラフである。

図７、８から、加齢変化に伴い傾向なし群男性では若干の上昇の傾向が見られ、女性では幾分

データにばらつきがあるものの一貫した横ばい傾向が見られる。次に図９、１０から、下降傾向群

では２０歳代をピークにして一貫した運動能低下傾向が男女共通の特徴として言える。

また、回帰直線の傾きにも顕著な差はなく、下降傾向群の男女間には特徴的な差はないと言え

る。縦断的データ処理から分類された２つの傾向群ごとにデータをまとめた結果は、各傾向群の
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図６ 横断データ集計による加齢変化のグラフ（女性）

図７ 縦断データ集計による傾向なし群男性・合計点平均の加齢変化

図５ 横断データ集計による加齢変化のグラフ（男性）
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図８ 縦断データ集計による傾向なし群女性・合計点平均の加齢変化

図９ 縦断データ集計による下降傾向群男性・合計点平均の加齢変化

図１０ 縦断データ集計による下降傾向群女性・合計点平均の加齢変化
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特徴をそのまま反映したようなものとなり、加齢変化に伴って運動能が一貫して下降の傾向だけ

を示すものではない、ということが示されている。

一方、横断的処理を行った結果は全てのデータを平均化してしまうため、縦断的な処理から示

されたような横ばいの傾向や上昇の傾向は見出されず、その変化の仕方に差こそあれ、全体的に

運動能低下の傾向だけを示すという結果となった。確かに全体的なデータから見れば、縦断的

データ処理によって示された傾向なし群男性の上昇傾向などは一般的な傾向とは言えない外れ値

であるかもしれないが、縦断的データ処理によって、平均値からは示すことの出来ない個々人の

特性を反映した結果が得られたということも事実である。

横断的データ集計では一度に大量のデータの収集、分析が可能であり、一般的な傾向を見る上

では時間もかからず扱いやすいものである、しかし本研究で行ったような縦断的データ集計に

よって得られた加齢変化の個人差を見ることはできない。２つのデータ集計方法の比較から全体

的な加齢変化の傾向は、横断的データ集計が示す一貫した低下傾向だけではなく、変化なしまた

は上昇傾向といったものも存在することが示された。そのため、横断的なデータ処理によって知

的障害者全般について論じるだけでなく、縦断的なデータ処理によって各個人ごとに細かな対応

を行う必要性が示唆される。
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第５章 ま と め

本研究では、知的障害者の加齢に伴う運動能力の変化について、従来の研究で用いられてきた

横断的データ集計では見ることのできなかった、被検査者一人一人の加齢に伴う運動能力の変化

を、縦断的データ集計によって検証した。

一般に加齢変化というと能力低下であると考えやすいが、本研究の知的障害者の運動能力では

各被検査者において様々な変化の様相を呈した。分析の対象とした被検査者は下降傾向、上昇傾

向、傾向なし、といった形で分類され、全体として一つの変化傾向にまとまるという結果にはな

らず、知的障害者全般に適用できるような共通した傾向の存在は示されなかった。また、特に狩

野運動能発達検査の下位項目となる「Ｄ分離・模倣運動」においては加齢に伴って得点が上昇す

るという傾向が多数見られ、職業能力に関わる各種能力が加齢に伴い変化していく中で、このよ

うな能力向上という結果は今後の研究においても注目すべき点であるといえる。

さらに、分析結果をもとに運動能力の下降開始年齢の推定を試みたが、運動能力が下降の傾向

へと転じるような絶対的な年齢境界のようなものを特定することはできず、運動能力の下降開始

年齢は各被検査者間で大きく差があるということが示唆された。

本研究の結果から知的障害者の運動能力の加齢変化について、知的障害者全般に適用可能な傾

向は見出されず、「加齢変化＝運動能力の低下」というような単純な図式では解釈できないこと

が示された。また運動能力を規定する体力的側面と精神的側面のうち、精神的側面において能力

向上の可能性が示唆された。

１１５



文 献

１．労働科学研究所編：労研・適性検査の手びき。労働科学研究所、１９７２。

２．伊藤隆二、松原達哉：新訂増補 心理テスト入門。日本文化科学社、１９８３。

３．松原達哉：最新 心理テスト法入門。日本文化科学社、１９９５。

４．内山喜久雄監修：知能障害事典。岩崎学術出版社、１９７８。

５．清水亜也、武井敏朗、荒井道貴、田中敦士、松為信雄、小畑宣子：狩野運動能発達検査に見

る知的障害者の運動能力の加齢変化、第６回職リハ研究発表会発表論文集 １２０―１２３、障害

者職業総合センター、１９９８。

１１６



第Ⅲ部

付表・付図



第Ⅰ部 付 表



付表１ 身体的側面―１

表１―１ 身体的側面（身長）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５８ ２３９ １４６ １３８ １４９ １１９ ６１ ４６ １０ ５

平均（cm） １５５．１ １５７．０ １６０．４ １５９．８ １５９．９ １５７．７ １５５．２ １５７．６ １５５．０ １５２．９
標準偏差 ７．２９ １６．１９ ９．８３ ９．０９ ９．３１ ８．８４ ２０．４８ ７．６４ １０．７８ ８．９９

男 性 人 数 ３５ １２０ ８０ ７１ ８５ ６０ ２９ ３１ ６ ３
平均（cm） １５８．０ １６２．４ １６６．２ １６４．７ １５９．９ １６２．９ １５８．７ １５９．０ １６０．２ １５６．１
標準偏差 ６．５４ １５．９３ ７．８８ ７．１２ ９．３１ ７．１９ ２８．８３ ７．５７ ９．４５ ９．０３

女 性 人 数 ２３ １１９ ６６ ６７ ６４ ５９ ３２ １５ ４ ２
平均（cm） １５０．８ １５１．５ １５３．５ １５４．６ １５３．７ １５２．４ １５２．０ １５４．９ １４７．１ １４８．１
標準偏差 ６．２４ １４．６０ ７．０７ ８．０１ ８．０６ ７．０６ ６．２３ ７．２５ ７．８９ ９．１２

重 度 人 数 １１ ８２ ５８ ４３ ５９ ５０ １８ １６ ５ ２
平均（cm） １５９．３ １５７．７ １６１．１ １５８．８ １５９．８ １５６．９ １５２．０ １５６．７ １５６．７ １５２．７
標準偏差 ８．７２ ９．５４ １０．９５ ９．６５ ９．７６ ９．９８ ３５．１９ ７．０４ ７．４９ ９．７６

重度以外 人 数 ４２ １３９ ８４ ９０ ８７ ６２ ４２ ３０ ５ ３
平均（cm） １５４．８ １５６．２ １５９．９ １５９．８ １６０．１ １５８．３ １５６．３ １５８．１ １５３．２ １５３．０
標準偏差 ６．８２ １９．７３ ８．８２ ８．８６ ９．１５ ７．７４ ９．５６ ８．０２ １４．０６ １０．６８

表１―２ 身体的側面（体重）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５８ ２４０ １４４ １３７ １４９ １１９ ６０ ４６ １０ ５

平均（kg） ５１．７ ５４．８ ５９．１ ６１．０ ６０．５ ５８．９ ６４．５ ５７．８ ５２．２ ５９．３
標準偏差 １１．９７ １２．１４ １２．４８ １３．７３ １４．２２ １１．２１ ５７．３３ １０．３３ ６．３４ １４．０５

男 性 人 数 ３５ １２１ ７９ ７１ ８６ ６１ ２８ ３１ ６ ３
平均（kg） ５１．２ ５７．３ ６３．３ ６４．０ ６０．５ ６１．０ ６５．０ ５８．２ ５３．０ ５３．３
標準偏差 １０．７９ １３．２４ １０．９３ １２．８８ １４．２２ １０．９４ １５．０６ １１．３８ ７．４４ ４．５５

女 性 人 数 ２３ １１９ ６５ ６６ ６３ ５８ ３２ １５ ４ ２
平均（kg） ５２．６ ５２．２ ５４．０ ５７．９ ５４．６ ５６．７ ６４．０ ５７．１ ５０．９ ６８．４
標準偏差 １３．８０ １０．３３ １２．４１ １４．０２ １１．２８ １１．１６ ７７．８３ ８．０１ ４．９７ ２１．７８

重 度 人 数 １１ ８３ ５６ ４３ ５９ ５０ １８ １６ ５ ２
平均（kg） ５３．７ ５４．６ ６０．２ ６０．１ ６２．２ ６０．６ ５７．８ ５３．０ ５２．６ ５５．４
標準偏差 １０．７８ １１．５９ １１．９２ １３．２１ １６．０７ １０．７９ １２．８２ ７．８２ ８．９３ ４．０３

重度以外 人 数 ４２ １３９ ８４ ８９ ８７ ６２ ４１ ３０ ５ ３
平均（kg） ５０．７ ５４．７ ５７．９ ６１．２ ５９．５ ５８．０ ６７．２ ６０．４ ５１．７ ６２．０
標準偏差 １０．３９ １２．８３ １２．５８ １３．９５ １２．９９ １１．８７ ６８．９１ １０．７０ ３．１９ １８．９７

表１―３ 身体的側面（背筋力）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ３１ １１４ ６７ ６１ ５５ ４９ １９ ２０ ３ ２

平均（kg） ５６．９ ６３．１ ７４．０ ７２．６ ７０．０ ６５．３ ６２．８ ６５．９ ８９．０ ５６．０
標準偏差 ２４．６３ ２５．７８ ３３．２６ ３３．６８ ３０．５３ ２７．１７ ２６．９９ ２８．７１ ６．０８ ８．４９

男 性 人 数 １８ ６１ ３６ ３４ ３２ ２５ ８ １１ ３ １
平均（kg） ７０．６ ７３．２ ８９．６ ９２．７ ７０．０ ８３．３ ７２．３ ８１．８ ８９．０ ６２．０
標準偏差 ２１．８７ ２８．９８ ３２．３６ ３０．４８ ３０．５３ ２２．７９ ３０．１９ ２５．８９ ６．０８ ＊

女 性 人 数 １３ ５３ ３１ ２７ ２３ ２４ １１ ９ ０ １
平均（kg） ３８．１ ５１．４ ５５．９ ４７．２ ４４．１ ４６．５ ５６．０ ４６．４ ＊ ５０．０
標準偏差 １３．２１ １４．７２ ２４．１４ １５．４８ １６．１５ １６．６９ ２３．４７ １８．５９ ＊ ＊

重 度 人 数 ５ ３８ ２９ １９ ２０ １６ ５ ８ １ １
平均（kg） ５０．６ ６０．２ ６９．６ ８５．５ ５９．０ ６１．２ ７４．４ ５４．５ ９６．０ ６２．０
標準偏差 １１．７８ ２１．０５ ３３．１１ ３６．７１ ２９．０７ ２４．６５ ３８．４２ ２３．３８ ＊ ＊

重度以外 人 数 ２４ ６７ ３６ ３９ ３５ ３０ １４ １２ ２ １
平均（kg） ５７．４ ６５．０ ７８．７ ６２．０ ７６．３ ７０．０ ５８．７ ７３．５ ８５．５ ５０．０
標準偏差 ２５．０４ ２８．６３ ３３．７８ ２６．０４ ２９．９４ ２８．２７ ２２．０２ ３０．３０ ０．７１ ＊
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付表１ 身体的側面―２

表１―４ 身体的側面（握力：右）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５９ ２３０ １４７ １３６ １４８ １２３ ６３ ５０ １０ ５

平均（kg） ２３．６ ２４．７ ２８．３ ２８．３ ３１．５ ２８．７ ２７．４ ２９．０ ２４．９ ２９．４
標準偏差 ７．１８ ８．７１ ９．７３ １０．１２ ２７．８２ １０．１５ ９．３０ ９．６９ ８．０６ ６．１７

男 性 人 数 ３６ １１６ ７９ ７２ ８８ ６２ ３０ ３４ ６ ３
平均（kg） ２５．２ ２９．０ ３４．０ ３３．９ ３１．５ ３５．３ ３３．４ ３２．０ ３０．１ ３２．７
標準偏差 ７．３６ ９．１４ ８．６３ ９．２９ ２７．８２ ８．６４ ９．１７ ８．６９ ５．３９ ５．４３

女 性 人 数 ２３ １１４ ６８ ６４ ６０ ６１ ３３ １６ ４ ２
平均（kg） ２１．１ ２０．３ ２１．７ ２２．１ ２２．６ ２２．０ ２２．０ ２２．６ １７．１ ２４．５
標準偏差 ６．２４ ５．５０ ６．０９ ６．８８ ６．８０ ６．５５ ５．２１ ８．６８ ３．３４ ３．５４

重 度 人 数 １２ ８０ ５７ ４２ ５７ ５５ １８ ２０ ５ ２
平均（kg） ２４．２ ２４．９ ２９．０ ２７．９ ３４．３ ２７．９ ３０．０ ２７．０ ２７．１ ３０．６
標準偏差 ８．２６ ９．２７ １０．７５ １０．４８ ４３．１１ １０．８４ １２．０５ ７．９６ ７．８３ ５．５９

重度以外 人 数 ４３ １３２ ８５ ８９ ８８ ６１ ４３ ２９ ５ ３
平均（kg） ２３．６ ２４．６ ２７．８ ２８．１ ３０．０ ２９．６ ２５．６ ３０．５ ２２．７ ２８．７
標準偏差 ６．６３ ８．７２ ９．１３ ９．９３ １０．１０ ９．２８ ６．９８ １０．７７ ８．５４ ７．６４

表１―５ 身体的側面（握力：左）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５５ ２２５ １４４ １３３ １４７ １２２ ６２ ４８ １０ ５

平均（kg） ２２．８ ２３．７ ２７．５ ２７．５ ２８．２ ２６．９ ２５．７ ２８．５ ２３．７ ３１．２
標準偏差 ６．９７ ８．８６ ９．８９ １０．１９ ９．７７ １０．２８ ８．７３ ９．１９ ８．３７ ８．００

男 性 人 数 ３２ １１２ ７６ ７０ ８６ ６１ ２９ ３２ ６ ３
平均（kg） ２４．７ ２８．３ ３３．３ ３２．９ ２８．２ ３３．３ ３１．４ ３１．４ ２８．８ ３５．７
標準偏差 ７．５１ ９．０４ ８．５４ ９．１８ ９．７７ ８．３４ ８．８１ ８．８８ ５．９８ ７．２９

女 性 人 数 ２３ １１３ ６８ ６３ ６１ ６１ ３３ １６ ４ ２
平均（kg） ２０．１ １９．１ ２１．０ ２１．４ ２１．３ ２０．５ ２０．８ ２２．７ １６．０ ２４．５
標準偏差 ５．１７ ５．７５ ６．８０ ７．５４ ６．７７ ７．７２ ４．８６ ６．９６ ４．３２ ０．７１

重 度 人 数 １１ ８０ ５７ ４１ ５８ ５５ １８ １９ ５ ２
平均（kg） ２３．７ ２３．３ ２８．０ ２７．０ ２８．１ ２５．７ ２８．３ ２４．７ ２５．４ ３２．３
標準偏差 ７．９６ ９．１２ １０．８５ １０．９２ ９．５０ １０．７５ １０．６４ ８．０７ ７．６７ ６．０１

重度以外 人 数 ４０ １２８ ８２ ８７ ８６ ６０ ４２ ２８ ５ ３
平均（kg） ２２．６ ２３．９ ２７．０ ２７．３ ２８．６ ２８．３ ２４．０ ３１．０ ２２．０ ３０．５
標準偏差 ６．４２ ９．１２ ９．３７ ９．８４ １０．０２ ９．６１ ６．９７ ９．３１ ９．５７ １０．４０
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付表２ 知能検査―１

表２―１ 田中ビネー検査

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２３ ７９ ５４ ４３ ３４ ２８ １６ ７ ２ ２

平均（IQ） ５２．０ ５２．３ ４８．４ ５０．０ ４７．７ ４７．６ ４４．７ ３７．３ ４２．５ ３３．５
標準偏差 ９．８５ １０．２２ １０．５７ １１．２７ ８．６０ １０．０９ １０．２５ ５．６２ １２．０２ ４．９５

男 性 人 数 １３ ４０ ２５ ２４ １９ １４ ９ ５ ２ １
平均（IQ） ４９．６ ５２．１ ５１．８ ５１．５ ４７．７ ４８．０ ４１．６ ３８．４ ４２．５ ３０．０
標準偏差 １０．７５ １１．０７ １１．７６ １０．１５ ８．６０ １２．９３ ９．６６ ６．２３ １２．０２ ＊

女 性 人 数 １０ ３９ ２９ １９ １５ １４ ７ ２ ０ １
平均（IQ） ５５．１ ５２．６ ４５．３ ４８．０ ４８．９ ４７．３ ４８．７ ３４．５ ＊ ３７．０
標準偏差 ８．０２ ９．４２ ８．５３ １２．５６ ８．７０ ６．６５ １０．２４ ３．５４ ＊ ＊

重 度 人 数 ７ ３１ ３５ ２４ １９ １８ １１ ５ １ ０
平均（IQ） ４５．０ ５４．４ ４６．５ ４７．２ ４６．７ ４５．８ ４２．７ ３５．０ ３４．０ ＊
標準偏差 ６．６８ １０．３４ ８．６４ １１．１０ ７．８６ ８．３５ １１．２６ ４．９０ ＊ ＊

重度以外 人 数 １３ ４０ １５ １５ １４ ７ ４ ２ １ ２
平均（IQ） ５５．４ ５１．９ ４９．８ ５１．３ ４７．８ ４７．１ ５０．０ ４３．０ ５１．０ ３３．５
標準偏差 ９．８２ １０．４７ １１．８５ １１．０５ ８．６６ １１．２０ ７．１６ １．４１ ＊ ４．９５

表２―２ 鈴木ビネー検査

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １０ ５８ ３７ ４４ ６５ ６１ ３０ １９ ５ ２

平均（IQ） ５５．４ ５１．９ ５１．７ ４９．４ ４８．３ ４７．７ ４６．８ ４５．９ ５２．４ ４０．５
標準偏差 ６．２０ ９．９８ １０．６０ ８．２３ ８．５９ ８．５４ ７．３３ ６．８１ １１．０１ ６．３６

男 性 人 数 ８ ３１ １８ ２２ ３６ ３１ １４ １１ ２ １
平均（IQ） ５６．６ ５３．２ ５０．６ ５０．８ ４８．３ ４８．５ ４９．２ ４５．６ ４９．５ ４５．０
標準偏差 ６．２５ １０．５４ １０．６０ ６．７８ ８．５９ ８．６４ ８．４３ ７．７２ ９．１９ ＊

女 性 人 数 ２ ２７ １９ ２２ ２９ ３０ １６ ８ ３ １
平均（IQ） ５０．５ ５０．５ ５２．８ ４８．０ ４８．４ ４６．７ ４４．７ ４６．３ ５４．３ ３６．０
標準偏差 ３．５４ ９．２７ １０．７６ ９．４１ ９．１６ ８．４７ ５．６５ ５．８２ １３．６５ ＊

重 度 人 数 １ ２７ ２１ ２３ ３６ ３７ １８ １１ ４ ２
平均（IQ） ６６．０ ４９．０ ５２．３ ５０．８ ４６．８ ４６．９ ４６．０ ４６．５ ４８．０ ４０．５
標準偏差 ＊ ８．１５ ９．９０ ７．３７ ７．８２ ８．４６ ４．８１ ４．９９ ５．７２ ６．３６

重度以外 人 数 ６ ２９ １５ ２１ ２７ ２２ １１ ８ １ ０
平均（IQ） ５４．３ ５５．８ ５１．５ ４７．９ ４９．４ ４９．０ ４７．５ ４５．０ ７０．０ ＊
標準偏差 ５．９９ ９．８３ １１．９５ ９．００ ９．０５ ８．７３ １０．５２ ９．０７ ＊ ＊

表２―３ WAIS―R（言語性検査：知識（基準年令換算評価点））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ３ ２８ ２３ ２１ ２７ １２ ８ ７ ２ ０

平均（点） ６．０ ４．６ ３．８ ３．０ ５．４ ５．２ ３．１ ３．９ ３．０ ＊
標準偏差 ２．６５ ４．１４ ２．５７ ２．１２ ４．０６ ４．５１ １．８９ ３．１８ １．４１ ＊

男 性 人 数 ０ １５ １５ １３ １８ ７ ４ ５ １ ０
平均（点） ＊ ４．８ ４．２ ３．５ ５．４ ６．６ ４．３ ４．８ ４．０ ＊
標準偏差 ＊ ４．３０ ３．０５ ２．５７ ４．０６ ５．３５ １．７１ ３．３５ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １３ ８ ８ ９ ５ ４ ２ １ ０
平均（点） ６．０ ４．５ ３．１ ２．３ ３．６ ３．２ ２．０ １．５ ２．０ ＊
標準偏差 ２．６５ ４．１２ １．１３ ０．７１ ２．４６ ２．１７ １．４１ ０．７１ ＊ ＊

重 度 人 数 １ １３ ８ １０ １０ ５ ３ １ ２ ０
平均（点） ４．０ ３．４ ３．９ ２．５ ６．６ ５．２ ２．３ ５．０ ３．０ ＊
標準偏差 ＊ ２．０２ ３．２３ ２．０１ ４．８４ ３．２７ ２．０８ ＊ １．４１ ＊

重度以外 人 数 １ １３ １４ １１ １７ ６ ４ ５ ０ ０
平均（点） ９．０ ５．９ ３．４ ３．５ ４．７ ５．８ ３．３ ４．０ ＊ ＊
標準偏差 ＊ ５．５６ １．５５ ２．２１ ３．５０ ５．６７ １．８９ ３．７４ ＊ ＊
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付表２ 知能検査―２

表２―４ WAIS―R（言語性検査：数唱（基準年令換算評価点））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ３ ２７ ２３ ２１ ２７ １２ ８ ７ ２ ０

平均（点） ８．３ ９．４ ７．８ ５．６ ８．４ ５．８ ４．４ ６．６ ３．５ ＊
標準偏差 ４．９３ ４．６５ ３．０９ ３．１２ ４．８３ ２．７９ ３．２５ ３．４６ ０．７１ ＊

男 性 人 数 ０ １５ １５ １３ １８ ７ ４ ５ １ ０
平均（点） ＊ ９．４ ７．５ ５．０ ８．４ ６．９ ６．０ ５．６ ４．０ ＊
標準偏差 ＊ ３．９１ ３．４４ ３．２９ ４．８３ ２．９１ ２．１６ ３．６５ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １２ ８ ８ ９ ５ ４ ２ １ ０
平均（点） ８．３ ９．３ ８．４ ６．５ ６．２ ４．４ ２．８ ９．０ ３．０ ＊
標準偏差 ４．９３ ５．６３ ２．３９ ２．７８ ３．４９ ２．０７ ３．５９ １．４１ ＊ ＊

重 度 人 数 １ １３ ８ １０ １０ ５ ３ １ ２ ０
平均（点） ５．０ ８．０ ６．６ ４．９ １０．４ ６．２ ２．３ ７．０ ３．５ ＊
標準偏差 ＊ ３．４６ ２．３９ ３．７５ ５．４２ ２．５９ ３．２１ ＊ ０．７１ ＊

重度以外 人 数 １ １２ １４ １１ １７ ６ ４ ５ ０ ０
平均（点） １４．０ １１．３ ８．４ ６．２ ７．２ ６．０ ５．８ ６．６ ＊ ＊
標準偏差 ＊ ４．６９ ３．４３ ２．４４ ４．１８ ３．１６ ３．３０ ４．２２ ＊ ＊

表２―５ WAIS―R（言語性検査：単語（基準年令換算評価点））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ３ ２８ ２３ ２１ ２７ １２ ８ ７ ２ ０

平均（点） １０．３ ８．９ ５．５ ４．４ ６．７ ９．９ ４．４ ５．７ ４．０ ＊
標準偏差 ４．０４ ６．５９ ３．５８ ４．５１ ３．９０ ９．０２ １．３０ ４．２７ ０．００ ＊

男 性 人 数 ０ １５ １５ １３ １８ ７ ４ ５ １ ０
平均（点） ＊ ８．８ ５．６ ４．９ ６．７ １３．３ ４．３ ６．４ ４．０ ＊
標準偏差 ＊ ６．６８ ４．２１ ５．４７ ３．９０ １０．０６ ０．５０ ５．０３ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １３ ８ ８ ９ ５ ４ ２ １ ０
平均（点） １０．３ ９．０ ５．４ ３．６ ６．１ ５．２ ４．５ ４．０ ４．０ ＊
標準偏差 ４．０４ ６．７６ ２．２０ ２．３９ ４．９６ ４．９２ １．９１ ０．００ ＊ ＊

重 度 人 数 １ １３ ８ １０ １０ ５ ３ １ ２ ０
平均（点） ６．０ ６．４ ５．３ ３．８ ６．８ ９．２ ３．３ １．０ ４．０ ＊
標準偏差 ＊ ３．５２ １．４９ ４．８７ ３．８５ ５．７２ ０．５８ ＊ ０．００ ＊

重度以外 人 数 １ １３ １４ １１ １７ ６ ４ ５ ０ ０
平均（点） １４．０ １０．８ ５．１ ５．０ ６．６ １１．５ ５．３ ６．２ ＊ ＊
標準偏差 ＊ ８．３２ ４．００ ４．３１ ４．０５ １１．９３ １．２６ ４．４９ ＊ ＊

表２―６ WAIS―R（言語性検査：算数（基準年令換算評価点））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ３ ２８ ２２ ２１ ２７ １２ ８ ７ ２ ０

平均（点） ６．０ ４．８ ４．２ ３．５ ４．０ ４．４ ３．０ ３．７ ３．０ ＊
標準偏差 ２．００ ２．３２ ２．０２ ２．０６ １．８２ ３．２６ １．６０ １．２５ ０．００ ＊

男 性 人 数 ０ １５ １５ １３ １８ ７ ４ ５ １ ０
平均（点） ＊ ５．１ ４．２ ２．９ ４．０ ５．４ ４．０ ３．４ ３．０ ＊
標準偏差 ＊ ２．７９ ２．０１ １．６１ １．８２ ３．５１ ０．８２ １．３４ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １３ ７ ８ ９ ５ ４ ２ １ ０
平均（点） ６．０ ４．５ ４．１ ４．５ ３．１ ３．０ ２．０ ４．５ ３．０ ＊
標準偏差 ２．００ １．６６ ２．１９ ２．４５ １．５４ ２．５５ １．６３ ０．７１ ＊ ＊

重 度 人 数 １ １３ ８ １０ １０ ５ ３ １ ２ ０
平均（点） ４．０ ３．９ ４．０ ２．８ ４．１ ５．０ ２．３ ４．０ ３．０ ＊
標準偏差 ＊ １．３８ ２．１４ １．９３ ２．１３ ３．３９ ０．５８ ＊ ０．００ ＊

重度以外 人 数 １ １３ １３ １１ １７ ６ ４ ５ ０ ０
平均（点） ８．０ ５．６ ４．２ ４．２ ３．９ ４．５ ３．３ ３．６ ＊ ＊
標準偏差 ＊ ２．９３ ２．０９ ２．０４ １．６８ ３．３９ ２．２２ １．５２ ＊ ＊
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付表２ 知能検査―３

表２―７ WAIS―R（言語性検査：理解（基準年令換算評価点））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ３ ２８ ２３ ２１ ２７ １２ ８ ７ ２ ０

平均（点） ９．３ ６．１ ４．６ ５．１ ５．１ ４．８ ４．６ ５．１ ４．０ ＊
標準偏差 ３．０６ ４．８９ ３．２３ ３．８５ ３．４３ ３．８９ ０．９２ ３．４８ ２．８３ ＊

男 性 人 数 ０ １５ １５ １３ １８ ７ ４ ５ １ ０
平均（点） ＊ ６．５ ４．０ ５．５ ５．１ ４．７ ５．３ ６．２ ６．０ ＊
標準偏差 ＊ ５．７６ ３．１６ ４．４８ ３．４３ ３．５５ ０．５０ ３．６３ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １３ ８ ８ ９ ５ ４ ２ １ ０
平均（点） ９．３ ５．７ ５．８ ４．４ ５．１ ４．８ ４．０ ２．５ ２．０ ＊
標準偏差 ３．０６ ３．８６ ３．２４ ２．６２ ２．７１ ４．７６ ０．８２ ０．７１ ＊ ＊

重 度 人 数 １ １３ ８ １０ １０ ５ ３ １ ２ ０
平均（点） ６．０ ４．２ ５．０ ５．３ ４．２ ５．０ ４．７ ６．０ ４．０ ＊
標準偏差 ＊ ２．７７ ２．６２ ４．７６ ２．４９ ４．４７ ０．５８ ＊ ２．８３ ＊

重度以外 人 数 １ １３ １４ １１ １７ ６ ４ ５ ０ ０
平均（点） １２．０ ７．５ ４．２ ４．９ ５．６ ５．０ ４．３ ４．４ ＊ ＊
標準偏差 ＊ ６．２１ ３．６４ ３．０２ ３．８６ ３．９５ ０．９６ ３．９１ ＊ ＊

表２―８ WAIS―R（言語性検査：類似（基準年令換算評価点））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ３ ２８ ２３ ２０ ２７ １２ ８ ７ ２ ０

平均（点） ４．７ ５．９ ４．１ ５．１ ５．９ ４．２ １．３ ２．４ ０．０ ＊
標準偏差 １．５３ ４．８８ ３．４０ ３．０９ ４．６０ ４．３４ １．３９ １．９９ ０．００ ＊

男 性 人 数 ０ １５ １５ １２ １８ ７ ４ ５ １ ０
平均（点） ＊ ５．５ ３．８ ４．８ ５．９ ５．７ ２．０ ２．６ ０．０ ＊
標準偏差 ＊ ５．０７ ２．４８ ３．４６ ４．６０ ５．０２ １．４１ ２．３０ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １３ ８ ８ ９ ５ ４ ２ １ ０
平均（点） ４．７ ６．４ ４．６ ５．４ ５．２ ２．０ ０．５ ２．０ ０．０ ＊
標準偏差 １．５３ ４．８１ ４．８４ ２．６２ ４．７１ ２．００ １．００ １．４１ ＊ ＊

重 度 人 数 １ １３ ８ ９ １０ ５ ３ １ ２ ０
平均（点） ５．０ ５．２ ３．１ ４．２ ７．１ ３．２ １．０ ３．０ ０．０ ＊
標準偏差 ＊ ４．７４ ２．２３ ３．１５ ５．０７ ２．５９ １．００ ＊ ０．００ ＊

重度以外 人 数 １ １３ １４ １１ １７ ６ ４ ５ ０ ０
平均（点） ６．０ ７．２ ４．７ ５．７ ５．１ ５．３ １．５ ２．２ ＊ ＊
標準偏差 ＊ ５．１５ ３．９７ ３．００ ４．２８ ５．７２ １．９１ ２．３９ ＊ ＊

表２―９ WAIS―R（動作性検査：完成（基準年令換算評価点））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５ ３１ ２７ ２４ ２９ １４ ８ ７ ２ ０

平均（点） １２．６ ８．２ ７．２ ５．８ ６．１ ５．８ ５．６ ４．３ ５．５ ＊
標準偏差 ７．７７ ４．３１ ３．９１ ３．８７ ３．７８ ３．３１ ３．３８ ３．２５ ３．５４ ＊

男 性 人 数 １ １６ １８ １５ ２０ ８ ４ ５ １ ０
平均（点） ３．０ ９．３ ７．３ ６．１ ６．１ ５．５ ７．５ ５．２ ８．０ ＊
標準偏差 ＊ ３．７２ ４．１７ ４．４７ ３．７８ ３．７４ ３．００ ３．４９ ＊ ＊

女 性 人 数 ４ １５ ９ ９ ９ ６ ４ ２ １ ０
平均（点） １５．０ ７．０ ７．０ ５．２ ５．３ ６．２ ３．８ ２．０ ３．０ ＊
標準偏差 ６．４８ ４．６９ ３．５７ ２．７３ ４．０９ ２．９３ ２．８７ ０．００ ＊ ＊

重 度 人 数 １ １５ ８ １０ １２ ５ ３ １ ２ ０
平均（点） ７．０ ８．５ ６．１ ４．７ ５．４ ６．８ ５．７ ５．０ ５．５ ＊
標準偏差 ＊ ４．０５ ４．２９ ４．３２ ２．９７ １．７９ ２．８９ ＊ ３．５４ ＊

重度以外 人 数 ３ １４ １８ １４ １７ ８ ４ ５ ０ ０
平均（点） １４．３ ８．２ ７．４ ６．６ ６．６ ５．８ ５．８ ４．０ ＊ ＊
標準偏差 １０．０２ ４．６９ ３．７９ ３．４６ ４．２７ ３．８１ ４．５７ ３．９４ ＊ ＊
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付表２ 知能検査―４

表２―１０ WAIS―R（動作性検査：配列（基準年令換算評価点））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５ ３１ ２７ ２４ ２９ １４ ８ ７ ２ ０

平均（点） １３．６ ８．５ ６．２ ５．１ ５．９ ６．２ ３．９ ４．９ ３．５ ＊
標準偏差 １２．７０ ４．６３ ４．３４ ３．６４ ４．２２ ５．３５ １．８１ ３．３９ ３．５４ ＊

男 性 人 数 １ １６ １８ １５ ２０ ８ ４ ５ １ ０
平均（点） １．０ ９．０ ６．８ ４．９ ５．９ ７．３ ４．８ ５．４ ６．０ ＊
標準偏差 ＊ ４．２４ ４．１９ ４．１８ ４．２２ ６．４５ ２．２２ ３．９７ ＊ ＊

女 性 人 数 ４ １５ ９ ９ ９ ６ ４ ２ １ ０
平均（点） １６．８ ７．９ ５．０ ５．４ ５．１ ４．８ ３．０ ３．５ １．０ ＊
標準偏差 １２．２０ ５．１０ ４．６４ ２．７０ ３．９２ ３．４９ ０．８２ ０．７１ ＊ ＊

重 度 人 数 １ １５ ８ １０ １２ ５ ３ １ ２ ０
平均（点） ３．０ ７．６ ４．４ ４．１ ５．８ ２．８ ４．３ ４．０ ３．５ ＊
標準偏差 ＊ ４．３１ ２．３３ ３．８７ ４．８５ １．３０ ３．２１ ＊ ３．５４ ＊

重度以外 人 数 ３ １４ １８ １４ １７ ８ ４ ５ ０ ０
平均（点） １２．３ ９．６ ７．１ ５．９ ５．９ ８．９ ３．５ ４．８ ＊ ＊
標準偏差 １２．６６ ５．０６ ４．９３ ３．４２ ３．８８ ５．７７ ０．５８ ４．０９ ＊ ＊

表２―１１ WAIS―R（動作性検査：模様（基準年令換算評価点））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５ ３１ ２７ ２４ ２９ １４ ８ ７ ２ ０

平均（点） １７．４ ２０．８ １５．１ １３．３ １６．９ １４．１ １１．８ ９．９ １４．０ ＊
標準偏差 １１．３０ １１．９３ １０．９７ １１．３９ １１．２０ １０．３８ １１．１２ １０．１６ １８．３８ ＊

男 性 人 数 １ １６ １８ １５ ２０ ８ ４ ５ １ ０
平均（点） ６．０ ２４．３ １６．７ １３．１ １６．９ １２．１ １２．３ １１．８ ２７．０ ＊
標準偏差 ＊ ９．８０ １１．６２ １２．８８ １１．２０ ８．０６ ８．３４ １１．５６ ＊ ＊

女 性 人 数 ４ １５ ９ ９ ９ ６ ４ ２ １ ０
平均（点） ２０．３ １７．１ １２．１ １３．７ １５．１ １６．８ １１．３ ５．０ １．０ ＊
標準偏差 １０．７８ １３．１８ ９．４３ ９．０８ １３．７９ １３．２０ １４．７７ ４．２４ ＊ ＊

重 度 人 数 １ １５ ８ １０ １２ ５ ３ １ ２ ０
平均（点） ６．０ １７．１ １１．１ １０．８ １６．９ １５．２ ７．０ １５．０ １４．０ ＊
標準偏差 ＊ ７．０１ ９．０５ ８．４４ １１．０３ ８．２９ １．７３ ＊ １８．３８ ＊

重度以外 人 数 ３ １４ １８ １４ １７ ８ ４ ５ ０ ０
平均（点） １７．０ ２６．５ １６．４ １５．１ １６．８ １５．１ １３．３ ４．８ ＊ ＊
標準偏差 １０．５４ １４．１９ １１．６４ １３．１０ １１．６５ １１．５９ １５．４４ ３．８３ ＊ ＊

表２―１２ WAIS―R（動作性検査：組み合わせ（基準年令換算評価点））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５ ３１ ２７ ２４ ２９ １４ ８ ７ ２ ０

平均（点） １１．４ １７．６ １６．０ １２．８ １３．１ １１．４ １１．４ ６．１ １８．５ ＊
標準偏差 ７．７７ ９．１５ １１．７１ １０．４３ ９．４８ ６．４２ ５．８０ ２．７３ １７．６８ ＊

男 性 人 数 １ １６ １８ １５ ２０ ８ ４ ５ １ ０
平均（点） ３．０ ２０．６ １７．９ １３．１ １３．１ １０．４ １０．５ ５．６ ６．０ ＊
標準偏差 ＊ ９．０６ １２．４７ １１．９２ ９．４８ ６．８６ ６．９５ １．９５ ＊ ＊

女 性 人 数 ４ １５ ９ ９ ９ ６ ４ ２ １ ０
平均（点） １３．５ １４．４ １２．２ １２．２ １４．２ １２．７ １２．３ ７．５ ６．０ ＊
標準偏差 ７．１４ ８．４０ ９．５１ ７．９５ １１．２９ ６．１２ ５．３２ ４．９５ ＊ ＊

重 度 人 数 １ １５ ８ １０ １２ ５ ３ １ ２ ０
平均（点） ３．０ １６．７ １３．１ １２．６ ９．８ １２．８ ８．７ ８．０ １８．５ ＊
標準偏差 ＊ ７．０８ １０．８２ ８．５８ ７．５８ ６．２２ ２．０８ ＊ １７．６８ ＊

重度以外 人 数 ３ １４ １８ １４ １７ ８ ４ ５ ０ ０
平均（点） １２．７ １９．４ １６．５ １２．９ １５．５ １１．８ １３．５ ６．０ ＊ ＊
標準偏差 ８．５０ １１．４０ １２．００ １１．８９ １０．１７ ６．１１ ７．９０ ３．１６ ＊ ＊
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付表２ 知能検査―５

表２―１３ WAIS―R（動作性検査：符号（基準年令換算評価点））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５ ３１ ２７ ２３ ２９ １４ ８ ７ ２ ０

平均（点） ２８．０ ３６．１ ２６．４ ２８．２ ３２．８ ２６．４ １９．４ １７．４ １７．０ ＊
標準偏差 １２．８８ １３．２５ １８．５５ １６．３８ １２．６３ １２．４５ １１．８２ １１．２１ １６．９７ ＊

男 性 人 数 １ １６ １８ １４ ２０ ８ ４ ５ １ ０
平均（点） ８．０ ４１．３ ２８．４ ２３．４ ３２．８ ２７．６ ２３．８ １９．２ ２９．０ ＊
標準偏差 ＊ １１．６１ １９．３９ １８．０３ １２．６３ １４．４６ １５．６５ １１．１７ ＊ ＊

女 性 人 数 ４ １５ ９ ９ ９ ６ ４ ２ １ ０
平均（点） ３３．０ ３０．６ ２２．３ ３５．７ ３１．４ ２４．７ １５．０ １３．０ ５．０ ＊
標準偏差 ７．３９ １２．９８ １７．１０ １０．３０ １５．１８ １０．２１ ５．４８ １４．１４ ＊ ＊

重 度 人 数 １ １５ ８ ９ １２ ５ ３ １ ２ ０
平均（点） ２８．０ ３６．５ ２４．１ ２４．７ ３３．８ ３２．４ １５．３ ２２．０ １７．０ ＊
標準偏差 ＊ ８．２５ １７．０６ １３．９７ １４．４７ １０．１６ ８．５０ ＊ １６．９７ ＊

重度以外 人 数 ３ １４ １８ １４ １７ ８ ４ ５ ０ ０
平均（点） ２３．３ ３５．４ ２６．８ ３０．４ ３２．２ ２５．８ ２０．８ １４．６ ＊ ＊
標準偏差 １４．１９ １８．１８ １９．９６ １７．８９ １１．５９ １０．５１ １５．６３ １２．２６ ＊ ＊
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付表３ 一般職業適性検査―１

表３―１ GATB（器具検査１：M検査（差し込み））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ６５ ２６２ １７３ １６７ １７９ １６０ １１９ ６９ １５ ８

平均（素点） ５６．９ ６０．２ ６２．２ ６２．１ ６２．３ ６１．７ ５９．１ ５９．５ ５８．９ ６１．０
標準偏差 １２．３８ １２．４８ １２．０８ １１．３９ １２．０９ １１．０９ １１．７７ １２．４１ ９．６５ ８．００

男 性 人 数 ３８ １２６ ９２ ９０ １０４ ７８ ６４ ４６ ８ ６
平均（素点） ５５．３ ６２．６ ６４．８ ６２．９ ６２．３ ６３．６ ５９．７ ５９．８ ５５．８ ６２．０
標準偏差 １２．５７ １３．５８ １０．０４ １１．８９ １２．０９ １１．１２ １１．５７ １２．０６ ９．７１ ８．８５

女 性 人 数 ２７ １３６ ８１ ７７ ７５ ８２ ５５ ２３ ７ ２
平均（素点） ５９．０ ５８．１ ５９．２ ６１．２ ６１．０ ５９．８ ５８．３ ５８．９ ６２．６ ５８．０
標準偏差 １２．０２ １０．９７ １３．４９ １０．７９ １２．２８ １０．８０ １２．０６ １３．３５ ８．８５ ５．６６

重 度 人 数 １４ ８７ ７２ ６２ ７４ ７９ ６６ ３７ １０ ５
平均（素点） ５９．２ ６０．６ ６１．０ ６１．８ ６１．１ ６０．６ ５８．９ ５９．２ ６２．６ ６１．２
標準偏差 １１．４８ １２．９７ １１．７９ １０．９９ １１．１０ ９．７８ １２．６２ ９．３５ ７．１２ ９．６５

重度以外 人 数 ４３ １５４ ９４ ９８ １０１ ７４ ５１ ３１ ５ ３
平均（素点） ５６．２ ５９．９ ６３．４ ６２．２ ６２．７ ６３．５ ５８．９ ５９．５ ５１．６ ６０．７
標準偏差 １１．３２ １２．３１ １２．４０ １１．８４ １２．７２ １１．８２ １０．８０ １５．５１ １０．５３ ６．１１

表３―２ GATB（器具検査２：N検査（差し替え））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ６５ ２６１ １７３ １６６ １７９ １６０ １１９ ６９ １５ ８

平均（素点） ６０．５ ６３．３ ６６．２ ６５．０ ６４．９ ６４．４ ６２．６ ６３．０ ５９．１ ６０．３
標準偏差 １２．３２ １３．１４ １２．７１ １２．３２ １２．３７ １１．４９ １２．６７ １０．７７ １０．０７ １２．１９

男 性 人 数 ３８ １２６ ９２ ８９ １０４ ７８ ６４ ４６ ８ ６
平均（素点） ５９．５ ６４．４ ６７．９ ６３．３ ６４．９ ６４．２ ６１．９ ６２．８ ５３．６ ６３．８
標準偏差 １２．０６ １４．６０ １０．５６ １１．８４ １２．３７ １１．８５ １２．５５ １０．９１ ８．６８ １２．０９

女 性 人 数 ２７ １３５ ８１ ７７ ７５ ８２ ５５ ２３ ７ ２
平均（素点） ６１．９ ６２．３ ６４．２ ６６．８ ６４．７ ６４．６ ６３．４ ６３．５ ６５．３ ４９．５
標準偏差 １２．７８ １１．５７ １４．６１ １２．６６ １３．２７ １１．２１ １２．８８ １０．７１ ８．０１ ０．７１

重 度 人 数 １４ ８７ ７２ ６２ ７４ ８０ ６６ ３７ １０ ５
平均（素点） ６２．５ ６３．１ ６４．０ ６４．６ ６３．５ ６３．７ ６２．５ ６０．６ ６１．０ ６１．６
標準偏差 １２．８５ １３．４７ １２．３２ １２．３８ １１．４５ １０．３９ １３．０６ １０．０３ ９．５６ １２．０５

重度以外 人 数 ４３ １５３ ９４ ９７ １０１ ７３ ５１ ３１ ５ ３
平均（素点） ６０．１ ６３．２ ６８．２ ６４．８ ６５．３ ６５．８ ６２．３ ６５．６ ５５．２ ５８．０
標準偏差 １０．９０ １３．０９ １２．７８ １２．５９ １２．７８ １２．１８ １２．２３ １１．２４ １１．０３ １４．７３

表３―３ GATB（器具検査３：O検査（組み合わせ））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５７ ２２６ １４９ １３７ １５３ １２３ ６２ ４４ ８ ５

平均（素点） １３．５ １４．０ １５．６ １５．３ １４．９ １４．６ １４．０ １３．５ １０．９ １２．４
標準偏差 ５．５５ ５．１９ ７．６８ ５．２２ ４．７３ ４．３６ ４．２９ ４．８０ ３．９４ ２．６１

男 性 人 数 ３２ １０９ ８３ ７２ ８７ ６１ ２７ ３１ ４ ３
平均（素点） １２．９ １４．１ １５．４ １５．５ １４．９ １４．５ １３．９ １２．８ １０．５ １４．０
標準偏差 ５．８２ ５．６９ ４．６６ ５．６７ ４．７３ ３．９４ ３．９３ ４．０５ ５．４５ ２．００

女 性 人 数 ２５ １１７ ６６ ６５ ６６ ６２ ３５ １３ ４ ２
平均（素点） １４．３ １３．９ １５．８ １５．２ １５．６ １４．７ １４．２ １５．３ １１．３ １０．０
標準偏差 ５．２０ ４．７０ １０．３４ ４．７０ ４．５３ ４．７８ ４．６０ ６．０５ ２．５０ ０．００

重 度 人 数 １０ ６９ ６１ ４８ ６２ ５６ ２２ １６ ４ ２
平均（素点） １２．７ １３．７ １４．９ １４．７ １３．９ １４．３ １４．２ １４．０ １２．８ １３．０
標準偏差 ４．８１ ５．７８ ４．２７ ４．６４ ５．１３ ４．２８ ４．４９ ４．９４ ３．５９ １．４１

重度以外 人 数 ３９ １４１ ８３ ８５ ８７ ６２ ３９ ２７ ４ ３
平均（素点） １４．２ １４．４ １６．２ １５．５ １５．５ １５．０ １４．０ １３．２ ９．０ １２．０
標準偏差 ５．８５ ４．９９ ９．５２ ５．４０ ４．３３ ４．３５ ４．２８ ４．８６ ３．７４ ３．４６

１２８



付表３ 一般職業適性検査―２

表３―４ GATB（器具検査４：P検査（分解））

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５７ ２２６ １４９ １３７ １５２ １２２ ６２ ４４ ８ ５

平均（素点） １５．９ １７．２ １９．３ １８．３ １８．０ １７．３ １７．０ １７．４ １４．６ １４．２
標準偏差 ６．２５ ５．６２ ７．３８ ５．２７ ５．１９ ４．８８ ５．０６ ８．８３ ６．７６ ２．４９

男 性 人 数 ３２ １０９ ８３ ７２ ８６ ６１ ２７ ３１ ４ ３
平均（素点） １５．２ １７．４ １９．７ １８．１ １８．０ １７．５ １６．９ １７．８ １３．３ １５．３
標準偏差 ６．７８ ６．１５ ５．０５ ４．９６ ５．１９ ４．４３ ４．４４ ９．８０ ６．９５ ２．３１

女 性 人 数 ２５ １１７ ６６ ６５ ６６ ６１ ３５ １３ ４ ２
平均（素点） １６．９ １７．０ １８．７ １８．６ １８．９ １７．１ １７．０ １６．５ １６．０ １２．５
標準偏差 ５．４９ ５．０８ ９．５５ ５．６１ ５．１３ ５．３２ ５．５５ ６．１５ ７．３０ ２．１２

重 度 人 数 １０ ６９ ６１ ４８ ６２ ５６ ２２ １６ ４ ２
平均（素点） １６．６ １６．７ １８．４ １８．１ １７．６ １６．４ １８．０ １９．６ １７．０ １６．０
標準偏差 ６．７２ ６．３４ ５．１８ ５．３７ ５．４３ ４．４９ ５．０４ １２．８６ ５．３５ ２．８３

重度以外 人 数 ３９ １４１ ８３ ８５ ８６ ６１ ３９ ２７ ４ ３
平均（素点） １６．２ １７．５ ２０．０ １８．４ １８．２ １８．３ １６．４ １６．０ １２．３ １３．０
標準偏差 ６．３１ ５．１８ ８．７０ ５．２３ ５．０３ ５．０２ ５．１１ ５．３０ ７．９３ １．７３

１２９



付表４ ワークサンプル法―１

表４―１ ワークサンプル法（ボルト・ナットの組み立て）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２１ ５４ １９ １５ ４２ ２４ １９ ６ ０ １

平均（秒） １４０．１ １６４．３ １８１．６ １２０．３ １１９．９ １５１．７ １４７．３ １２９．７ ＊ １０７．０
標準偏差 ４３．６９ ５０．７２ ７９．５９ ７４．３９ ４５．６５ ７０．８３ ３４．０８ ２５．２３ ＊ ＊

男 性 人 数 １３ ２０ １０ １０ ２２ ９ ９ ５ ０ ０
平均（秒） １４５．２ １６１．５ １５２．４ １３０．９ １１９．９ １７６．３ １４４．７ １３５．４ ＊ ＊
標準偏差 ５２．４４ ４４．０９ ６５．９１ ７９．３５ ４５．６５ ７９．６５ ３０．１１ ２３．４４ ＊ ＊

女 性 人 数 ８ ３４ ９ ５ ２０ １５ １０ １ ０ １
平均（秒） １３１．９ １６５．９ ２１４．１ ９９．０ １３０．０ １３６．９ １４９．６ １０１．０ ＊ １０７．０
標準偏差 ２４．７６ ５４．８１ ８４．３４ ６５．９８ ５２．７９ ６３．１９ ３８．７８ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ３ ２５ ７ ５ １７ １２ １１ ２ ０ １
平均（秒） １２３．３ １７２．０ １８１．５ １０７．２ １２５．８ １７８．９ １３５．６ １３１．０ ＊ １０７．０
標準偏差 ４０．８６ ４７．１１ ６７．７８ ９２．６９ ５１．５４ ７５．７０ ３２．０３ ３５．３６ ＊ ＊

重度以外 人 数 １３ ２６ １１ １０ ２５ １１ ８ ４ ０ ０
平均（秒） １５０．３ １６１．５ １７７．５ １２６．８ １１５．９ １２８．７ １６３．３ １２９．０ ＊ ＊
標準偏差 ４５．６２ ５４．１６ ９１．７７ ６８．１８ ４１．８１ ５６．７７ ３１．８９ ２５．３５ ＊ ＊

表４―２ ワークサンプル法（ボルト・ナットの分解）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２０ ３１ １１ ９ ３７ １７ １９ ６ ０ １

平均（秒） ７４．８ ９０．１ ９４．３ ６３．９ ７３．８ １０１．２ ８５．６ ７７．８ ＊ ４７．０
標準偏差 １８．１７ ３２．１８ ４０．３６ １６．６５ ２７．９８ ５６．５９ ２６．６３ １８．３０ ＊ ＊

男 性 人 数 １２ １９ ７ ７ ２１ ６ ９ ５ ０ ０
平均（秒） ７２．５ ９５．８ ９６．７ ６２．３ ７３．８ １２８．５ ８９．９ ８１．６ ＊ ＊
標準偏差 １７．６０ ３５．３９ ４５．２９ １５．１５ ２７．９８ ６４．２５ ３１．８６ １７．６７ ＊ ＊

女 性 人 数 ８ １２ ４ ２ １６ １１ １０ １ ０ １
平均（秒） ７８．１ ８０．９ ９０．０ ６９．５ ７７．９ ８６．４ ８１．８ ５９．０ ＊ ４７．０
標準偏差 １９．６７ ２５．０１ ３５．９２ ２７．５８ ３５．２３ ４８．６９ ２１．９４ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ３ １３ ４ ３ １６ ９ １１ ２ ０ １
平均（秒） ６５．３ ９６．６ １１３．８ ５８．３ ７７．２ １２３．６ ８０．６ ７３．０ ＊ ４７．０
標準偏差 １３．３２ ２４．１５ ５３．５４ ２４．４２ ３０．４２ ６１．８５ ２６．２９ ２１．２１ ＊ ＊

重度以外 人 数 １２ １７ ７ ６ ２１ ８ ８ ４ ０ ０
平均（秒） ７９．２ ８７．２ ８３．１ ６６．７ ７１．２ ７６．１ ９２．５ ８０．３ ＊ ＊
標準偏差 １６．２５ ３７．１４ ２９．７５ １３．３２ ２６．４４ ３９．８２ ２７．２６ １９．６２ ＊ ＊

表４―３ ワークサンプル法（十字ドライバーのボルト取り付け）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １２ ３５ ４６ ８ ３１ ８ ７ ３ １ ２

平均（秒） ５３．８ ４９．５ ７０．４ ５６．４ ６２．２ ５０．６ ５９．７ ７０．０ ４７．０ ９１．５
標準偏差 １４．５３ １１．０８ ３０．７６ ２１．５１ ２７．７０ １７．７９ ２０．０１ ２８．５８ ＊ １２．０２

男 性 人 数 ９ １７ ２２ ６ ２１ ４ ３ ３ １ ０
平均（秒） ５５．１ ５２．１ ６８．４ ５１．２ ６２．２ ５８．０ ５２．０ ７０．０ ４７．０ ＊
標準偏差 １６．２２ １１．２４ ３４．５１ １９．６９ ２７．７０ ２３．２５ １６．０９ ２８．５８ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １８ ２４ ２ １０ ４ ４ ０ ０ ２
平均（秒） ５０．０ ４７．１ ７２．２ ７２．０ ６０．９ ４３．３ ６５．５ ＊ ＊ ９１．５
標準偏差 ８．８９ １０．６５ ２７．５１ ２５．４６ ２３．０９ ７．２７ ２２．８８ ＊ ＊ １２．０２

重 度 人 数 ２ １１ １５ ４ １４ ３ ５ １ ０ １
平均（秒） ３８．５ ４８．９ ７２．４ ５３．８ ６６．６ ４０．０ ６４．４ ５４．０ ＊ １００．０
標準偏差 ６．３６ １０．４４ ３０．８０ ２４．８９ ２１．７０ ４．００ ２２．４５ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ８ １９ ２９ ４ １６ ５ ２ ２ １ １
平均（秒） ５７．５ ４９．４ ７０．３ ５９．０ ６０．０ ５７．０ ４８．０ ７８．０ ４７．０ ８３．０
標準偏差 １４．３３ １２．０８ ３１．７６ ２１．０１ ３２．５１ ２０．２６ １．４１ ３５．３６ ＊ ＊

１３０



付表４ ワークサンプル法―２

表４―４ ワークサンプル法（十字ドライバーのボルトはずし）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １２ ２６ １０ ５ ２８ ８ ７ ３ １ ２

平均（秒） ３３．０ ３１．３ ３８．８ ３１．０ ３８．５ ３４．８ ３８．９ ４７．０ ３０．０ ８３．５
標準偏差 ７．５９ １０．１３ １２．５３ １１．５８ １７．７１ １４．３２ １９．７１ １４．００ ＊ ４５．９６

男 性 人 数 ９ １５ ７ ４ ２０ ４ ３ ３ １ ０
平均（秒） ３３．９ ３２．９ ３４．０ ２６．３ ３８．５ ３７．０ ３８．７ ４７．０ ３０．０ ＊
標準偏差 ８．０７ １０．４９ ６．０８ ５．３２ １７．７１ １４．９０ ２４．６６ １４．００ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １１ ３ １ ８ ４ ４ ０ ０ ２
平均（秒） ３０．３ ２９．０ ５０．０ ５０．０ ４２．３ ３２．５ ３９．０ ＊ ＊ ８３．５
標準偏差 ６．５１ ９．６２ １８．０８ ＊ ２２．１６ １５．５９ １９．２７ ＊ ＊ ４５．９６

重 度 人 数 ２ ８ ４ ２ １３ ３ ５ １ ０ １
平均（秒） ２５．５ ２７．１ ４０．３ ３０．５ ４５．８ ２５．０ ３５．８ ３７．０ ＊ １１６．０
標準偏差 ０．７１ ５．７２ ７．４１ ３．５４ ２１．３４ ５．２０ １８．２１ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ８ １５ ５ ３ １５ ５ ２ ２ １ １
平均（秒） ３４．３ ３２．９ ３９．８ ３１．３ ３２．１ ４０．６ ４６．５ ５２．０ ３０．０ ５１．０
標準偏差 ７．８９ １０．７０ １６．７２ １６．１７ １１．０１ １５．２１ ２８．９９ １５．５６ ＊ ＊

表４―５ ワークサンプル法（蛇口の組み立て）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５３ １４４ ９６ ６３ ６５ ２９ ４９ ４ １３ ３

平均（秒） ９４．０ １０９．７ １０８．１ １０４．３ １１０．４ １１１．３ １１５．５ ９１．８ １１４．３ ９７．０
標準偏差 ２２．９０ ４９．３４ ３１．７０ ３５．２７ ３４．５０ ３８．５２ ４０．５３ ８．９６ ５０．４４ ２７．００

男 性 人 数 ３１ ７８ ５５ ３１ ４３ １６ １９ １ ７ ２
平均（秒） ９８．６ １０９．２ １０８．０ ９６．６ １１０．４ １１７．９ １０９．９ １００．０ １０９．６ ８３．５
標準偏差 ２４．８２ ４７．８９ ３２．８９ ２４．７４ ３４．５０ ４１．２８ ３３．１１ ＊ ３３．６４ １９．０９

女 性 人 数 ２２ ６６ ４１ ３２ ２２ １３ ３０ ３ ６ １
平均（秒） ８７．５ １１０．３ １０８．３ １１１．８ １１２．８ １０３．２ １１９．０ ８９．０ １１９．８ １２４．０
標準偏差 １８．５４ ５１．３６ ３０．４３ ４２．１８ ４３．１１ ３４．６６ ４４．７９ ８．６６ ６８．４２ ＊

重 度 人 数 ８ ４３ ３９ ２６ ２９ １５ ２６ １ ８ ２
平均（秒） ８９．０ １１５．４ １０７．４ １０６．８ １０８．５ １１１．１ １１９．２ ９９．０ １２４．０ ８３．５
標準偏差 ２２．５４ ５６．８５ ３０．４５ ４５．９３ ３０．８５ ３５．０４ ４９．６１ ＊ ６２．３３ １９．０９

重度以外 人 数 ３７ ８９ ５３ ３５ ３３ １３ ２３ ３ ５ １
平均（秒） ９５．７ １１０．４ １０７．７ １０２．６ １１３．５ １０５．０ １１１．３ ８９．３ ９８．８ １２４．０
標準偏差 ２４．０８ ４７．６５ ３３．１０ ２５．４４ ３８．１１ ３７．０７ ２７．４４ ９．２４ １８．５９ ＊

表４―６ ワークサンプル法（蛇口の分解）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ５０ １２９ ７５ ５３ ５９ ２８ ４１ ３ １３ ３

平均（秒） ６５．０ ７４．０ ７２．７ ７４．７ ７５．２ ７２．４ ７９．４ ５１．７ ７２．０ ６７．７
標準偏差 １５．４１ ４０．０９ ２０．８６ ２６．３９ ２４．５３ ２１．４５ ２３．５１ ５．０３ ３０．８２ ２１．９６

男 性 人 数 ２８ ７６ ４５ ２８ ４３ １５ １６ ０ ７ ２
平均（秒） ６４．９ ７６．３ ７３．０ ７２．７ ７５．２ ７３．１ ７４．０ ＊ ６４．１ ５５．０
標準偏差 １５．５２ ４７．９４ ２２．９７ ２１．８３ ２４．５３ ２３．９２ １９．５９ ＊ ３０．３２ １．４１

女 性 人 数 ２２ ５３ ３０ ２５ １６ １３ ２５ ３ ６ １
平均（秒） ６５．２ ７０．９ ７２．２ ７７．０ ８０．８ ７１．５ ８２．９ ５１．７ ８１．２ ９３．０
標準偏差 １５．６４ ２４．９６ １７．５７ ３１．０３ ２８．０２ １９．１３ ２５．４８ ５．０３ ３１．４５ ＊

重 度 人 数 ８ ３９ ２７ ２３ ２７ １４ ２０ １ ８ ２
平均（秒） ６５．３ ７３．４ ６９．８ ７５．０ ８０．５ ６８．１ ７８．５ ５７．０ ７２．３ ５５．０
標準偏差 １８．４８ ２８．６４ １９．７７ ２８．５２ ２４．５８ ２０．３２ ２７．２８ ＊ ３８．３４ １．４１

重度以外 人 数 ３４ ７７ ４４ ２８ ３０ １３ ２１ ２ ５ １
平均（秒） ６３．２ ７６．５ ７３．９ ７５．３ ７０．４ ７２．９ ８０．３ ４９．０ ７１．６ ９３．０
標準偏差 １４．６５ ４７．１３ ２２．１１ ２５．５５ ２３．９６ １８．３１ １９．９１ ２．８３ １６．６４ ＊

１３１



付表４ ワークサンプル法―３

表４―７ ワークサンプル法（ワッシャーの選別）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ４５ １４６ ７９ ６１ ７２ ４８ ３８ ５ ５ ５

平均（秒） ７８．８ ８０．５ ９０．３ ７３．１ ８８．９ ８２．４ ８４．７ １１６．０ ９９．４ ８１．６
標準偏差 ２２．８６ ２７．７６ ３４．６２ ２３．９３ ５５．４８ ３９．９０ ２５．９１ ４２．０２ ２７．１２ ３１．５０

男 性 人 数 ２７ ６６ ４０ ３２ ４４ ２２ １８ ５ ２ ３
平均（秒） ７６．６ ８２．８ ８１．４ ７２．９ ８８．９ ８０．８ ９０．１ １１６．０ ７５．５ ９４．０
標準偏差 ２３．２３ ３３．５３ ２７．７５ １７．９２ ５５．４８ １５．５１ ２７．５６ ４２．０２ １６．２６ ３４．３９

女 性 人 数 １８ ８０ ３９ ２９ ２８ ２６ ２０ ０ ３ ２
平均（秒） ８２．１ ７８．７ ９９．４ ７３．４ ８１．３ ８３．７ ７９．８ ＊ １１５．３ ６３．０
標準偏差 ２２．５５ ２１．９４ ３８．７７ ２９．５３ ２１．８２ ５２．７８ ２３．９８ ＊ １９．６６ ２１．２１

重 度 人 数 ５ ５４ ３３ ２７ ３１ ２５ １８ ２ ３ ３
平均（秒） ６６．８ ８３．１ ９２．０ ７０．１ １０１．５ ９０．８ ８０．７ ９８．０ １１０．０ ６９．０
標準偏差 ８．２９ ３０．９７ ３５．１５ ２５．４４ ７９．１８ ５０．８９ ２８．６７ ６７．８８ ２５．８７ ２９．７２

重度以外 人 数 ３２ ７７ ４３ ３４ ３９ ２０ １９ ３ ２ ２
平均（秒） ７９．９ ８１．１ ８８．９ ７５．５ ７８．４ ７４．３ ８８．３ １２８．０ ８３．５ １００．５
標準偏差 ２２．９６ ２７．３２ ３５．６５ ２２．７７ ２１．１５ ２０．９９ ２３．９６ ２６．２３ ２７．５８ ３１．８２

表４―８ ワークサンプル法（ピンセットによる差し込み）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２４ ４０ ２８ １６ ２０ １７ ３４ ４ １ ０

平均（秒） ８８．０ １０７．１ １１１．４ １０５．９ １０４．１ １０１．６ １０６．５ １０９．３ ９８．０ ＊
標準偏差 ３３．４５ ６３．２７ ４０．７９ ３３．６２ ５７．２３ ３３．３２ ４３．８５ ２０．６１ ＊ ＊

男 性 人 数 １３ １５ ９ ７ １６ ７ １４ ３ ０ ０
平均（秒） ９８．１ １２３．８ １１０．９ ９７．７ １０４．１ １０４．１ １１３．６ １１６．０ ＊ ＊
標準偏差 ３５．９２ ８７．５１ ５０．８１ １９．０１ ５７．２３ ３５．６０ ３９．４９ １９．０８ ＊ ＊

女 性 人 数 １１ ２５ １９ ９ ４ １０ ２０ １ １ ０
平均（秒） ７６．１ ９７．１ １１１．６ １１２．３ １２２．５ ９９．９ １０１．６ ８９．０ ９８．０ ＊
標準偏差 ２７．１５ ４１．９４ ３６．７２ ４１．７６ ７０．１２ ３３．４８ ４７．０１ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ６ １２ １２ ９ ９ ９ １５ １ ０ ０
平均（秒） ８９．２ １１８．１ １０１．７ １１４．９ １２６．６ ９８．２ １２３．７ １０６．０ ＊ ＊
標準偏差 ３１．１５ ９９．８１ ３４．３１ ３５．２０ ７５．６２ ３３．７８ ５７．７５ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 １６ ２２ １６ ５ １０ ７ １８ ３ １ ０
平均（秒） ８６．９ １０７．１ １１８．７ ９４．４ ８６．５ １０９．０ ９１．１ １１０．３ ９８．０ ＊
標準偏差 ３４．５６ ４１．７７ ４４．７１ ３３．４５ ３０．０３ ３５．８８ ２１．２９ ２５．１１ ＊ ＊
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付表５ その他の器具検査―１

表５―１ 大小分類検査

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ５３ ２０ ５６ ６１ ３６ ５ １２ ５

平均（秒） ２２３．２ ２０９．０ ２４３．７ ２３６．０ ２３５．９ ２２０．０ ２５２．０ ２６７．８ ２３３．０ ２３０．６
標準偏差 ５３．７５ ６３．５８ ６３．４８ ８２．８８ ８５．００ ６９．１０ ８１．０３ ５１．１０ ６０．５４ ８２．９７

男 性 人 数 ７ ２１ ２７ １０ ３３ ２７ １０ ３ ７ ４
平均（秒） ２００．７ ２０７．０ ２４４．２ ２２６．５ ２３５．９ ２３６．９ ２５２．０ ２８６．３ ２２６．６ ２４４．８
標準偏差 ３８．５１ ５９．６７ ４９．６３ ９１．６５ ８５．００ ６９．２８ ８８．２６ ４５．６５ ６９．３８ ８８．５７

女 性 人 数 ６ １７ ２６ １０ ２３ ３４ ２６ ２ ５ １
平均（秒） ２４９．５ ２１１．４ ２４３．２ ２４５．５ ２５３．７ ２０６．５ ２３６．７ ２４０．０ ２４２．０ １７４．０
標準偏差 ６０．１３ ６９．８９ ７６．２９ ７６．８１ ８６．８６ ６６．９２ ７９．５０ ６０．８１ ５１．８２ ＊

重 度 人 数 ２ １０ ２４ ８ ２４ ３０ １６ １ ７ ３
平均（秒） ２２０．５ ２２５．８ ２４１．２ １９３．５ ２３０．７ ２１２．６ ２３８．９ ２５８．０ ２３４．７ ２０３．０
標準偏差 ４５．９６ ５６．８４ ６５．９１ ６１．９０ ９１．４１ ７０．１１ ９０．０６ ＊ ４１．６６ ３６．１７

重度以外 人 数 ７ ２２ ２５ １０ ３２ ２８ １９ ４ ５ ２
平均（秒） ２４５．１ ２１２．２ ２４８．３ ２８０．４ ２３９．８ ２２５．８ ２３１．９ ２７０．３ ２３０．６ ２７２．０
標準偏差 ６０．２８ ７０．２９ ６６．２７ ８４．２２ ８１．１４ ７０．２２ ５９．８５ ５８．６６ ８６．３９ ＊

表５―２ 紐かけ検査

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ３９ ４４ ９１ ２８ ４３ ６０ ５０ ５ １０ ０

平均（秒） ６２．３ ５５．９ ７８．７ ６１．９ ５２．５ ６６．６ ７５．７ ６１．４ ９８．５ ＊
標準偏差 ４１．３１ ３７．３３ ７１．９９ ５５．２７ ３７．７２ ４３．３０ ６１．６０ ３３．１６ ８２．３７ ＊

男 性 人 数 ２１ １７ ５０ １２ ２５ ２９ ２５ ３ ６ ０
平均（秒） ６１．２ ５４．４ ７９．５ ６７．４ ５２．５ ５４．３ ６８．４ ６７．０ １３０．８ ＊
標準偏差 ４１．１３ ３４．６８ ７１．８２ ６２．９７ ３７．７２ ３０．４３ ４９．６７ ４５．５７ ９２．７９ ＊

女 性 人 数 １８ ２７ ４１ １６ １８ ３１ ２５ ２ ４ ０
平均（秒） ６３．５ ５６．８ ７７．７ ５７．７ ５０．８ ７８．２ ８３．０ ５３．０ ５０．０ ＊
標準偏差 ４２．６７ ３９．５２ ７３．０８ ５０．４７ ３７．５３ ５０．３９ ７１．９０ ２．８３ ２７．８３ ＊

重 度 人 数 ７ １０ ３７ １１ ２０ ２８ ２４ ２ ８ ０
平均（秒） ７２．３ ７１．７ ５８．８ ６９．６ ６２．９ ６６．２ ９５．３ ４５．０ １０６．９ ＊
標準偏差 ５２．７７ ４５．３１ ３１．６９ ５７．９３ ４５．０５ ４１．５３ ７９．６３ ３５．３６ ８９．２９ ＊

重度以外 人 数 ２８ ３０ ４９ １５ ２３ ３０ ２６ ３ ２ ０
平均（秒） ６６．０ ５１．２ ８９．６ ５９．９ ４３．５ ６０．５ ５７．６ ７２．３ ６５．０ ＊
標準偏差 ４５．１４ ３５．１７ ８２．９８ ５７．５７ ２７．９２ ３１．５４ ２９．９４ ３３．５５ ４９．５０ ＊

表５―３ タッピング

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ３３ ９０ １０３ ２１ ６８ ６１ ３６ ９ １６ ５

平均（回） ２８１．７ ２６８．８ ２４７．７ ２６１．７ ２５８．０ ２６７．７ ２６３．１ ２８７．６ ２７０．９ ３０１．８
標準偏差 ３７．９３ ５５．５９ ５５．０９ ６１．１７ ５３．４９ ４３．６０ ４０．１３ ４０．２６ ５４．３１ ２６．６２

男 性 人 数 １７ ３９ ５１ １４ ４３ ２８ １４ ６ ９ ４
平均（回） ２７４．６ ２６７．９ ２４３．４ ２４６．９ ２５８．０ ２５６．１ ２６２．７ ２９４．８ ２７４．９ ３０１．０
標準偏差 ３８．３７ ６８．３８ ６１．５４ ６３．８５ ５３．４９ ４４．４１ ４９．３５ ４０．５５ ４２．０８ ３０．６７

女 性 人 数 １６ ５１ ５２ ７ ２５ ３３ ２２ ３ ７ １
平均（回） ２８９．３ ２６９．４ ２５２．１ ２９１．３ ２５４．０ ２７７．６ ２６３．４ ２７３．０ ２６５．９ ３０５．０
標準偏差 ３７．１５ ４４．１２ ４８．１５ ４５．８８ ４７．６１ ４１．００ ３４．３０ ４３．５５ ７０．４３ ＊

重 度 人 数 ８ ３１ ４７ １１ ２８ ２９ １８ ４ １２ ３
平均（回） ２５８．１ ２６４．３ ２４０．７ ２５４．７ ２５５．０ ２６３．３ ２５６．９ ３０１．０ ２６９．９ ３１４．０
標準偏差 ２６．６０ ５２．４３ ４８．２７ ５８．４５ ６６．４１ ４２．８５ ４１．５２ ３７．９７ ５６．５９ １９．９２

重度以外 人 数 ２４ ４６ ５１ ９ ４０ ２８ １６ ５ ４ ２
平均（回） ２８９．５ ２６５．０ ２６０．５ ２６４．７ ２６０．１ ２７０．１ ２６９．６ ２７６．８ ２７４．０ ２８３．５
標準偏差 ３８．８４ ５９．１７ ５２．５８ ６８．５９ ４３．０２ ３９．１７ ４１．０８ ４２．８４ ５４．６７ ３０．４１
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付表５ その他の器具検査―２

表５―４ 反応速度検査（落下棒）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ４０ ４４ ７ ４ ７ １６ ０ ２ ０

平均（１／１０００秒） ２４５．４ ２４４．７ ２６２．１ ２５３．３ ２７８．０ ２５６．４ ２６７．４ ＊ ２６０．０ ＊
標準偏差 ３１．１９ ５４．３０ ４６．１７ ４５．０２ ２５．９４ ３４．７３ ２９．９７ ＊ ５６．５７ ＊

男 性 人 数 １１ ７ ２６ ７ ３ １ ３ ０ １ ０
平均（１／１０００秒） ２４４．５ ２２６．７ ２６２．８ ２５３．３ ２７８．０ ２７０．０ ２５９．０ ＊ ２２０．０ ＊
標準偏差 ３２．９０ ８４．２５ ３５．９７ ４５．０２ ２５．９４ ＊ ３０．０５ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ２ ３３ １８ ０ １ ６ １３ ０ １ ０
平均（１／１０００秒） ２５０．０ ２４８．５ ２６０．９ ＊ ３１５．０ ２５４．２ ２６９．４ ＊ ３００．０ ＊
標準偏差 ２８．２８ ４６．６６ ５９．０４ ＊ ＊ ３７．４７ ３０．８３ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ３ １７ １８ ４ ２ ３ ９ ０ １ ０
平均（１／１０００秒） ２４１．７ ２５４．７ ２５３．７ ２５３．３ ２６８．５ ２８８．３ ２６８．３ ＊ ２２０．０ ＊
標準偏差 ４６．４６ ２１．８２ ２６．７６ ３１．８７ １２．０２ １７．５６ ３３．１２ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 １０ ２１ ２３ ３ ２ ４ ７ ０ １ ０
平均（１／１０００秒） ２４６．５ ２３４．６ ２６６．０ ２５３．３ ２８７．５ ２３２．５ ２６６．３ ＊ ３００．０ ＊
標準偏差 ２８．４８ ７１．５１ ５８．８１ ６７．５２ ３８．８９ ２０．６２ ２７．９３ ＊ ＊ ＊
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付表６ 社会生活能力検査―１

表６―１ S―M式社会生活能力検査（A．意思表示と交換能力：合計得点）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１４ ８３ １３８ １３９ １３４ ９７ ５６ ５ ７

平均（点） １６．８ １５．６ １５．９ １５．９ １６．４ １６．７ １６．５ １２．７ １５．８ １６．１
標準偏差 ３．３４ ３．６１ ４．２１ ３．５５ ３．７０ ３．３０ ３．４７ ３．３３ ２．３９ １．８６

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５２ ３７ ４ ４
平均（点） １７．１ １６．０ １５．７ １５．８ １６．４ １６．４ １６．１ １３．２ １６．８ １５．８
標準偏差 ２．７８ ３．７４ ４．０６ ３．５２ ３．７０ ３．５９ ４．０６ ３．３３ １．２６ ２．５０

女 性 人 数 ９ １１７ ４２ ６６ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １６．１ １５．２ １６．１ １５．９ １６．６ １７．０ １６．９ １１．８ １２．０ １６．７
標準偏差 ４．３７ ３．４７ ４．３８ ３．６２ ３．９６ ２．９５ ２．６１ ３．２１ ＊ ０．５８

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ５０ ６４ ７０ ５０ ３１ ４ ５
平均（点） １８．３ １５．１ １６．０ １５．５ １６．７ １６．７ １６．７ １２．６ １５．３ １５．８
標準偏差 １．５０ ３．４１ ４．７７ ３．６６ ３．８９ ３．１７ ３．５０ ３．３９ ２．３６ ２．１７

重度以外 人 数 １９ １２２ ４４ ８１ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １７．０ １５．９ １５．７ １６．１ １６．２ １６．６ １６．４ １２．８ １８．０ １７．０
標準偏差 ３．２７ ３．６１ ３．７６ ３．５７ ３．５８ ３．５５ ３．３７ ３．３７ ＊ ０．００

表６―２ S―M式社会生活能力検査（A．意思表示と交換能力：１自分の要求の表現）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１４ ８３ １３３ １３９ １３４ ９７ ５６ ５ ７

平均（点） １．８１ １．７９ １．７０ １．８０ １．８３ １．８４ １．８５ １．６８ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．４０ ０．４３ ０．５６ ０．４６ ０．４１ ０．３７ ０．３９ ０．５１ ０．００ ０．００

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５２ ３７ ４ ４
平均（点） １．８３ １．８２ １．６６ １．８３ １．８３ １．８３ １．８１ １．６８ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．３８ ０．４１ ０．５７ ０．４１ ０．４１ ０．３８ ０．４４ ０．５３ ０．００ ０．００

女 性 人 数 ９ １１７ ４２ ６１ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．７８ １．７５ １．７４ １．７５ １．８６ １．８５ １．８９ １．６８ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．４４ ０．４５ ０．５４ ０．５１ ０．４０ ０．３６ ０．３２ ０．４８ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４７ ６４ ７０ ５０ ３１ ４ ５
平均（点） ２．００ １．７６ １．７１ １．７２ １．８３ １．８７ １．８６ １．６８ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．００ ０．４３ ０．５７ ０．５０ ０．４６ ０．３４ ０．４０ ０．４８ ０．００ ０．００

重度以外 人 数 １９ １２２ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．８４ １．８１ １．６８ １．８４ １．８３ １．７８ １．８２ １．７１ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．３７ ０．４１ ０．５６ ０．４４ ０．３８ ０．４２ ０．３９ ０．５５ ＊ ０．００

表６―３ S―M式社会生活能力検査（A．意思表示と交換能力：２自分の姓名の表明）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１４ ８３ １３３ １３９ １３４ ９７ ５６ ５ ７

平均（点） １．９６ １．９６ １．９３ １．９６ １．９９ １．９９ １．９２ １．９６ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．１９ ０．２３ ０．３４ ０．２６ ０．１７ ０．０９ ０．３４ ０．１９ ０．００ ０．００

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５２ ３７ ４ ４
平均（点） ２．００ １．９６ １．９０ １．９７ １．９９ １．９９ １．８７ １．９５ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．００ ０．２５ ０．３７ ０．２４ ０．１７ ０．１２ ０．４４ ０．２３ ０．００ ０．００

女 性 人 数 ９ １１７ ４２ ６１ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．８９ １．９７ １．９５ １．９５ ２．００ ２．００ １．９８ ２．００ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．３３ ０．２２ ０．３１ ０．２８ ０．００ ０．００ ０．１５ ０．００ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４７ ６４ ７０ ５０ ３１ ４ ５
平均（点） ２．００ １．９９ １．９１ １．９８ １．９７ ２．００ １．９０ ２．００ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．００ ０．１２ ０．３７ ０．１５ ０．２５ ０．００ ０．４２ ０．００ ０．００ ０．００

重度以外 人 数 １９ １２２ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） ２．００ １．９６ １．９３ １．９５ ２．００ １．９８ １．９３ １．９２ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．００ ０．２４ ０．３３ ０．３２ ０．００ ０．１３ ０．２５ ０．２８ ＊ ０．００
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付表６ 社会生活能力検査―２

表６―４ S―M式社会生活能力検査（A．意思表示と交換能力：３住所や家族名の表明）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１４ ８３ １３３ １３９ １３４ ９７ ５６ ５ ７

平均（点） １．８１ １．７９ １．８１ １．８６ １．８３ １．８９ １．７８ １．４５ １．８０ ２．００
標準偏差 ０．４０ ０．４８ ０．４８ ０．４２ ０．４６ ０．３８ ０．４８ ０．６６ ０．４５ ０．００

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５２ ３７ ４ ４
平均（点） １．８９ １．８１ １．７６ １．８９ １．８３ １．８６ １．７９ １．４１ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．３２ ０．５１ ０．５４ ０．４０ ０．４６ ０．３９ ０．５０ ０．６９ ０．００ ０．００

女 性 人 数 ９ １１７ ４２ ６１ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．６７ １．７７ １．８６ １．８４ １．８６ １．９２ １．７８ １．５３ １．００ ２．００
標準偏差 ０．５０ ０．４６ ０．４２ ０．４５ ０．４４ ０．３７ ０．４７ ０．６１ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４７ ６４ ７０ ５０ ３１ ４ ５
平均（点） ２．００ １．７４ １．８６ １．８５ １．８１ １．９１ １．８２ １．４８ １．７５ ２．００
標準偏差 ０．００ ０．５０ ０．４９ ０．４２ ０．５３ ０．２８ ０．４４ ０．７２ ０．５０ ０．００

重度以外 人 数 １９ １２２ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．７９ １．８２ １．７５ １．８６ １．８６ １．８５ １．７６ １．３８ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．４２ ０．４５ ０．４９ ０．４５ ０．３９ ０．４８ ０．５３ ０．５８ ＊ ０．００

表６―５ S―M式社会生活能力検査（A．意思表示と交換能力：４日常的な会話）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１４ ８３ １３３ １３９ １３４ ９７ ５６ ５ ７

平均（点） １．８１ １．７１ １．７２ １．７０ １．７８ １．７７ １．８２ １．５７ １．８０ ２．００
標準偏差 ０．５６ ０．５２ ０．５３ ０．５１ ０．４８ ０．４４ ０．３８ ０．５３ ０．４５ ０．００

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５２ ３７ ４ ４
平均（点） １．９４ １．７７ １．７３ １．６７ １．７８ １．７０ １．７７ １．５９ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．２４ ０．４９ ０．５０ ０．５３ ０．４８ ０．４９ ０．４３ ０．５５ ０．００ ０．００

女 性 人 数 ９ １１７ ４２ ６１ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．５６ １．６７ １．７１ １．７４ １．７４ １．８５ １．８９ １．５３ １．００ ２．００
標準偏差 ０．８８ ０．５４ ０．５５ ０．４８ ０．５５ ０．３６ ０．３２ ０．５１ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４７ ６４ ７０ ５０ ３１ ４ ５
平均（点） ２．００ １．６９ １．６９ １．６４ １．８０ １．７７ １．８４ １．６１ １．７５ ２．００
標準偏差 ０．００ ０．４９ ０．５３ ０．５３ ０．５１ ０．４６ ０．３７ ０．５０ ０．５０ ０．００

重度以外 人 数 １９ １２２ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．８９ １．７５ １．７５ １．７２ １．７５ １．７５ １．８２ １．５４ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．４６ ０．５２ ０．５３ ０．５０ ０．４７ ０．４４ ０．３９ ０．５９ ＊ ０．００

表６―６ S―M式社会生活能力検査（A．意思表示と交換能力：５見聞したことの表明）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１４ ８３ １３３ １３９ １３４ ９７ ５６ ５ ７

平均（点） １．７４ １．５６ １．５３ １．５５ １．６５ １．７３ １．７４ １．５０ １．４０ １．５７
標準偏差 ０．５９ ０．５４ ０．６３ ０．６２ ０．５４ ０．５１ ０．４６ ０．５０ ０．８９ ０．５３

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５２ ３７ ４ ４
平均（点） １．７８ １．６３ １．５１ １．５４ １．６５ １．７１ １．６７ １．５７ １．７５ １．７５
標準偏差 ０．５５ ０．５３ ０．６４ ０．６３ ０．５４ ０．５５ ０．５１ ０．５０ ０．５０ ０．５０

女 性 人 数 ９ １１７ ４２ ６１ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．６７ １．５０ １．５５ １．５６ １．６４ １．７５ １．８２ １．３７ ０．００ １．３３
標準偏差 ０．７１ ０．５５ ０．６３ ０．６２ ０．５５ ０．４７ ０．３９ ０．５０ ＊ ０．５８

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４７ ６４ ７０ ５０ ３１ ４ ５
平均（点） ２．００ １．４９ １．４３ １．４７ １．６６ １．７０ １．７８ １．４８ １．２５ １．６０
標準偏差 ０．００ ０．５３ ０．６５ ０．６５ ０．６０ ０．５５ ０．４６ ０．５１ ０．９６ ０．５５

重度以外 人 数 １９ １２２ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．７４ １．６２ １．５９ １．６１ １．６３ １．７５ １．７１ １．５４ ２．００ １．５０
標準偏差 ０．５６ ０．５４ ０．６２ ０．６１ ０．４９ ０．４７ ０．４６ ０．５１ ＊ ０．７１
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付表６ 社会生活能力検査―３

表６―７ S―M式社会生活能力検査（A．意思表示と交換能力：６他者への伝言）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１３ ８３ １３３ １３９ １３４ ９７ ５６ ５ ７

平均（点） １．５２ １．３６ １．３７ １．４３ １．４２ １．５７ １．５６ ０．９５ １．４０ １．５７
標準偏差 ０．５８ ０．５８ ０．６９ ０．６８ ０．６６ ０．５９ ０．５６ ０．５５ ０．８９ ０．５３

男 性 人 数 １８ ９６ ４１ ７２ ８１ ６９ ５２ ３７ ４ ４
平均（点） １．５０ １．３８ １．３２ １．４０ １．４２ １．５５ １．５８ １．０３ １．７５ １．５０
標準偏差 ０．５１ ０．５８ ０．７２ ０．６６ ０．６６ ０．６３ ０．５７ ０．４４ ０．５０ ０．５８

女 性 人 数 ９ １１７ ４２ ６１ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．５６ １．３５ １．４３ １．４６ １．４３ １．５８ １．５３ ０．７９ ０．００ １．６７
標準偏差 ０．７３ ０．５８ ０．６７ ０．７０ ０．７３ ０．５６ ０．５５ ０．７１ ＊ ０．５８

重 度 人 数 ４ ７３ ３５ ４７ ６４ ７０ ５０ ３１ ４ ５
平均（点） １．５０ １．３４ １．３１ １．４０ １．４５ １．６４ １．５６ ０．９４ １．２５ １．４０
標準偏差 ０．５８ ０．５３ ０．７２ ０．６８ ０．７１ ０．５７ ０．６１ ０．６３ ０．９６ ０．５５

重度以外 人 数 １９ １２２ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．４７ １．３７ １．３９ １．４１ １．４１ １．４８ １．５６ ０．９６ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．６１ ０．６２ ０．６９ ０．６９ ０．６２ ０．６２ ０．５０ ０．４６ ＊ ０．００

表６―８ S―M式社会生活能力検査（A．意思表示と交換能力：７文字の筆記）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１４ ８３ １３３ １３９ １３４ ９７ ５６ ５ ７

平均（点） １．７４ １．５７ １．６５ １．６６ １．６７ １．６１ １．６３ １．２０ １．６０ １．７１
標準偏差 ０．４５ ０．５６ ０．５５ ０．５２ ０．５４ ０．５６ ０．５６ ０．７２ ０．５５ ０．４９

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５２ ３７ ４ ４
平均（点） １．７２ １．６２ １．６１ １．６７ １．６７ １．６１ １．５２ １．３５ １．５０ １．７５
標準偏差 ０．４６ ０．５５ ０．５９ ０．５３ ０．５４ ０．５５ ０．６４ ０．７２ ０．５８ ０．５０

女 性 人 数 ９ １１７ ４２ ６１ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．７８ １．５３ １．６９ １．６６ １．７２ １．６２ １．７６ ０．８９ ２．００ １．６７
標準偏差 ０．４４ ０．５７ ０．５２ ０．５１ ０．５２ ０．５８ ０．４３ ０．６６ ＊ ０．５８

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４７ ６４ ７０ ５０ ３１ ４ ５
平均（点） ２．００ １．５１ １．６３ １．６４ １．７３ １．５９ １．６４ １．０６ １．５０ １．８０
標準偏差 ０．００ ０．５８ ０．６０ ０．５７ ０．５４ ０．５５ ０．５３ ０．７７ ０．５８ ０．４５

重度以外 人 数 １９ １２２ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．７４ １．５９ １．６６ １．７０ １．６１ １．６３ １．６２ １．３３ ２．００ １．５０
標準偏差 ０．４５ ０．５６ ０．５３ ０．４９ ０．５５ ０．５８ ０．６１ ０．６４ ＊ ０．７１

表６―９ S―M式社会生活能力検査（A．意思表示と交換能力：８文字の読解）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１４ ８３ １３３ １３９ １３４ ９７ ５６ ５ ７

平均（点） １．７０ １．４３ １．５８ １．５０ １．５５ １．５７ １．４８ １．１３ １．８０ １．２９
標準偏差 ０．４７ ０．６４ ０．５９ ０．６２ ０．６０ ０．６３ ０．６３ ０．７９ ０．４５ ０．４９

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５２ ３７ ４ ４
平均（点） １．７２ １．４６ １．５９ １．４４ １．５５ １．５５ １．４２ １．２２ １．７５ １．００
標準偏差 ０．４６ ０．６１ ０．５５ ０．６９ ０．６０ ０．６３ ０．７２ ０．７９ ０．５０ ０．００

女 性 人 数 ９ １１７ ４２ ６１ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．６７ １．４０ １．５７ １．５７ １．５９ １．５８ １．５６ ０．９５ ２．００ １．６７
標準偏差 ０．５０ ０．６７ ０．６３ ０．５３ ０．５９ ０．６３ ０．５０ ０．７８ ＊ ０．５８

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４７ ６４ ７０ ５０ ３１ ４ ５
平均（点） １．７５ １．３０ １．６０ １．５３ １．５９ １．５６ １．５０ １．１３ １．７５ １．２０
標準偏差 ０．５０ ０．６８ ０．６５ ０．５５ ０．５８ ０．６５ ０．６１ ０．８１ ０．５０ ０．４５

重度以外 人 数 １９ １２２ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．７４ １．５１ １．５２ １．４７ １．５２ １．５８ １．４７ １．０８ ２．００ １．５０
標準偏差 ０．４５ ０．６３ ０．５５ ０．６８ ０．６３ ０．６２ ０．６６ ０．７８ ＊ ０．７１

１３７



付表６ 社会生活能力検査―４

表６―１０ S―M式社会生活能力検査（A．意思表示と交換能力：９ラジオやテレビの理解）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１４ ８３ １３３ １３９ １３４ ９７ ５６ ５ ７

平均（点） １．４１ １．４０ １．４５ １．４４ １．４９ １．５４ １．６５ １．０４ １．００ １．２９
標準偏差 ０．６９ ０．６２ ０．６３ ０．６８ ０．６２ ０．５７ ０．５４ ０．５４ ０．００ ０．４９

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５２ ３７ ４ ４
平均（点） １．３９ １．４９ １．４９ １．４２ １．４９ １．４５ １．６５ １．１１ １．００ １．２５
標準偏差 ０．７０ ０．６３ ０．５１ ０．７１ ０．６２ ０．６１ ０．５９ ０．４６ ０．００ ０．５０

女 性 人 数 ９ １１７ ４２ ６１ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．４４ １．３２ １．４０ １．４６ １．４８ １．６５ １．６４ ０．８９ １．００ １．３３
標準偏差 ０．７３ ０．６０ ０．７３ ０．６５ ０．６３ ０．５１ ０．４８ ０．６６ ＊ ０．５８

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４７ ６４ ７０ ５０ ３１ ４ ５
平均（点） １．５０ １．２８ １．５１ １．４３ １．５２ １．５３ １．７０ ０．９４ １．００ １．２０
標準偏差 ０．５８ ０．６１ ０．６６ ０．６５ ０．６７ ０．５６ ０．４６ ０．５７ ０．００ ０．４５

重度以外 人 数 １９ １２２ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．５３ １．４８ １．３６ １．４６ １．４６ １．５５ １．６２ １．１３ １．００ １．５０
標準偏差 ０．７０ ０．６２ ０．６１ ０．６９ ０．５８ ０．５９ ０．５８ ０．４５ ＊ ０．７１

表６―１１ S―M式社会生活能力検査（A．意思表示と交換能力：１０手紙の筆記）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１４ ８３ １３３ １３９ １３４ ９７ ５６ ５ ７

平均（点） １．２６ １．０１ １．１８ １．０３ １．１９ １．１７ １．０６ ０．２７ １．００ ０．７１
標準偏差 ０．６６ ０．７４ ０．７８ ０．７１ ０．８０ ０．７９ ０．８６ ０．４５ ０．００ ０．７６

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５２ ３７ ４ ４
平均（点） １．３３ １．０９ １．１２ １．０１ １．１９ １．１３ １．０４ ０．３２ １．００ ０．５０
標準偏差 ０．６９ ０．７２ ０．７５ ０．７８ ０．８０ ０．８０ ０．８８ ０．４７ ０．００ １．００

女 性 人 数 ９ １１７ ４２ ６１ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．１１ ０．９５ １．２４ １．０５ １．２９ １．２２ １．０９ ０．１６ １．００ １．００
標準偏差 ０．６０ ０．７５ ０．８２ ０．６２ ０．７７ ０．７８ ０．８５ ０．３７ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４７ ６４ ７０ ５０ ３１ ４ ５
平均（点） １．５０ ０．９９ １．３１ １．０２ １．３１ １．０９ １．０８ ０．２９ １．００ ０．６０
標準偏差 ０．５８ ０．７１ ０．７６ ０．７１ ０．７９ ０．７９ ０．８３ ０．４６ ０．００ ０．８９

重度以外 人 数 １９ １２２ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．２６ １．０４ １．０５ １．０３ １．１１ １．２７ １．０４ ０．２５ １．００ １．００
標準偏差 ０．７３ ０．７５ ０．７８ ０．７２ ０．７８ ０．８０ ０．９０ ０．４４ ＊ ０．００

表６―１２ S―M式社会生活能力検査（B．移動能力：合計得点）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３９ １３９ １３４ ９８ ５６ ５ ７

平均（点） ６．７０ ６．５９ ６．５７ ６．７３ ６．８７ ７．１０ ６．９６ ６．１１ ６．６０ ７．１４
標準偏差 ２．０５ ２．１９ ２．３６ ２．１５ ２．３５ ２．２７ １．９６ １．７８ ０．８９ １．４６

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５３ ３７ ４ ４
平均（点） ６．８３ ７．０２ ６．４９ ６．５７ ６．８７ ６．８０ ６．７７ ６．２４ ６．７５ ６．５０
標準偏差 １．６９ ２．２３ ２．０５ ２．００ ２．３５ ２．５４ ２．１０ １．８３ ０．９６ ０．５８

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６７ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） ６．４４ ６．２３ ６．６４ ６．９１ ６．５９ ７．４３ ７．１８ ５．８４ ６．００ ８．００
標準偏差 ２．７４ ２．１１ ２．６６ ２．３０ ２．５６ １．９２ １．７７ １．６８ ＊ ２．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ５１ ６４ ７０ ５１ ３１ ４ ５
平均（点） ８．００ ６．４２ ６．６３ ６．５７ ６．６４ ７．４４ ６．９６ ６．０６ ６．７５ ７．２０
標準偏差 １．６３ ２．５３ ２．２８ １．９８ ２．５７ １．９８ １．７０ １．８１ ０．９６ １．６４

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ８１ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） ６．８４ ６．７２ ６．３０ ６．８３ ６．９９ ６．６３ ７．００ ６．０８ ６．００ ７．００
標準偏差 ２．０３ ２．０１ ２．４１ ２．１８ ２．１５ ２．５４ ２．１０ １．７７ ＊ １．４１

１３８



付表６ 社会生活能力検査―５

表６―１３ S―M式社会生活能力検査（B．移動能力：１ひとりで外出）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３４ １３９ １３４ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） １．７４ １．７４ １．８３ １．８１ １．８０ １．８１ １．８７ １．８６ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．５９ ０．５２ ０．４６ ０．４８ ０．４７ ０．４３ ０．３７ ０．３５ ０．００ ０．００

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） １．７８ １．７９ １．８８ １．８１ １．８０ １．８０ １．８３ １．８４ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．５５ ０．５０ ０．３３ ０．４９ ０．４７ ０．４４ ０．３８ ０．３７ ０．００ ０．００

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６２ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．６７ １．７０ １．７９ １．８１ １．７６ １．８２ １．９１ １．８９ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．７１ ０．５４ ０．５６ ０．４７ ０．５７ ０．４３ ０．３６ ０．３２ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６４ ７０ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） ２．００ １．６９ １．８６ １．７９ １．７５ １．８７ １．８６ １．８４ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．００ ０．６２ ０．４３ ０．４１ ０．５６ ０．３４ ０．３５ ０．３７ ０．００ ０．００

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．７４ １．８０ １．８０ １．８４ １．８３ １．７３ １．８９ １．８８ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．６５ ０．４４ ０．５１ ０．４９ ０．３８ ０．５２ ０．３８ ０．３４ ＊ ０．００

表６―１４ S―M式社会生活能力検査（B．移動能力：２特定の場所への往復）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３３ １３９ １３４ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） １．８９ １．８８ １．８４ １．９３ １．９０ １．９３ １．９０ １．９５ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．３２ ０．３５ ０．５１ ０．２８ ０．３５ ０．２８ ０．３０ ０．２３ ０．００ ０．００

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） １．９４ １．９４ １．９０ １．９４ １．９０ １．９０ １．８３ １．９２ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．２４ ０．２４ ０．３７ ０．２９ ０．３５ ０．３５ ０．３８ ０．２８ ０．００ ０．００

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６１ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．７８ １．８４ １．７９ １．９２ １．９０ １．９７ １．９８ ２．００ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．４４ ０．４１ ０．６１ ０．２８ ０．４１ ０．１７ ０．１５ ０．００ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６４ ７０ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） ２．００ １．８０ １．８９ １．９２ １．８９ １．９７ １．８８ １．９４ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．００ ０．４４ ０．４０ ０．２８ ０．４０ ０．１７ ０．３３ ０．２５ ０．００ ０．００

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ７８ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．９５ １．９３ １．８０ １．９４ １．９０ １．８８ １．９３ １．９６ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．２３ ０．２８ ０．５９ ０．２９ ０．３０ ０．３７ ０．２５ ０．２０ ＊ ０．００

表６―１５ S―M式社会生活能力検査（B．移動能力：３一人で乗り物の利用）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３４ １３９ １３４ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） １．５２ １．５３ １．５３ １．５７ １．５４ １．５１ １．６２ １．３８ １．７５ １．７１
標準偏差 ０．５８ ０．６９ ０．７４ ０．６７ ０．７２ ０．７５ ０．６５ ０．７８ ０．５０ ０．４９

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） １．６１ １．５９ １．４６ １．５０ １．５４ １．３９ １．５７ １．４６ １．６７ １．７５
標準偏差 ０．５０ ０．６７ ０．７４ ０．７３ ０．７２ ０．８３ ０．６９ ０．７３ ０．５８ ０．５０

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６２ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．３３ １．４９ １．６０ １．６５ １．４０ １．６５ １．６９ １．２１ ２．００ １．６７
標準偏差 ０．７１ ０．７０ ０．７３ ０．５８ ０．８２ ０．６５ ０．６０ ０．８５ ＊ ０．５８

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６４ ７０ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） １．７５ １．５０ １．４９ １．５４ １．４４ １．６０ １．６５ １．３９ ２．００ １．８０
標準偏差 ０．５０ ０．７１ ０．７８ ０．６８ ０．８１ ０．７３ ０．６３ ０．７６ ０．００ ０．４５

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．５８ １．５４ １．５２ １．５８ １．６１ １．４０ １．６２ １．３３ １．００ １．５０
標準偏差 ０．６１ ０．６９ ０．７３ ０．６５ ０．６４ ０．７９ ０．６５ ０．８２ ＊ ０．７１
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付表６ 社会生活能力検査―６

表６―１６ S―M式社会生活能力検査（B．移動能力：４尋ねながら目的地に到達）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３４ １３９ １３４ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） ０．８９ ０．８４ ０．７６ ０．９０ １．０２ １．０６ ０．９７ ０．６１ ０．７５ ０．７１
標準偏差 ０．７５ ０．７６ ０．７９ ０．８１ ０．８４ ０．８０ ０．８１ ０．７８ ０．５０ ０．７６

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） ０．８３ ０．９６ ０．７３ ０．８９ １．０２ ０．９７ ０．９２ ０．６８ １．００ ０．５０
標準偏差 ０．７１ ０．８０ ０．７１ ０．８１ ０．８４ ０．８６ ０．８３ ０．８２ ０．００ ０．５８

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６２ ５８ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．００ ０．７４ ０．７９ ０．９０ １．００ １．１５ １．０２ ０．４７ ０．００ １．００
標準偏差 ０．８７ ０．７１ ０．８７ ０．８０ ０．８４ ０．７３ ０．７８ ０．７０ ＊ １．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６４ ７０ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） １．００ ０．８０ ０．８０ ０．８８ １．００ １．１７ ０．９４ ０．５８ ０．６７ ０．８０
標準偏差 ０．８２ ０．７８ ０．８０ ０．７９ ０．８７ ０．７８ ０．７９ ０．７６ ０．５８ ０．８４

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） ０．９５ ０．８７ ０．６６ ０．９０ １．０１ ０．９０ １．００ ０．５８ １．００ ０．５０
標準偏差 ０．７８ ０．７７ ０．７８ ０．８１ ０．８０ ０．８２ ０．８３ ０．７８ ＊ ０．７１

表６―１７ S―M式社会生活能力検査（B．移動能力：５地図を見て目的地に到達）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３４ １３８ １３４ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） ０．６７ ０．５９ ０．６０ ０．５６ ０．６２ ０．７９ ０．６０ ０．３４ ０．２５ ０．７１
標準偏差 ０．７８ ０．７２ ０．８０ ０．７１ ０．７７ ０．７５ ０．７４ ０．６４ ０．５０ ０．７６

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７２ ８１ ６９ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） ０．６７ ０．７４ ０．５１ ０．４３ ０．６２ ０．７４ ０．６２ ０．３８ ０．３３ ０．２５
標準偏差 ０．７７ ０．７９ ０．７８ ０．６２ ０．７７ ０．７４ ０．７９ ０．６４ ０．５８ ０．５０

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６２ ５７ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） ０．６７ ０．４６ ０．６９ ０．７１ ０．５４ ０．８５ ０．５８ ０．２６ ０．００ １．３３
標準偏差 ０．８７ ０．６４ ０．８１ ０．７８ ０．７８ ０．７５ ０．６９ ０．６５ ＊ ０．５８

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６３ ７０ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） １．２５ ０．６４ ０．６０ ０．５６ ０．５７ ０．８３ ０．６３ ０．３５ ０．３３ ０．６０
標準偏差 ０．９６ ０．７５ ０．８１ ０．７１ ０．７６ ０．７２ ０．７２ ０．６６ ０．５８ ０．８９

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ７９ ７１ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） ０．６３ ０．５９ ０．５２ ０．５４ ０．６３ ０．７２ ０．５６ ０．３３ ０．００ １．００
標準偏差 ０．７６ ０．７３ ０．７３ ０．６９ ０．７６ ０．７８ ０．７６ ０．６４ ＊ ０．００

表６―１８ S―M式社会生活能力検査（C．日常生活能力：合計得点）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １４２ １３２ １３３ ９８ ５６ ５ ７

平均（点） １２．４ １１．９ １２．３ １２．３ １２．３ １２．７ １３．２ １０．４ １０．８ １３．６
標準偏差 ２．７４ ２．９６ ３．１４ ３．２１ ３．３３ ３．０１ ２．６３ ２．６１ １．６４ ２．３０

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７４ ７８ ６８ ５３ ３７ ４ ４
平均（点） １２．６ １２．３ １２．８ １２．３ １２．３ １２．３ １２．７ １０．６ １１．３ １２．５
標準偏差 ２．２５ ３．０８ ２．７１ ３．１３ ３．３３ ３．２４ ２．９５ ２．２４ １．５０ ２．６５

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６８ ５４ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １２．１ １１．５ １１．８ １２．４ １２．４ １３．２ １３．７ １０．１ ９．０ １５．０
標準偏差 ３．６６ ２．８４ ３．４７ ３．３２ ３．３２ ２．７１ ２．１２ ３．２５ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ５１ ６２ ６９ ５１ ３１ ４ ５
平均（点） １４．０ １１．４ １２．４ １１．８ １２．８ １３．２ １３．１ １０．０ １０．５ １３．０
標準偏差 ２．１６ ３．１８ ３．５５ ３．４７ ３．４０ ２．６４ ２．８７ ２．７５ １．７３ ２．５５

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ８４ ６７ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １２．５ １２．１ １２．０ １２．７ １１．９ １２．１ １３．４ １０．９ １２．０ １５．０
標準偏差 ２．８９ ２．８６ ２．８２ ２．９８ ３．２９ ３．３６ ２．３３ ２．４１ ＊ ０．００
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付表６ 社会生活能力検査―７

表６―１９ S―M式社会生活能力検査（C：日常生活能力：１自分と他人御物の区別）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３７ １３２ １３３ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） １．８９ １．９３ １．９２ １．９４ １．９２ １．９５ １．８９ １．９５ １．７５ ２．００
標準偏差 ０．３２ ０．３０ ０．３２ ０．２４ ０．３２ ０．２４ ０．４０ ０．３０ ０．５０ ０．００

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７４ ７８ ６８ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） １．９４ １．９２ １．９３ １．９７ １．９２ １．９４ １．８３ ２．００ １．６７ ２．００
標準偏差 ０．２４ ０．３４ ０．２６ ０．１６ ０．３２ ０．２９ ０．４７ ０．００ ０．５８ ０．００

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６３ ５４ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．７８ １．９３ １．９０ １．９０ １．９４ １．９７ １．９６ １．８４ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．４４ ０．２５ ０．３７ ０．３０ ０．３０ ０．１７ ０．３０ ０．５０ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６２ ６９ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） ２．００ １．８９ １．８６ １．９２ １．９７ １．９７ １．８８ １．９０ １．６７ ２．００
標準偏差 ０．００ ０．３９ ０．４３ ０．２８ ０．２５ ０．１７ ０．３８ ０．４０ ０．５８ ０．００

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ８２ ６７ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．８９ １．９４ １．９５ １．９６ １．８８ １．９３ １．８９ ２．００ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．３２ ０．２３ ０．２１ ０．１９ ０．３７ ０．３１ ０．４４ ０．００ ＊ ０．００

表６―２０ S―M式社会生活能力検査（C：日常生活能力：２時間の観念に則した行動）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３７ １３１ １３３ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） １．５２ １．４０ １．５９ １．５４ １．５７ １．６０ １．７０ １．３４ ２．００ １．８６
標準偏差 ０．５１ ０．６５ ０．６４ ０．６５ ０．６７ ０．６０ ０．５２ ０．６４ ０．００ ０．３８

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７４ ７８ ６８ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） １．５０ １．４０ １．６１ １．４９ １．５７ １．５３ １．５８ １．３５ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．５１ ０．６６ ０．６３ ０．６９ ０．６７ ０．６６ ０．６０ ０．６８ ０．００ ０．００

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６３ ５３ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．５６ １．４１ １．５７ １．６０ １．６６ １．６８ １．８４ １．３２ ２．００ １．６７
標準偏差 ０．５３ ０．６４ ０．６７ ０．６１ ０．６５ ０．５３ ０．３７ ０．５８ ＊ ０．５８

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６１ ６９ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） １．７５ １．３０ １．５４ １．４２ １．５９ １．６５ １．６７ １．３５ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．５０ ０．６８ ０．６６ ０．６８ ０．６９ ０．５６ ０．５５ ０．５５ ０．００ ０．００

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ８２ ６７ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．５３ １．４５ １．５９ １．６３ １．５５ １．５３ １．７６ １．３３ ２．００ １．５０
標準偏差 ０．５１ ０．６４ ０．６６ ０．６２ ０．６６ ０．６５ ０．４８ ０．７６ ＊ ０．７１

表６―２１ S―M式社会生活能力検査（C：日常生活能力：３家の仕事の手伝い）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３７ １３２ １３３ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） １．３３ １．４０ １．４３ １．３４ １．４８ １．４４ １．５５ １．３６ １．００ １．８６
標準偏差 ０．６８ ０．６６ ０．７０ ０．７２ ０．７０ ０．６４ ０．６１ ０．５５ ０．００ ０．３８

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７４ ７８ ６８ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） １．３３ １．４２ １．６８ １．４１ １．４８ １．３７ １．５７ １．３５ １．００ １．７５
標準偏差 ０．５９ ０．６９ ０．５２ ０．７０ ０．７０ ０．７１ ０．６０ ０．５９ ０．００ ０．５０

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６３ ５４ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．３３ １．３８ １．１９ １．２７ １．５６ １．５２ １．５３ １．３７ １．００ ２．００
標準偏差 ０．８７ ０．６４ ０．７７ ０．７５ ０．６３ ０．５６ ０．６３ ０．５０ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６２ ６９ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） １．２５ １．３２ １．４６ １．１３ １．５６ １．４６ １．５５ １．２９ １．００ １．８０
標準偏差 ０．５０ ０．７０ ０．７０ ０．８４ ０．７２ ０．６１ ０．６４ ０．５９ ０．００ ０．４５

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ８２ ６７ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．３７ １．４６ １．３９ １．４５ １．４２ １．４２ １．５６ １．４２ １．００ ２．００
標準偏差 ０．７６ ０．６４ ０．７２ ０．６３ ０．７０ ０．７０ ０．５９ ０．５０ ＊ ０．００

１４１



付表６ 社会生活能力検査―８

表６―２２ S―M式社会生活能力検査（C：日常生活能力：４一人で留守番）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３７ １３１ １３３ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） １．６７ １．４６ １．５５ １．５５ １．５３ １．５８ １．６４ ０．９１ １．７５ １．５７
標準偏差 ０．５５ ０．６９ ０．６１ ０．６７ ０．７１ ０．６３ ０．５８ ０．７５ ０．５０ ０．５３

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７４ ７７ ６８ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） １．７２ １．５３ １．６１ １．５１ １．５３ １．５１ １．５７ ０．９７ ２．００ １．２５
標準偏差 ０．４６ ０．６８ ０．５４ ０．７３ ０．７１ ０．６６ ０．６０ ０．６９ ０．００ ０．５０

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６３ ５４ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．５６ １．４０ １．５０ １．６０ １．５０ １．６５ １．７３ ０．７９ １．００ ２．００
標準偏差 ０．７３ ０．６９ ０．６７ ０．６１ ０．７５ ０．６０ ０．５４ ０．８５ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６２ ６９ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） ２．００ １．３４ １．４９ １．４６ １．５５ １．６７ １．６１ ０．７７ １．６７ １．４０
標準偏差 ０．００ ０．７３ ０．６６ ０．７１ ０．７４ ０．５９ ０．６０ ０．７６ ０．５８ ０．５５

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ８２ ６６ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．６８ １．５３ １．５９ １．５９ １．４８ １．４５ １．６９ １．０８ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．５８ ０．６７ ０．５８ ０．６７ ０．６８ ０．６７ ０．５６ ０．７２ ＊ ０．００

表６―２３ S―M式社会生活能力検査（C：日常生活能力：５簡単な電気器具の使用）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３７ １３２ １３３ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） １．７０ １．６３ １．６１ １．６４ １．６３ １．７４ １．７９ １．６３ １．００ １．７１
標準偏差 ０．５４ ０．５２ ０．５４ ０．５７ ０．５７ ０．４６ ０．４１ ０．５６ ０．００ ０．４９

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７４ ７８ ６８ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） １．６７ １．７１ １．７６ １．６２ １．６３ １．６８ １．８３ １．６２ １．００ １．５０
標準偏差 ０．５９ ０．５０ ０．４３ ０．５７ ０．５７ ０．５０ ０．３８ ０．４９ ０．００ ０．５８

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６３ ５４ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．７８ １．５７ １．４８ １．６７ １．５６ １．８０ １．７３ １．６３ １．００ ２．００
標準偏差 ０．４４ ０．５３ ０．５９ ０．５７ ０．６０ ０．４０ ０．４５ ０．６８ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６２ ６９ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） ２．００ １．６５ １．６３ １．６３ １．６５ １．８０ １．７８ １．４８ １．００ １．６０
標準偏差 ０．００ ０．５１ ０．５５ ０．５３ ０．６３ ０．４１ ０．４２ ０．６３ ０．００ ０．５５

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ８２ ６７ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．７４ １．６１ １．５９ １．６７ １．６１ １．６７ １．８０ １．７９ １．００ ２．００
標準偏差 ０．５６ ０．５４ ０．５４ ０．５７ ０．５２ ０．５１ ０．４０ ０．４１ ＊ ０．００

表６―２４ S―M式社会生活能力検査（C：日常生活能力：６簡単な使い走り）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３７ １３２ １３３ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） １．５６ １．４９ １．６１ １．６３ １．５３ １．５８ １．７０ １．２１ １．５０ １．７１
標準偏差 ０．５８ ０．６１ ０．５８ ０．６１ ０．６２ ０．５８ ０．５２ ０．６５ ０．５８ ０．４９

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７４ ７８ ６８ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） １．５６ １．５２ １．６１ １．６５ １．５３ １．５１ １．６２ １．１９ １．６７ １．５０
標準偏差 ０．５１ ０．６８ ０．５９ ０．６１ ０．６２ ０．６６ ０．５６ ０．５７ ０．５８ ０．５８

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６３ ５４ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．５６ １．４７ １．６２ １．６０ １．４４ １．６５ １．８０ １．２６ １．００ ２．００
標準偏差 ０．７３ ０．５５ ０．５８ ０．６１ ０．６９ ０．４８ ０．４６ ０．８１ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６２ ６９ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） １．７５ １．５１ １．６６ １．６５ １．５６ １．６８ １．６５ １．１３ １．３３ １．６０
標準偏差 ０．５０ ０．５８ ０．５４ ０．６０ ０．６４ ０．４７ ０．５６ ０．７２ ０．５８ ０．５５

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ８２ ６７ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．５８ １．４８ １．５５ １．６２ １．４９ １．４３ １．７８ １．３３ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．６１ ０．６３ ０．６３ ０．６０ ０．６１ ０．６７ ０．４７ ０．５６ ＊ ０．００

１４２



付表６ 社会生活能力検査―９

表６―２５ S―M式社会生活能力検査（C：日常生活能力：７電話の使用）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３７ １３２ １３３ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） １．６７ １．４８ １．４７ １．５３ １．５４ １．７１ １．６４ １．３４ １．７５ １．７１
標準偏差 ０．５５ ０．７０ ０．７０ ０．７１ ０．６５ ０．５９ ０．６５ ０．８４ ０．５０ ０．４９

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７４ ７８ ６８ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） １．６７ １．６２ １．４６ １．４６ １．５４ １．６９ １．４９ １．３０ ２．００ １．５０
標準偏差 ０．５９ ０．６４ ０．６４ ０．７６ ０．６５ ０．５８ ０．７５ ０．８５ ０．００ ０．５８

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６３ ５４ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） １．６７ １．３７ １．４８ １．６０ １．５７ １．７２ １．８２ １．４２ １．００ ２．００
標準偏差 ０．５０ ０．７４ ０．７７ ０．６４ ０．５７ ０．６０ ０．４４ ０．８４ ＊ ０．００

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６２ ６９ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） ２．００ １．３８ １．５７ １．４８ １．６３ １．８１ １．６７ １．３９ １．６７ １．６０
標準偏差 ０．００ ０．７５ ０．７０ ０．７１ ０．６１ ０．４９ ０．６２ ０．８０ ０．５８ ０．５５

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ８２ ６７ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．６３ １．５４ １．３４ １．５６ １．４６ １．５８ １．６２ １．２５ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．６０ ０．６７ ０．７１ ０．７０ ０．６８ ０．６７ ０．６８ ０．９０ ＊ ０．００

表６―２６ S―M式社会生活能力検査（C：日常生活能力：８事件やニュースへの関心）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ２７ ２１５ ８３ １３７ １３２ １３３ ９８ ５６ ４ ７

平均（点） １．１１ １．０６ １．１１ １．１９ １．１７ １．１１ １．２６ ０．７１ ０．５０ １．１４
標準偏差 ０．７０ ０．６８ ０．７２ ０．７１ ０．７３ ０．７７ ０．６６ ０．６２ ０．５８ ０．６９

男 性 人 数 １８ ９７ ４１ ７４ ７８ ６８ ５３ ３７ ３ ４
平均（点） １．２２ １．１５ １．１５ １．２０ １．１７ １．０６ １．２５ ０．８４ ０．６７ １．００
標準偏差 ０．６５ ０．７１ ０．６９ ０．７２ ０．７３ ０．８１ ０．７０ ０．６５ ０．５８ ０．８２

女 性 人 数 ９ １１８ ４２ ６３ ５４ ６５ ４５ １９ １ ３
平均（点） ０．８９ ０．９７ １．０７ １．１７ １．１９ １．１７ １．２７ ０．４７ ０．００ １．３３
標準偏差 ０．７８ ０．６５ ０．７５ ０．７１ ０．７５ ０．７２ ０．６２ ０．５１ ＊ ０．５８

重 度 人 数 ４ ７４ ３５ ４８ ６２ ６９ ５１ ３１ ３ ５
平均（点） １．２５ ０．９９ １．１７ １．２３ １．２７ １．１４ １．２５ ０．７１ ０．６７ １．００
標準偏差 ０．９６ ０．６５ ０．７５ ０．７２ ０．７５ ０．７７ ０．６６ ０．６４ ０．５８ ０．７１

重度以外 人 数 １９ １２３ ４４ ８２ ６７ ６０ ４５ ２４ １ ２
平均（点） １．１１ １．１１ １．０２ １．１８ １．０６ １．０５ １．２７ ０．７１ ０．００ １．５０
標準偏差 ０．７４ ０．７０ ０．７０ ０．７０ ０．７２ ０．７７ ０．６９ ０．６２ ＊ ０．７１

１４３



付表７ 職業準備訓練総合評価表―１

表７―１ 職業準備訓練生総合評価（基本的ルール：継続勤務）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２７ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．７７ ３．１８ ３．８５ ２．８９ ３．７７ ３．７９ ３．８５ ４．３３ ２．６７ ３．５０
標準偏差 ０．６０ １．３５ １．１３ １．２８ １．３８ １．０８ １．４１ １．１５ ０．５８ ２．１２

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．９０ ２．８２ ３．６９ ３．０８ ３．７７ ３．７３ ３．５３ ＊ ３．００ ２．００
標準偏差 ０．３２ １．３０ １．２０ １．００ １．３８ １．０１ １．４１ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １５ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ２．３３ ３．６９ ４．０９ ２．７３ ３．５６ ３．８８ ４．２７ ４．３３ ２．５０ ５．００
標準偏差 １．１５ １．３０ １．０４ １．４９ １．５１ １．２５ １．３５ １．１５ ０．７１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ３．１０ ３．３３ ２．９０ ３．７７ ３．６７ ３．９４ ５．００ ２．６７ ３．５０
標準偏差 ０．００ １．５２ １．１５ １．３７ １．３０ １．００ １．４３ ０．００ ０．５８ ２．１２

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １７ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．８３ ３．３９ ４．３１ ２．８８ ３．７８ ３．７８ ３．６７ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．４１ １．３４ ０．９５ １．２７ １．５６ １．２０ １．４１ ＊ ＊ ＊

表７―２ 職業準備訓練生総合評価（基本的ルール：連絡）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２７ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．８５ ２．５８ ２．９６ ２．４４ ２．５９ ２．９５ ３．３８ ３．６７ ３．００ ３．５０
標準偏差 ０．３８ １．００ ０．８１ ０．８５ １．０１ ０．７１ １．１３ ２．３１ ０．００ ２．１２

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．９０ ２．３６ ２．６９ ２．５８ ２．５９ ３．１８ ３．２７ ＊ ３．００ ２．００
標準偏差 ０．３２ １．０５ ０．７０ ０．７９ １．０１ ０．６０ １．０３ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １５ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ２．６７ ２．８８ ３．３６ ２．３３ ２．６７ ２．６３ ３．５５ ３．６７ ３．００ ５．００
標準偏差 ０．５８ ０．８９ ０．８１ ０．９０ ０．７１ ０．７４ １．２９ ２．３１ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．５０ ２．８３ ２．５０ ２．３８ ２．７８ ３．３５ ３．００ ３．００ ３．５０
標準偏差 ０．００ ０．８５ ０．５８ ０．８５ ０．９６ ０．６７ １．０６ ２．８３ ０．００ ２．１２

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １７ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．７４ ３．０８ ２．４１ ２．８９ ３．１１ ３．４４ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．０５ １．０４ ０．８７ １．０５ ０．７８ １．３３ ＊ ＊ ＊

表７―３ 職業準備訓練生総合評価（基本的ルール：規則の遵守）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２７ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ３．０８ ２．７９ ２．７０ ２．９３ ３．０９ ２．９５ ３．２３ ３．６７ ２．３３ ２．５０
標準偏差 ０．６４ １．０４ ０．８７ ０．６８ ０．９７ １．１８ １．０３ １．１５ ０．５８ ０．７１

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ３．１０ ２．４５ ２．５６ ３．１７ ３．０９ ３．００ ３．００ ＊ ３．００ ２．００
標準偏差 ０．７４ １．１４ １．０９ ０．５８ ０．９７ １．２６ ０．７６ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １５ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ３．２５ ２．９１ ２．７３ ３．００ ２．８８ ３．５５ ３．６７ ２．００ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．６８ ０．３０ ０．７０ １．００ １．１３ １．２９ １．１５ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．６０ ２．６７ ３．００ ３．００ ３．２２ ３．３５ ４．００ ２．３３ ２．５０
標準偏差 ０．００ ０．７０ ０．７８ ０．９４ ０．８２ １．２０ ０．７９ １．４１ ０．５８ ０．７１

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １７ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．０４ ２．６９ ２．８８ ３．２２ ２．６７ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．１１ １．０３ ０．４９ １．２０ １．２２ １．４１ ＊ ＊ ＊

１４４



付表７ 職業準備訓練総合評価表―２

表７―４ 職業準備訓練生総合評価（基本的ルール：清潔な身なり）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．５４ ２．４５ ２．７８ ２．６５ ３．０５ ２．８４ ３．２３ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．７８ ０．９８ ０．７５ ０．６９ ０．７９ ０．５０ １．０３ ０．００ ０．００ ０．００

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．４０ ２．０９ ２．８１ ２．６７ ３．０５ ２．８２ ２．８７ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．８４ ０．９７ ０．８３ ０．６５ ０．７９ ０．６０ ０．９２ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ２．９４ ２．７３ ２．６４ ３．１１ ２．８８ ３．７３ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．７７ ０．６５ ０．７４ ０．７８ ０．３５ １．０１ ０．００ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ２．６７ ２．５０ ２．６７ ２．８０ ２．９２ ３．００ ３．００ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．５８ ０．８５ ０．６５ ０．６３ ０．２８ ０．００ １．００ ０．００ ０．００ ０．００

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．１７ ２．５７ ２．９２ ２．５６ ３．２２ ２．６７ ３．６７ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９８ ０．９９ ０．８６ ０．７３ １．２０ ０．７１ １．００ ＊ ＊ ＊

表７―５ 職業準備訓練生総合評価（基本的ルール：健康管理）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２５ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．６２ ２．４７ ２．６７ ２．５２ ２．６８ ２．８９ ３．０８ ２．６７ ２．００ ３．００
標準偏差 ０．６５ ０．９５ ０．８８ ０．８２ ０．７２ ０．４６ １．０６ ０．５８ １．００ ０．００

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．６０ ２．１４ ２．６９ ２．７５ ２．６８ ２．８２ ３．００ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．７０ ０．９４ ０．９５ ０．６２ ０．７２ ０．６０ １．３１ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １３ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ２．６７ ２．９４ ２．６４ ２．３１ ２．７８ ３．００ ３．１８ ２．６７ １．５０ ３．００
標準偏差 ０．５８ ０．７７ ０．８１ ０．９５ ０．６７ ０．００ ０．６０ ０．５８ ０．７１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．５０ ２．５８ ２．３０ ２．７７ ２．７８ ２．８８ ３．００ ２．００ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．８５ ０．７９ ０．９５ ０．６０ ０．６７ １．１１ ０．００ １．００ ０．００

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １５ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．８３ ２．５７ ２．６９ ２．６７ ２．５６ ３．００ ３．４４ ２．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．４１ ０．９９ １．０３ ０．７２ ０．８８ ０．００ ０．８８ ＊ ＊ ＊

表７―６ 職業準備訓練生総合評価（作業態度：取り掛かり）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２７ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．７７ ２．５８ ２．７４ ２．５６ ３．０５ ３．２１ ３．１５ ３．３３ ２．００ ３．５０
標準偏差 ０．７３ １．４５ ０．９８ ０．８０ １．１７ ０．６３ １．１２ １．５３ １．００ ２．１２

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．６０ ２．１４ ２．６９ ２．７５ ３．０５ ３．１８ ３．００ ＊ ２．００ ２．００
標準偏差 ０．７０ １．２８ １．０１ ０．６２ １．１７ ０．６０ １．０７ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １５ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．３３ ３．１９ ２．８２ ２．４０ ２．６７ ３．２５ ３．３６ ３．３３ ２．００ ５．００
標準偏差 ０．５８ １．４７ ０．９８ ０．９１ １．２２ ０．７１ １．２１ １．５３ １．４１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ２．６７ ２．３０ ２．７５ ２．５０ ２．９２ ３．２２ ３．１２ ３．５０ ２．００ ３．５０
標準偏差 ０．５８ １．６４ ０．７５ ０．８５ １．１９ ０．６７ １．１１ ２．１２ １．００ ２．１２

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １７ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．６７ ２．７８ ２．８５ ２．５９ ３．２２ ３．２２ ３．２２ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０３ １．４８ １．２１ ０．８０ １．２０ ０．６７ １．２０ ＊ ＊ ＊

１４５



付表７ 職業準備訓練総合評価表―３

表７―７ 職業準備訓練生総合評価（作業態度：自発性）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２７ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．６２ ２．４２ ２．８１ ２．４８ ３．０５ ２．６８ ３．０８ ２．６７ ３．００ ４．００
標準偏差 ０．７７ １．２９ ０．８３ １．０１ １．１７ １．３８ １．３２ ０．５８ ０．００ １．４１

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．５０ ２．０９ ２．９４ ２．９２ ３．０５ ２．８２ ３．００ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．８５ １．２７ ０．９３ ０．９０ １．１７ １．４０ １．３１ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １５ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ２．８８ ２．６４ ２．１３ ２．８９ ２．５０ ３．１８ ２．６７ ３．００ ５．００
標準偏差 ０．００ １．２０ ０．６７ ０．９９ １．０５ １．４１ １．４０ ０．５８ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ２．００ ２．７０ ３．０８ ２．７０ ３．０８ ２．５６ ３．１２ ２．５０ ３．００ ４．００
標準偏差 １．００ １．４９ ０．２９ ０．６７ １．０４ １．３３ １．１１ ０．７１ ０．００ １．４１

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １７ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．６７ ２．３０ ２．６２ ２．３５ ３．００ ３．００ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．８２ １．２６ １．１２ １．１７ １．４１ １．４１ １．７３ ＊ ＊ ＊

表７―８ 職業準備訓練生総合評価（作業態度：熱心さ）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ３．２３ ２．９７ ３．００ ３．０８ ３．４１ ３．５３ ３．３５ ３．６７ ３．６７ ４．００
標準偏差 ０．９３ １．１５ ０．９６ １．０６ １．０１ １．１２ １．２９ １．１５ １．１５ １．４１

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ３．２０ ２．７３ ３．１３ ３．３３ ３．４１ ３．３６ ３．４０ ＊ ５．００ ３．００
標準偏差 １．０３ １．２８ ０．９６ ０．７８ １．０１ １．２１ １．３５ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．３３ ３．３１ ２．８２ ２．８６ ３．３３ ３．７５ ３．２７ ３．６７ ３．００ ５．００
標準偏差 ０．５８ ０．８７ ０．９８ １．２３ １．２２ １．０４ １．２７ １．１５ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．６０ ３．４２ ３．００ ３．３１ ３．８９ ３．５３ ４．００ ３．６７ ４．００
標準偏差 ０．００ １．１７ ０．７９ １．３３ ０．７５ １．０５ １．４２ １．４１ １．１５ １．４１

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．２６ ２．６９ ３．１３ ３．５６ ３．２２ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１０ １．１８ １．０３ ０．８９ １．３３ １．２０ １．００ ＊ ＊ ＊

表７―９ 職業準備訓練生総合評価（作業態度：責任感）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．９２ ２．７６ ２．７０ ２．６５ ３．３２ ３．３２ ２．９２ ３．６７ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．７６ １．２６ ０．８２ ０．９４ １．０４ １．２０ １．３２ １．１５ ０．００ ２．８３

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．８０ ２．４５ ２．８１ ３．０８ ３．３２ ３．３６ ２．７３ ＊ ３．００ １．００
標準偏差 ０．７９ １．３４ ０．９１ ０．６７ １．０４ １．２１ １．４９ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．３３ ３．１９ ２．５５ ２．２９ ２．８９ ３．２５ ３．１８ ３．６７ ３．００ ５．００
標準偏差 ０．５８ １．０５ ０．６９ ０．９９ １．０５ １．２８ １．０８ １．１５ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．６０ ２．８３ ２．７０ ３．２３ ３．６７ ２．６５ ４．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．００ １．５８ ０．５８ １．１６ ０．８３ １．００ １．２７ １．４１ ０．００ ２．８３

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．８３ ２．９１ ２．６９ ２．６３ ３．４４ ３．００ ３．４４ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１７ １．２４ １．０３ ０．８１ １．３３ １．４１ １．３３ ＊ ＊ ＊
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付表７ 職業準備訓練総合評価表―４

表７―１０ 職業準備訓練生総合評価（作業態度：報告）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 ９ ３８ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．７８ ２．６６ ２．４４ ２．７３ ２．５５ ２．７９ ２．７７ ２．３３ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．６７ １．４９ ０．８０ １．０４ ０．８０ ０．９２ ０．８６ １．１５ ０．００ ０．００

男 性 人 数 ６ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．６７ ２．５０ ２．１９ ３．００ ２．５５ ２．８２ ２．８７ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．８２ １．６０ ０．９１ ０．８５ ０．８０ １．０８ ０．９２ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ２．８８ ２．８２ ２．５０ ２．４４ ２．７５ ２．６４ ２．３３ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．００ １．３６ ０．４０ １．１６ ０．８８ ０．７１ ０．８１ １．１５ ０．００ ＊

重 度 人 数 ２ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．６０ ２．６７ ２．８０ ２．５４ ２．３３ ２．７６ ２．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．００ １．７８ ０．６５ ０．６３ ０．７８ １．００ ０．９７ １．４１ ０．００ ０．００

重度以外 人 数 ４ ２３ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．５０ ２．８３ ２．２３ ２．６９ ２．５６ ３．２２ ２．７８ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．００ １．４７ ０．９３ １．２５ ０．８８ ０．６７ ０．６７ ＊ ＊ ＊

表７―１１ 職業準備訓練生総合評価（作業態度：質問）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．３８ ２．１６ ２．３７ ２．３１ ２．７３ ２．５８ ２．６２ ２．３３ ３．００ ２．００
標準偏差 ０．７７ １．２６ ０．８８ ０．９７ ０．８８ ０．８４ ０．８０ １．１５ ０．００ １．４１

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．２０ ２．００ ２．１３ ２．８３ ２．７３ ２．４５ ２．７３ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．７９ １．３５ ０．９６ ０．５８ ０．８８ ０．９３ ０．７０ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ２．３８ ２．７３ １．８６ ３．１１ ２．７５ ２．４５ ２．３３ ３．００ １．００
標準偏差 ０．００ １．１５ ０．６５ １．０３ ０．７８ ０．７１ ０．９３ １．１５ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ２．００ ２．００ ２．５８ ２．６０ ２．５４ ２．３３ ２．５３ ２．００ ３．００ ２．００
標準偏差 １．００ １．４１ ０．７９ ０．８４ １．１３ １．００ ０．８７ １．４１ ０．００ １．４１

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．３３ ２．３０ ２．１５ ２．１３ ３．００ ２．７８ ２．７８ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．８２ １．２６ ０．９９ １．０２ ０．００ ０．６７ ０．６７ ＊ ＊ ＊

表７―１２ 職業準備訓練生総合評価（作業態度：死後・よそ見）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３７ ２７ ２７ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ３．０８ ２．８６ ２．８５ ２．３７ ２．７７ ２．８４ ３．００ ３．６７ ２．６７ ４．００
標準偏差 ０．７６ １．２７ １．２９ １．０４ １．６３ ０．９６ １．２６ １．１５ ０．５８ １．４１

男 性 人 数 １０ ２１ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ３．００ ２．８６ ２．８１ ２．４２ ２．７７ ２．６４ ３．００ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．８２ １．３９ １．１１ ０．９０ １．６３ ０．８１ １．３１ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １５ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．３３ ２．８８ ２．９１ ２．３３ ２．５６ ３．１３ ３．００ ３．６７ ２．５０ ５．００
標準偏差 ０．５８ １．１５ １．５８ １．１８ １．３３ １．１３ １．２６ １．１５ ０．７１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ２．６７ ２．５０ ３．０８ ２．３０ ２．１５ ２．７８ ３．００ ４．００ ２．６７ ４．００
標準偏差 ０．５８ １．２７ １．００ ０．９５ １．２８ ０．６７ １．２２ １．４１ ０．５８ １．４１

重度以外 人 数 ６ ２２ １３ １７ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．１４ ２．６９ ２．４１ ３．６７ ２．６７ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．６３ １．３６ １．６０ １．１２ １．７３ １．００ １．４１ ＊ ＊ ＊

１４７



付表７ 職業準備訓練総合評価表―５

表７―１３ 職業準備訓練生総合評価（作業態度：陰日なた）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３７ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ３．３１ ２．８９ ３．０７ ２．９２ ３．４５ ３．５８ ３．３１ ４．６７ ３．００ ２．５０
標準偏差 ０．６３ ０．８４ １．３０ ０．８９ １．０６ １．１２ １．２３ ０．５８ １．７３ ０．７１

男 性 人 数 １０ ２１ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ３．２０ ２．７１ ３．１３ ３．１７ ３．４５ ３．５５ ３．２７ ＊ ５．００ ２．００
標準偏差 ０．６３ １．０１ １．３６ ０．５８ １．０６ １．２９ １．２８ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．６７ ３．１３ ３．００ ２．７１ ３．００ ３．６３ ３．３６ ４．６７ ２．００ ３．００
標準偏差 ０．５８ ０．５０ １．２６ １．０７ １．００ ０．９２ １．２１ ０．５８ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．５０ ３．１７ ３．００ ３．４６ ３．６７ ３．４７ ５．００ ３．００ ２．５０
標準偏差 ０．００ ０．８５ １．３４ ０．９４ ０．８８ １．００ １．５０ ０．００ １．７３ ０．７１

重度以外 人 数 ６ ２２ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．１７ ３．１８ ３．００ ２．８８ ３．４４ ３．３３ ３．００ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．４１ ０．８０ １．４１ ０．８９ １．３３ １．２２ ０．００ ＊ ＊ ＊

表７―１４ 職業準備訓練生総合評価（作業遂行力：集中力）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２７ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．９２ ２．６８ ２．７８ ２．６７ ３．００ ４．４７ ２．８５ ３．６７ ２．３３ ４．００
標準偏差 ０．４９ １．１２ ０．９３ ０．９２ １．２３ ７．０２ １．１２ １．１５ １．１５ １．４１

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．８０ ２．３６ ２．８１ ２．６７ ３．００ ５．３６ ２．８７ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．４２ １．００ ０．８３ １．１５ １．２３ ９．２４ １．１９ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １５ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．３３ ３．１３ ２．７３ ２．６７ ３．００ ３．２５ ２．８２ ３．６７ ２．００ ５．００
標準偏差 ０．５８ １．１５ １．１０ ０．７２ １．００ １．２８ １．０８ １．１５ １．４１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．１０ ３．００ ２．８０ ２．５４ ７．００ ２．８８ ４．００ ２．３３ ４．００
標準偏差 ０．００ ０．９９ ０．７４ １．１４ ０．８８ ９．８０ １．３２ １．４１ １．１５ １．４１

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １７ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．０４ ２．６２ ２．５９ ３．６７ ２．１１ ２．７８ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．６３ １．１１ １．１２ ０．８０ １．４１ １．０５ ０．６７ ＊ ＊ ＊

表７―１５ 職業準備訓練生総合評価（作業遂行力：安定性）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．５４ ２．９５ ３．０７ ２．８５ ３．３６ ３．４２ ３．００ ４．００ ２．３３ ４．００
標準偏差 １．０５ １．３９ ０．９６ ０．９２ １．３３ １．４３ １．１３ １．００ ０．５８ １．４１

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．４０ ２．７３ ３．００ ３．００ ３．３６ ３．００ ２．７３ ＊ ２．００ ３．００
標準偏差 １．０７ １．５８ ０．９７ ０．８５ １．３３ １．５５ １．０３ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ３．２５ ３．１８ ２．７１ ３．００ ４．００ ３．３６ ４．００ ２．５０ ５．００
標準偏差 １．００ １．０６ ０．９８ ０．９９ １．４１ １．０７ １．２１ １．００ ０．７１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．３３ ２．９０ ３．２５ ３．００ ３．１５ ３．８９ ２．８８ ４．００ ２．３３ ４．００
標準偏差 ０．５８ １．６６ ０．８７ ０．９４ １．２８ １．０５ １．１１ １．４１ ０．５８ １．４１

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．１７ ３．０９ ２．９２ ２．７５ ３．６７ ２．７８ ３．２２ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 １．３３ １．３５ １．１２ ０．９３ １．４１ １．５６ １．２０ ＊ ＊ ＊
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付表７ 職業準備訓練総合評価表―６

表７―１６ 職業準備訓練生総合評価（作業遂行力：正確さ）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２７ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．６２ ２．５０ ２．７０ ２．６７ ２．６８ ２．８４ ３．００ ２．６７ ２．３３ ３．００
標準偏差 ０．９６ １．３１ １．１４ １．１８ １．１３ １．２６ １．１３ ０．５８ １．１５ ０．００

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．５０ ２．１８ ２．６３ ２．５０ ２．６８ ２．８２ ３．１３ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．９７ １．２６ １．０９ ０．８０ １．１３ １．６６ １．１９ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １５ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ２．９４ ２．８２ ２．８０ ２．４４ ２．８８ ２．８２ ２．６７ ２．００ ３．００
標準偏差 １．００ １．２９ １．２５ １．４２ ０．８８ ０．３５ １．０８ ０．５８ １．４１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ２．６７ ２．１０ ２．６７ ２．８０ ２．６２ ３．２２ ２．６５ ２．５０ ２．３３ ３．００
標準偏差 １．５３ １．３７ １．１５ ０．６３ １．３９ １．２０ １．０６ ０．７１ １．１５ ０．００

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １７ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．８３ ２．７４ ２．８５ ２．５９ ２．７８ ２．４４ ３．６７ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．７５ １．３６ １．２１ １．４２ ０．６７ １．３３ １．００ ＊ ＊ ＊

表７―１７ 職業準備訓練生総合評価（作業遂行力：丁寧さ）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．６９ ２．５３ ２．９６ ３．０８ ２．５９ ３．１６ ２．８５ ３．００ ２．６７ ３．００
標準偏差 ０．９５ １．３１ ０．９８ １．０２ １．０１ １．５０ １．２６ ０．００ ０．５８ ０．００

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．６０ ２．２７ ３．２５ ３．１７ ２．５９ ３．００ ２．７３ ＊ ２．００ ３．００
標準偏差 ０．９７ １．３９ １．００ ０．５８ １．０１ １．７９ １．２８ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ２．８８ ２．５５ ３．００ ２．２２ ３．３８ ３．００ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 １．００ １．１５ ０．８２ １．３０ ０．９７ １．０６ １．２６ ０．００ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ２．６７ ２．００ ２．７５ ３．２０ ２．６２ ３．４４ ２．５３ ３．００ ２．６７ ３．００
標準偏差 １．５３ １．４１ １．０６ ０．６３ １．１２ １．３３ １．３３ ０．００ ０．５８ ０．００

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．８３ ３．３１ ３．００ ２．５６ ２．８９ ３．４４ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．６３ １．３０ ０．７５ １．２１ ０．８８ １．７６ ０．８８ ＊ ＊ ＊

表７―１８ 職業準備訓練生総合評価（作業遂行力：作業耐性）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．５４ ２．６８ ２．５９ ２．５８ ３．１８ ３．００ ３．００ ４．３３ ２．６７ ４．００
標準偏差 １．０５ １．１２ ０．６４ １．０６ １．２２ ０．６７ １．１３ ０．５８ ０．５８ １．４１

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．３０ ２．５０ ２．５６ ３．００ ３．１８ ２．８２ ３．００ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 １．０６ １．２６ ０．７３ ０．８５ １．２２ ０．６０ １．３１ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．３３ ２．９４ ２．６４ ２．２１ ２．７８ ３．２５ ３．００ ４．３３ ２．５０ ５．００
標準偏差 ０．５８ ０．８５ ０．５０ １．１２ １．２０ ０．７１ ０．８９ ０．５８ ０．７１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．３０ ２．６７ ２．６０ ３．１５ ３．２２ ３．００ ４．５０ ２．６７ ４．００
標準偏差 ０．００ １．３４ ０．４９ １．２６ ０．９９ ０．６７ １．２２ ０．７１ ０．５８ １．４１

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．５０ ２．８７ ２．５４ ２．５６ ３．２２ ２．７８ ３．００ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 １．３８ １．０６ ０．７８ ０．９６ １．５６ ０．６７ １．００ ＊ ＊ ＊

１４９



付表７ 職業準備訓練総合評価表―７

表７―１９ 職業準備訓練生総合評価（作業遂行力：作業工夫）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．００ １．９５ ２．３３ ２．２７ ２．３６ ２．６３ ２．１５ １．６７ ２．００ ３．００
標準偏差 １．１５ １．０４ ０．８８ ０．９６ ０．９５ １．０１ １．０１ ０．５８ １．００ ０．００

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） １．７０ １．７７ ２．３１ ２．５８ ２．３６ ２．９１ ２．０７ ＊ ２．００ ３．００
標準偏差 １．０６ １．０７ ０．８７ ０．７９ ０．９５ ０．９４ １．０３ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ２．１９ ２．３６ ２．００ １．８９ ２．２５ ２．２７ １．６７ ２．００ ３．００
標準偏差 １．００ ０．９８ ０．９２ １．０４ １．０５ １．０４ １．０１ ０．５８ １．４１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ２．６７ １．９０ ２．４２ ２．７０ ２．３８ ３．００ ２．０６ １．５０ ２．００ ３．００
標準偏差 １．５３ １．２０ ０．９０ ０．６７ ０．９６ １．００ １．０３ ０．７１ １．００ ０．００

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） １．８３ ２．０４ ２．３１ ２．００ ２．３３ ２．４４ ２．３３ ２．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１７ １．０２ ０．９５ １．０３ １．００ ０．８８ １．００ ＊ ＊ ＊

表７―２０ 職業準備訓練生総合評価（作業遂行力：習熟）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ２ ３ ２

平均（点） ２．３８ ２．６８ ２．８１ ２．５８ ３．００ ３．１６ ２．７７ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 １．０４ １．１６ ０．７４ １．１０ １．０７ １．２６ １．０３ ０．００ ０．００ ０．００

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．１０ ２．４５ ２．８８ ２．３３ ３．００ ２．８２ ３．００ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．９９ １．３７ ０．８１ ０．８９ １．０７ １．４０ １．０７ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ２ ２ １
平均（点） ３．３３ ３．００ ２．７３ ２．７９ ２．５６ ３．６３ ２．４５ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．５８ ０．７３ ０．６５ １．２５ ０．８８ ０．９２ ０．９３ ０．００ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ １ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．５０ ２．７５ ２．８０ ３．１５ ３．６７ ２．６５ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．００ １．３５ ０．６２ ０．６３ ０．９９ １．００ ０．７９ ＊ ０．００ ０．００

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．１７ ２．８７ ２．８５ ２．４４ ２．７８ ２．６７ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．３３ １．１４ ０．９０ １．３１ １．２０ １．４１ １．４１ ＊ ＊ ＊

表７―２１ 職業準備訓練生総合評価（作業遂行力：準備・後片付け）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ２ ３ ２

平均（点） ２．９２ ２．６１ ３．０７ ２．５８ ２．８２ ２．８９ ３．３８ ２．５０ ３．６７ ４．００
標準偏差 ０．６４ １．２６ １．０４ ０．９５ ０．９１ １．０５ ０．８０ ０．７１ １．１５ １．４１

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．８０ ２．４１ ３．３８ ３．００ ２．８２ ２．６４ ３．２７ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．６３ １．３３ １．１５ ０．７４ ０．９１ １．２１ ０．７０ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ２ ２ １
平均（点） ３．３３ ２．８８ ２．６４ ２．２１ ２．４４ ３．２５ ３．５５ ２．５０ ４．００ ５．００
標準偏差 ０．５８ １．１５ ０．６７ ０．９７ ０．８８ ０．７１ ０．９３ ０．７１ １．４１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ １ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．５０ ３．０８ ２．８０ ２．６９ ３．００ ３．２４ ２．００ ３．６７ ４．００
標準偏差 ０．００ １．２７ ０．９０ １．１４ ０．８５ １．００ ０．６６ ＊ １．１５ １．４１

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．８３ ２．７８ ３．１５ ２．４４ ３．００ ２．７８ ３．６７ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９８ １．３１ １．２１ ０．８１ １．００ １．２０ １．００ ＊ ＊ ＊

１５０



付表７ 職業準備訓練総合評価表―８

表７―２２ 職業準備訓練生総合評価（作業遂行力：危険への配慮）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３７ ２５ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ３．００ ２．４３ ２．８８ ２．９６ ２．８６ ２．７４ ２．９６ ２．３３ ２．６７ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．８７ ０．７３ ０．２０ ０．４７ ０．６５ ０．６０ １．１５ ０．５８ ０．００

男 性 人 数 １０ ２１ １５ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ３．００ ２．１９ ２．９３ ３．００ ２．８６ ２．８２ ３．００ ＊ ２．００ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．９３ ０．８０ ０．００ ０．４７ ０．６０ ０．００ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １０ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ２．７５ ２．８０ ２．９３ ２．６７ ２．６３ ２．９１ ２．３３ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．６８ ０．６３ ０．２７ ０．７１ ０．７４ ０．９４ １．１５ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．３０ ２．８３ ３．００ ２．９２ ２．７８ ２．８２ ２．００ ２．６７ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．９５ ０．５８ ０．００ ０．２８ ０．６７ ０．５３ １．４１ ０．５８ ０．００

重度以外 人 数 ６ ２３ １１ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．５２ ２．９１ ２．９４ ２．７８ ２．６７ ３．２２ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ ０．８５ ０．９４ ０．２５ ０．６７ ０．７１ ０．６７ ＊ ＊ ＊

表７―２３ 職業準備訓練生総合評価（対人態度：挨拶・返事）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２７ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．８５ ２．９７ ２．７８ ３．０７ ３．０５ ３．１６ ３．６９ ３．３３ ３．６７ ４．００
標準偏差 ０．８０ １．２４ １．０１ １．３０ １．１７ １．２６ １．１２ １．５３ １．１５ １．４１

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．６０ ２．８２ ２．４４ ３．１７ ３．０５ ２．６４ ３．８０ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．７０ １．３７ ０．９６ １．３４ １．１７ １．２１ １．０１ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １５ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．６７ ３．１９ ３．２７ ３．００ ３．７８ ３．８８ ３．５５ ３．３３ ４．００ ５．００
標準偏差 ０．５８ １．０５ ０．９０ １．３１ １．２０ ０．９９ １．２９ １．５３ １．４１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ２．６７ ３．００ ３．００ ２．８０ ２．９２ ２．７８ ３．８２ ４．００ ３．６７ ４．００
標準偏差 ０．５８ １．２５ １．２８ １．１４ １．１９ １．２０ １．０１ １．４１ １．１５ １．４１

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １７ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．６７ ３．１３ ２．５４ ３．２４ ３．２２ ３．３３ ３．４４ ２．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０３ １．２９ ０．７８ １．３９ １．２０ １．２２ １．３３ ＊ ＊ ＊

表７―２４ 職業準備訓練生総合評価（対人態度：素直さ）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２７ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ３．０８ ２．６８ ３．００ ２．８９ ３．３６ ３．３２ ３．１５ ３．３３ ３．３３ ３．００
標準偏差 ０．６４ １．１２ １．２７ １．０５ １．１８ １．２０ １．４９ １．５３ １．５３ ０．００

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ３．１０ ２．５９ ２．８８ ２．８３ ３．３６ ３．３６ ３．００ ＊ ５．００ ３．００
標準偏差 ０．７４ １．４０ １．２０ １．０３ １．１８ １．２１ １．５１ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １５ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ２．８１ ３．１８ ２．９３ ３．４４ ３．２５ ３．３６ ３．３３ ２．５０ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．５４ １．４０ １．１０ １．３３ １．２８ １．５０ １．５３ ０．７１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．５０ ２．９２ ２．６０ ３．４６ ３．４４ ３．２４ ４．００ ３．３３ ３．００
標準偏差 ０．００ １．２７ １．６２ １．２６ １．２０ ０．８８ １．７１ １．４１ １．５３ ０．００

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １７ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．８３ ３．０８ ３．０６ ３．２２ ３．００ ３．００ ２．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．１１ １．０４ ０．９０ １．２０ １．４１ １．００ ＊ ＊ ＊

１５１



付表７ 職業準備訓練総合評価表―９

表７―２５ 職業準備訓練生総合評価（対人態度：言葉遣い）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３７ ２７ ２７ ２３ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．５４ ２．１９ ２．２２ ２．７４ ２．３９ ２．４７ ２．３８ ３．００ ２．３３ ３．００
標準偏差 ０．９７ １．１３ ０．９３ １．１３ １．１２ １．１２ ０．９４ ０．００ １．５３ ０．００

男 性 人 数 １０ ２１ １６ １２ １４ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．３０ ２．０５ ２．１９ ２．８３ ２．３９ ２．６４ ２．２０ ＊ ４．００ ３．００
標準偏差 ０．９５ １．１２ ０．９８ １．２７ １．１２ １．２１ １．０１ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １５ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．３３ ２．３８ ２．２７ ２．６７ ２．１１ ２．２５ ２．６４ ３．００ １．５０ ３．００
標準偏差 ０．５８ １．１５ ０．９０ １．０５ １．４５ １．０４ ０．８１ ０．００ ０．７１ ＊

重 度 人 数 ３ ９ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ １．８９ ２．１７ ３．２０ ２．３８ ２．７８ ２．２９ ３．００ ２．３３ ３．００
標準偏差 ０．００ １．３６ ０．９４ １．１４ ０．９６ １．２０ ０．９９ ０．００ １．５３ ０．００

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １７ １０ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．００ ２．４３ ２．１５ ２．４７ ２．４０ ２．１１ ２．５６ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．２６ １．０８ ０．９９ １．０７ １．３５ １．０５ ０．８８ ＊ ＊ ＊

表７―２６ 職業準備訓練生総合評価（対人態度：感謝・謝罪）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２７ ２３ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．８５ ２．４７ ２．３７ ２．８９ ２．７４ ３．１１ ３．００ ３．００ ３．６７ ３．００
標準偏差 ０．６９ ０．８３ ０．８４ ０．６４ ０．８６ ０．９９ １．０２ ０．００ １．１５ ０．００

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １４ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．７０ ２．２３ ２．３１ ３．００ ２．７４ ３．０９ ３．１３ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．６７ ０．８１ ０．８７ ０．７４ ０．８６ ０．７０ ０．９２ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １５ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．３３ ２．８１ ２．４５ ２．８０ ２．８９ ３．１３ ２．８２ ３．００ ４．００ ３．００
標準偏差 ０．５８ ０．７５ ０．８２ ０．５６ １．０５ １．３６ １．１７ ０．００ １．４１ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ２．６７ ２．４０ ２．３３ ３．２０ ２．６９ ３．４４ ２．８８ ３．００ ３．６７ ３．００
標準偏差 ０．５８ ０．８４ ０．８９ ０．６３ ０．６３ １．３３ ０．９３ ０．００ １．１５ ０．００

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １７ １０ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．８３ ２．５７ ２．３８ ２．７１ ２．８０ ２．７８ ３．２２ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９８ ０．７３ ０．８７ ０．５９ １．１４ ０．４４ １．２０ ＊ ＊ ＊

表７―２７ 職業準備訓練生総合評価（対人態度：他者との協調）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．７７ ２．２９ ２．６７ ２．７７ ２．６８ ３．４２ ２．８１ ２．３３ ３．００ ２．００
標準偏差 ０．６０ ０．９３ ０．８８ １．０３ １．２９ １．２６ １．１３ ０．５８ ０．００ １．４１

男 性 人 数 １０ ２２ １６ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．９０ ２．０５ ２．５０ ３．００ ２．６８ ３．３６ ２．８７ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．３２ ０．９５ ０．８２ ０．８５ １．２９ １．２１ １．１９ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １１ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ２．３３ ２．６３ ２．９１ ２．５７ ２．４４ ３．５０ ２．７３ ２．３３ ３．００ １．００
標準偏差 １．１５ ０．８１ ０．９４ １．１６ ０．８８ １．４１ １．１０ ０．５８ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １２ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ２．６７ ２．３０ ２．４２ ２．８０ ２．６２ ３．６７ ２．７６ ２．５０ ３．００ ２．００
標準偏差 ０．５８ ０．９５ ０．９０ １．１４ １．３９ １．４１ １．２０ ０．７１ ０．００ １．４１

重度以外 人 数 ６ ２３ １３ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．２６ ２．８５ ２．７５ ２．７８ ３．００ ２．８９ ２．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ ０．９６ ０．９０ １．００ １．２０ １．００ １．０５ ＊ ＊ ＊
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付表７ 職業準備訓練総合評価表―１０

表７―２８ 職業準備訓練生総合評価（対人態度：会話への参加）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３８ ２４ ２６ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ２．９２ ２．５０ ２．６７ ２．７７ ２．４５ ２．８９ ３．００ １．６７ ３．００ ２．００
標準偏差 ０．２８ ０．９２ ０．６４ ０．８６ １．３７ １．０５ １．２６ ０．５８ ０．００ １．４１

男 性 人 数 １０ ２２ １４ １２ １３ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．９０ ２．３２ ２．６４ ２．８３ ２．４５ ２．８２ ３．００ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．３２ １．０４ ０．７４ ０．５８ １．３７ １．０８ １．３１ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １６ １０ １４ ９ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ２．７５ ２．７０ ２．７１ ２．４４ ３．００ ３．００ １．６７ ３．００ １．００
標準偏差 ０．００ ０．６８ ０．４８ １．０７ １．３３ １．０７ １．２６ ０．５８ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ １０ １０ １０ １３ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ２．６７ ２．４０ ２．５０ ２．８０ ２．５４ ２．７８ ３．００ １．５０ ３．００ ２．００
標準偏差 ０．５８ ０．９７ ０．７１ ０．６３ １．３９ １．２０ １．４１ ０．７１ ０．００ １．４１

重度以外 人 数 ６ ２３ １２ １６ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．６１ ２．８３ ２．７５ ２．３３ ２．７８ ３．００ ２．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ ０．９４ ０．５８ １．００ １．４１ ０．６７ １．００ ＊ ＊ ＊

表７―２９ 職業準備訓練生総合評価（通勤：交通機関の利用）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １１ ３７ ２７ ２６ ２２ １９ ２６ ２ ３ ２

平均（点） ２．８２ ２．８６ ２．９６ ２．６９ ２．９５ ３．１６ ２．７７ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．４０ ０．８９ ０．９４ ０．９３ ０．９０ ０．６９ １．１８ ０．００ ０．００ ０．００

男 性 人 数 ８ ２２ １６ １２ １４ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ２．７５ ２．６８ ２．９４ ２．８３ ２．９５ ３．３６ ２．４７ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．４６ ０．８４ ０．７７ ０．５８ ０．９０ ０．８１ １．１９ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ １１ １４ ８ ８ １１ ２ ２ １
平均（点） ３．００ ３．１３ ３．００ ２．５７ ３．３８ ２．８８ ３．１８ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．９２ １．１８ １．１６ １．０６ ０．３５ １．０８ ０．００ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ ９ １２ １０ １２ ９ １７ １ ３ ２
平均（点） ２．６７ ２．７８ ２．９２ ２．４０ ２．７５ ３．００ ２．４１ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．５８ ０．４４ ０．９０ ０．９７ ０．６２ ０．００ ０．９４ ＊ ０．００ ０．００

重度以外 人 数 ４ ２３ １３ １６ １０ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．９６ ２．８５ ２．８８ ３．２０ ３．３３ ３．４４ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．０２ ０．９０ ０．８９ １．１４ １．００ １．３３ ＊ ＊ ＊

表７―３０ 職業準備訓練生総合評価（通勤：車内等でのマナー）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １１ ３２ ２７ ２５ ２２ １９ ２６ ３ ３ ２

平均（点） ３．００ ２．８４ ３．１１ ２．８４ ２．９５ ３．１１ ３．２３ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．６３ １．０１ ０．８０ ０．７２ ０．４６ ０．６５ ０．００ ０．００ ０．００

男 性 人 数 ８ １７ １６ １２ １４ １１ １５ ０ １ １
平均（点） ３．００ ２．７１ ３．０６ ２．８３ ２．９５ ３．１８ ３．００ ＊ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．８５ ０．９３ ０．５８ ０．７２ ０．６０ ０．００ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ １１ １３ ８ ８ １１ ３ ２ １
平均（点） ３．００ ３．００ ３．１８ ２．８５ ２．８８ ３．００ ３．５５ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．００ １．１７ ０．９９ ０．３５ ０．００ ０．９３ ０．００ ０．００ ＊

重 度 人 数 ３ ７ １２ １０ １２ ９ １７ ２ ３ ２
平均（点） ３．００ ２．５７ ２．９２ ２．８０ ２．８３ ３．００ ３．１２ ３．００ ３．００ ３．００
標準偏差 ０．００ ０．７９ ０．９０ ０．６３ ０．７２ ０．００ ０．４９ ０．００ ０．００ ０．００

重度以外 人 数 ４ ２１ １３ １５ １０ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．００ ３．２３ ２．８７ ３．１０ ３．２２ ３．４４ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ ０．５５ １．１７ ０．９２ ０．７４ ０．６７ ０．８８ ＊ ＊ ＊
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付表８ 職務試行評価表―１

表８―１ 職務試行法評価（作業的側面：熱心な取り組み）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３７ ２５ ２２ １８ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ２．７１ ３．５９ ３．２４ ３．４５ ３．５６ ３．８２ ４．０５ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 １．５４ １．２４ １．６７ １．３７ １．５０ １．１８ １．３６ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２３ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ２．４５ ３．６１ ３．１３ ２．６７ ３．５６ ３．５５ ３．４０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．５７ １．４１ １．６０ １．５１ １．５０ １．２９ １．５８ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １４ １０ １６ ８ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．６７ ３．５７ ３．４０ ３．７５ ４．００ ４．０９ ４．６４ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ ０．９４ １．８４ １．２４ １．５１ １．０４ ０．８１ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １０ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．８０ ３．２２ ３．００ ３．００ ４．００ ３．５０ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．６３ １．０３ １．５６ １．７９ １．５１ １．０５ １．５１ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２３ １５ １６ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．７１ ３．６１ ３．４０ ３．６３ ４．００ ３．４０ ４．７８ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．８０ １．２７ １．７２ １．２０ １．４１ １．２６ ０．６７ ＊ ＊ ＊

表８―２ 職務試行法評価（作業的側面：集中した取り組み）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３７ ２５ ２２ １８ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ２．５０ ３．２７ ２．８０ ２．８２ ３．００ ２．７３ ３．５７ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 １．６１ １．３５ １．６８ １．５０ １．３７ １．１２ １．４３ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２３ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ２．５５ ３．０９ ２．８０ ２．６７ ３．００ ２．４５ ３．４０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．７５ １．４１ １．７０ １．５１ １．３７ ０．９３ １．２６ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １４ １０ １６ ８ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ２．３３ ３．５７ ２．８０ ２．８８ ３．２５ ３．００ ３．７３ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．２２ １．７５ １．５４ １．６７ １．２６ １．６２ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １０ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ２．７５ ３．４０ ２．７８ ２．６７ ３．００ ２．８０ ３．１７ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．７１ １．５８ １．８６ １．５１ １．５１ ０．６３ １．３４ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２３ １５ １６ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．４３ ３．４３ ２．９３ ２．８８ ３．００ ２．４０ ４．１１ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．５１ １．２０ １．６２ １．５４ １．３３ １．３５ １．４５ ＊ ＊ ＊

表８―３ 職務試行法評価（作業的側面：コンスタントな取り組み）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３７ ２５ ２０ １８ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ２．４３ ３．２２ ３．０４ ２．９０ ３．２２ ２．８２ ３．９５ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９４ １．３２ １．５９ １．３７ １．３５ １．０５ １．２０ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２３ １５ ５ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ２．２７ ３．０９ ３．０７ ２．２０ ３．２２ ２．４５ ３．８０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０１ １．５３ １．４４ １．７９ １．３５ ０．９３ １．４０ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １４ １０ １５ ８ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．４３ ３．００ ３．１３ ３．５０ ３．１８ ４．０９ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ ０．８５ １．８９ １．１９ １．４１ １．０８ １．０４ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １０ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ２．５０ ３．４０ ２．７８ ３．３３ ３．２５ ２．８０ ３．６７ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．００ １．２６ １．２０ ０．８２ １．６７ １．１４ １．３０ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２３ １５ １４ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．４３ ３．２６ ３．３３ ２．７１ ３．２０ ２．６０ ４．３３ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９８ １．２５ １．７６ １．５４ １．１４ ０．８４ １．００ ＊ ＊ ＊

１５４



付表８ 職務試行評価表―２

表８―４ 職務試行法評価（作業的側面：正確な作業）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３６ ２５ ２２ １８ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ２．２１ ２．８６ ２．７６ ２．８２ ２．６１ ２．６４ ３．２９ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９７ １．２７ １．４８ １．６２ １．２４ １．１８ １．３１ ０．００ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２２ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ２．００ ２．７７ ３．００ ２．３３ ２．６１ ２．２７ ３．４０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．００ １．２３ １．３６ １．６３ １．２４ １．０１ １．２６ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １４ １０ １６ ８ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．００ ２．４０ ３．００ ３．２５ ３．００ ３．１８ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．３６ １．６５ １．６３ １．２８ １．２６ １．４０ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １０ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ２．５０ ２．６０ ２．３３ ３．００ ２．５０ ２．８０ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．００ １．２６ １．００ ２．１９ １．４１ １．１４ １．２１ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２２ １５ １６ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．１４ ３．０５ ３．０７ ２．７５ ２．７０ ２．２０ ３．６７ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０７ １．３３ １．７１ １．４４ １．１６ １．０３ １．４１ ＊ ＊ ＊

表８―５ 職務試行法評価（作業的側面：指示とおりの作業）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３８ ２５ ２２ １８ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ３．３６ ３．４２ ３．５２ ２．９１ ３．２２ ３．２７ ３．７６ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 １．２２ １．３３ １．３９ １．４４ １．６６ １．４２ １．１８ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２３ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ３．２７ ３．３５ ３．３３ ３．００ ３．２２ ３．００ ４．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９０ １．４３ １．４０ １．７９ １．６６ １．５５ １．０５ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ １０ １６ ８ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．６７ ３．５３ ３．８０ ２．８８ ４．００ ３．５５ ３．５５ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 ２．３１ １．１９ １．４０ １．３６ １．５１ １．２９ １．２９ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．５５ ２．５６ ３．００ ２．７５ ３．６０ ３．６７ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．２９ １．３３ １．２６ １．６７ ０．９７ ０．９８ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２３ １５ １６ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ４．１４ ３．５２ ４．２０ ２．８８ ３．６０ ２．６０ ３．８９ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０７ １．３８ １．０１ １．５４ １．６５ １．５８ １．４５ ＊ ＊ ＊

表８―６ 職務試行法評価（作業的側面：工夫した取り組み）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３８ ２５ ２１ １８ ２１ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ２．００ １．９５ ２．０４ ２．０５ １．６７ １．４８ ２．４３ １．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０４ １．２１ １．１４ １．３６ １．１９ ０．８７ １．４３ ０．００ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２３ １５ ６ １０ １０ １０ １ ０ ０
平均（点） １．９１ １．７８ ２．１３ １．６７ １．６７ １．４０ ２．８０ １．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０４ １．１７ １．２５ １．０３ １．１９ ０．８４ １．４８ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ １０ １５ ８ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ２．３３ ２．２０ １．９０ ２．２０ １．７５ １．５５ ２．０９ １．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．２６ ０．９９ １．４７ １．４９ ０．９３ １．３８ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ６ ８ ９ １２ １ ０ ０
平均（点） ２．００ １．７３ ２．００ ２．００ ２．００ １．２２ ２．３３ １．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．０１ １．００ １．１０ １．５１ ０．６７ １．３０ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２３ １５ １５ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．１４ ２．２２ ２．００ ２．０７ １．４０ １．８０ ２．５６ １．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０７ １．３１ １．２５ １．４９ ０．８４ １．０３ １．６７ ＊ ＊ ＊

１５５



付表８ 職務試行評価表―３

表８―７ 職務試行法評価（作業的側面：機器・部品扱いの丁寧さ）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３７ ２５ ２１ １７ ２１ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ２．９３ ３．２７ ３．０８ ３．００ ３．００ ３．１０ ３．４８ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１４ ０．９６ １．０８ １．１０ １．２２ １．１８ １．０８ ０．００ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２２ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ２．７３ ３．３６ ３．１３ ２．３３ ３．００ ２．８２ ３．６０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１０ １．１８ １．１９ １．０３ １．２２ １．４０ ０．９７ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ １０ １５ ７ １０ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．６７ ３．１３ ３．００ ３．２７ ３．２９ ３．４０ ３．３６ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ ０．５２ ０．９４ １．０３ １．３８ ０．８４ １．２１ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ６ ７ ９ １２ １ ０ ０
平均（点） ２．２５ ３．１８ ３．２２ ３．３３ ２．７１ ２．７８ ３．６７ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９６ ０．６０ １．２０ ０．８２ １．３８ １．２０ ０．９８ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２２ １５ １５ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．２９ ３．２７ ３．００ ２．８７ ３．２０ ３．４０ ３．２２ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．３８ １．１２ １．０７ １．１９ １．１４ １．２６ １．２０ ＊ ＊ ＊

表８―８ 職務試行法評価（作業的側面：慣れに伴う習熟）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３５ ２５ ２１ １８ ２１ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ２．０８ ２．９４ ２．９２ ２．８１ ２．７８ ２．８１ ３．３３ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．３２ １．２４ １．３５ １．２５ １．３５ １．２５ １．５３ ０．００ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２２ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ２．０９ ２．９１ ２．７３ ２．６７ ２．７８ ２．６４ ３．２０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．３８ １．４４ １．２８ １．５１ １．３５ １．５０ １．７５ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ２ １３ １０ １５ ８ １０ １１ １ ０ ０
平均（点） ２．００ ３．００ ３．２０ ２．８７ ３．２５ ３．００ ３．４５ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．４１ ０．８２ １．４８ １．１９ １．６７ ０．９４ １．３７ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ ９ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ２．５０ ３．００ ２．３３ ３．６７ ２．７５ ２．８０ ２．８３ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．９１ １．４１ １．００ １．０３ １．２８ １．１４ １．５９ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ６ ２２ １５ １５ １０ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．００ ３．０９ ３．２７ ２．４７ ２．８０ ２．５６ ４．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１０ １．１５ １．４９ １．１９ １．４８ １．３３ １．２２ ＊ ＊ ＊

表８―９ 職務試行法評価（作業的側面：終了・事故・異常の報告）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３８ ２４ １８ １７ ２０ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ３．０７ ３．００ ２．８３ ２．３３ ２．５３ ２．７０ ３．１９ ２．００ ＊ ＊
標準偏差 １．００ １．３２ １．２７ １．３７ １．３３ １．６３ １．２５ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２３ １５ ５ ９ １０ １０ １ ０ ０
平均（点） ３．０９ ３．０９ ２．８７ ２．６０ ２．５３ ２．００ ３．４０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．７０ １．４１ １．３６ １．６７ １．３３ １．４１ １．５８ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ ９ １３ ８ １０ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．８７ ２．７８ ２．２３ ２．７５ ３．４０ ３．００ １．００ ＊ ＊
標準偏差 ２．００ １．１９ １．２０ １．３０ １．６７ １．５８ ０．８９ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ５ ８ ９ １２ １ ０ ０
平均（点） ２．７５ ３．３６ ２．５６ １．８０ ２．５０ ２．３３ ３．１７ １．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．５０ ０．８１ １．３３ １．１０ １．４１ １．７３ １．３４ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２３ １４ １３ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．５７ ２．９１ ３．００ ２．５４ ２．５６ ２．７８ ３．２２ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９８ １．４１ １．３０ １．４５ １．３３ １．５６ １．２０ ＊ ＊ ＊

１５６



付表８ 職務試行評価表―４

表８―１０ 職務試行法評価（作業的側面：指示理解困難時の質問）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３７ ２４ ２１ １８ ２２ ２０ ２ ０ ０

平均（点） ２．７１ ２．７８ ２．８８ ２．３３ ２．７８ ２．５５ ３．００ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０７ １．３２ １．３９ １．３２ １．３５ １．５０ １．４５ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２２ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ２．６４ ２．７３ ３．０７ ２．３３ ２．７８ １．７３ ３．２０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．２１ １．４２ １．２２ １．０３ １．３５ １．３５ １．７５ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ ９ １５ ８ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．８７ ２．５６ ２．３３ ３．００ ３．３６ ２．８０ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．１９ １．６７ １．４５ １．５１ １．２１ １．１４ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ５ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ２．５０ ３．３６ ２．７８ ２．２０ ２．５０ ２．２０ ２．６７ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．００ １．２１ １．２０ １．１０ １．４１ １．０３ １．４４ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２２ １４ １６ １０ １０ ８ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．６４ ２．９３ ２．３８ ３．００ ２．６０ ３．５０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．３３ １．５９ １．４１ １．３３ １．８４ １．４１ ＊ ＊ ＊

表８―１１ 職務試行法評価（作業的側面：作業準備・後片付け）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３８ ２４ ２２ １８ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ２．５７ ２．９５ ２．９２ ２．４５ ２．８９ ３．０９ ３．１０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．４０ １．０９ １．２５ １．４１ １．０８ ０．９７ １．１８ ０．００ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２３ １４ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ２．８２ ２．８３ ２．７１ ２．３３ ２．８９ ３．００ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．４０ １．０３ １．３３ １．０３ １．０８ ０．８９ １．３３ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ １０ １６ ８ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） １．６７ ３．１３ ３．２０ ２．５０ ３．２５ ３．１８ ３．１８ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．１９ １．１４ １．５５ ０．７１ １．０８ １．０８ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．８２ ２．３３ ２．３３ ２．７５ ２．６０ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．６３ １．０８ １．００ １．６３ １．２８ ０．８４ １．４８ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２３ １４ １６ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．４３ ３．０９ ３．２９ ２．５０ ３．００ ３．２０ ３．２２ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．５１ １．１２ １．３３ １．３７ ０．９４ ０．６３ ０．６７ ＊ ＊ ＊

表８―１２ 職務試行法評価（作業的側面：危険への配慮と対応）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３５ ２４ １６ １７ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ３．００ ２．４９ ２．９２ ２．５０ ２．５３ ２．８２ ３．４８ ２．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．７８ １．１２ ０．９３ ０．８９ １．３３ ０．８５ ０．８７ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２２ １５ ５ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．１８ ３．００ ２．６０ ２．５３ ２．４５ ３．６０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．８９ １．０１ １．０７ ０．８９ １．３３ ０．９３ ０．９７ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １３ ９ １１ ７ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．００ ２．７８ ２．４５ ３．００ ３．１８ ３．３６ １．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．１５ ０．６７ ０．９３ １．６３ ０．６０ ０．８１ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １０ ９ ４ ７ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．６０ ２．７８ ２．５０ ２．４３ ２．８０ ３．３３ １．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ ０．８４ ０．６７ １．００ １．５１ ０．６３ ０．７８ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２１ １４ １２ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．２９ ２．６２ ３．００ ２．５０ ２．６０ ２．８０ ３．６７ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．７６ １．２０ １．１１ ０．９０ １．２６ １．１４ １．００ ＊ ＊ ＊

１５７



付表８ 職務試行評価表―５

表８―１３ 職務試行法評価（作業的側面：仕事への責任感）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３７ ２４ ２１ １８ ２２ ２０ ２ ０ ０

平均（点） ２．５７ ２．８４ ２．７９ ２．８１ ２．８９ ２．８２ ３．２０ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０９ ０．９９ １．３２ １．４０ １．４５ １．２２ １．２８ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２２ １５ ６ １０ １１ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．６４ ２．７３ ２．８０ ３．００ ２．８９ ２．２７ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１２ １．１２ １．４２ １．２６ １．４５ １．０１ １．７３ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ ９ １５ ８ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ２．３３ ３．００ ２．７８ ２．７３ ３．５０ ３．３６ ３．３６ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ ０．７６ １．２０ １．４９ １．４１ １．２１ ０．８１ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ６ ８ １０ １１ １ ０ ０
平均（点） ２．２５ ２．８２ ２．５６ ３．３３ ２．２５ ２．６０ ２．８２ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９６ ０．６０ ０．８８ １．５１ １．４９ ０．８４ １．４０ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２２ １４ １５ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．２９ ２．９１ ３．００ ２．６０ ３．４０ ２．８０ ３．６７ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．７６ ０．９７ １．５７ １．３５ １．２６ １．４８ １．００ ＊ ＊ ＊

表８―１４ 職務試行法評価（勤労習慣：欠勤・遅刻をしない）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３８ ２５ ２２ １８ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ４．１４ ４．２６ ４．４０ ３．９１ ３．７８ ４．５５ ４．２４ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０３ １．３５ １．００ １．３４ １．５６ １．０６ １．３４ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２３ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ４．２７ ３．９６ ４．５３ ３．６７ ３．７８ ４．４５ ４．２０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０１ １．５８ ０．９９ １．０３ １．５６ ０．９３ １．４０ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ １０ １６ ８ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．６７ ４．７３ ４．２０ ４．００ ４．２５ ４．６４ ４．２７ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ ０．７０ １．０３ １．４６ １．４９ １．２１ １．３５ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ４．００ ４．０９ ４．５６ ３．６７ ４．００ ４．８０ ４．３３ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．３８ ０．８８ １．６３ １．５１ ０．６３ １．３０ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２３ １５ １６ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ４．７１ ４．４８ ４．４０ ４．００ ３．６０ ４．２０ ４．１１ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．７６ １．２４ １．０６ １．２６ １．６５ １．４０ １．４５ ＊ ＊ ＊

表８―１５ 職務試行法評価（勤労習慣：欠勤・遅刻・早退等の連絡）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ２８ ２１ １８ １７ １７ １９ ２ ０ ０

平均（点） ３．９２ ３．５７ ４．２４ ３．６７ ３．５９ ３．９４ ４．２６ ２．００ ＊ ＊
標準偏差 １．３２ １．３２ １．００ １．３７ １．５４ １．２５ ０．９９ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １０ １８ １３ ５ １０ ９ １０ １ ０ ０
平均（点） ４．２０ ３．２２ ４．３８ ３．００ ３．５９ ４．１１ ４．２０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．４０ １．３５ ０．９６ １．４１ １．５４ １．０５ １．０３ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １０ ８ １３ ７ ８ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ４．２０ ４．００ ３．９２ ４．１４ ３．７５ ４．３３ １．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．０３ １．０７ １．３２ １．５７ １．４９ １．００ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ ８ ９ ６ ７ ６ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．５０ ３．２５ ４．１１ ３．６７ ３．５７ ４．００ ４．０９ １．００ ＊ ＊
標準偏差 １．９１ １．２８ １．０５ １．６３ １．５１ １．１０ １．０４ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ６ １７ １１ １２ １０ ９ ８ １ ０ ０
平均（点） ４．３３ ３．８２ ４．４５ ３．６７ ３．６０ ３．８９ ４．５０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０３ １．２４ ０．９３ １．３０ １．６５ １．４５ ０．９３ ＊ ＊ ＊

１５８



付表８ 職務試行評価表―６

表８―１６ 職務試行法評価（勤労習慣：職場規則・規律の遵守）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３７ ２５ ２１ １８ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ３．７１ ３．６８ ３．４８ ３．７６ ３．３３ ３．８２ ４．０５ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９９ １．１１ １．０５ １．１８ １．２４ １．１８ １．２０ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２２ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ３．７３ ３．４１ ３．５３ ３．００ ３．３３ ３．９１ ４．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０１ １．１０ ０．９２ １．２６ １．２４ １．０４ １．０５ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ １０ １５ ８ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．６７ ４．０７ ３．４０ ４．０７ ４．００ ３．７３ ４．０９ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．０３ １．２６ １．０３ １．０７ １．３５ １．３８ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ３．５０ ３．７３ ３．２２ ４．００ ３．００ ４．００ ３．８３ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．００ １．０１ １．２０ １．１０ １．５１ １．０５ １．０３ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２２ １５ １５ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ４．１４ ３．８２ ３．６７ ３．６７ ３．６０ ３．６０ ４．３３ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０７ １．１８ ０．９８ １．２３ ０．９７ １．３５ １．４１ ＊ ＊ ＊

表８―１７ 職務試行法評価（勤労習慣：清潔な身なり）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３８ ２５ ２１ １８ ２１ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ３．４３ ３．７４ ３．７６ ３．５７ ３．５６ ３．８６ ３．９０ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 １．４０ １．０８ ０．９７ １．２９ １．３４ １．０１ １．０９ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２３ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ３．７３ ３．５２ ３．６０ ３．３３ ３．５６ ３．９１ ３．８０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．３５ １．０８ ０．９１ １．５１ １．３４ １．０４ １．０３ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ １０ １５ ８ １０ １１ １ ０ ０
平均（点） ２．３３ ４．０７ ４．００ ３．６７ ４．２５ ３．８０ ４．００ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．０３ １．０５ １．２３ １．０４ １．０３ １．１８ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．５５ ３．６７ ３．３３ ３．２５ ４．００ ３．４２ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．６３ ０．９３ １．００ １．５１ ０．７１ １．０５ １．００ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２３ １５ １５ １０ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ４．１４ ３．７８ ３．８７ ３．６７ ３．８０ ３．６７ ４．５６ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０７ １．１７ ０．９９ １．２３ １．６９ １．００ ０．８８ ＊ ＊ ＊

表８―１８ 職務試行法評価（社会性・対人態度：日常の挨拶や返事）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３７ ２５ ２２ １８ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ３．１４ ３．２７ ３．２０ ３．００ ３．２２ ３．２７ ３．９５ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 １．６６ １．３５ １．６３ １．３８ １．５２ １．６７ １．３６ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２３ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ３．３６ ３．４３ ２．６７ ３．００ ３．２２ ２．６４ ４．２０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．７５ １．３４ １．４０ １．２６ １．５２ １．７５ １．４０ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １４ １０ １６ ８ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ２．３３ ３．００ ４．００ ３．００ ４．２５ ３．９１ ３．７３ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．３６ １．７０ １．４６ １．０４ １．３８ １．３５ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １０ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．８０ ２．３３ ３．００ ２．７５ ３．４０ ３．８３ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 ２．３１ １．０３ １．７３ １．７９ １．６７ １．５８ １．５９ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２３ １５ １６ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．５７ ３．１７ ３．７３ ３．００ ３．６０ ２．８０ ４．１１ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．５１ １．３４ １．４４ １．２６ １．３５ １．７５ １．０５ ＊ ＊ ＊

１５９



付表８ 職務試行評価表―７

表８―１９ 職務試行法評価（社会性・対人態度：指示・注意への従順）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３８ ２５ ２２ １７ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ３．４３ ３．８９ ３．２８ ３．６４ ３．８２ ３．６４ ４．１４ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１６ １．２０ １．４６ １．２９ １．４２ １．１４ １．２０ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２３ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ３．３６ ３．８７ ３．０７ ３．３３ ３．８２ ３．７３ ４．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．２１ １．３２ １．１０ １．５１ １．４２ １．０１ １．４１ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ １０ １６ ７ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．６７ ３．９３ ３．６０ ３．７５ ４．７１ ３．５５ ４．２７ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．０３ １．９０ １．２４ ０．７６ １．２９ １．０１ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ６ ７ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ３．５０ ４．０９ ３．００ ４．００ ３．００ ３．８０ ４．００ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．００ １．０４ １．４１ １．１０ １．６３ １．０３ １．３５ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２３ １５ １６ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．５７ ４．０４ ３．４７ ３．５０ ４．４０ ３．２０ ４．３３ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．５１ １．１９ １．５５ １．３７ ０．９７ １．１４ １．００ ＊ ＊ ＊

表８―２０ 職務試行法評価（社会性・対人態度：他者に迷惑をかけない）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３７ ２５ ２２ １８ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ３．７９ ３．５４ ３．３６ ３．７３ ３．６７ ３．６４ ３．９５ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１２ １．２２ １．１９ ０．９８ １．１９ １．１４ １．０２ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２３ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ４．００ ３．４３ ３．４７ ３．６７ ３．６７ ３．７３ ４．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１８ １．３４ １．２５ １．０３ １．１９ １．０１ １．０５ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １４ １０ １６ ８ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．７１ ３．２０ ３．７５ ４．５０ ３．５５ ３．９１ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ ０．９９ １．１４ １．００ ０．９３ １．２９ １．０４ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １０ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ３．５０ ３．６０ ３．２２ ３．３３ ３．２５ ３．６０ ４．００ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．００ ０．９７ １．５６ ０．８２ １．２８ ０．９７ １．０４ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２３ １５ １６ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ４．４３ ３．６１ ３．５３ ３．８８ ４．００ ３．６０ ３．８９ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９８ １．２７ ０．９２ １．０２ １．０５ １．３５ １．０５ ＊ ＊ ＊

表８―２１ 職務試行法評価（社会性・対人態度：周囲の人との協調）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３６ ２５ ２２ １７ ２２ ２１ ２ ０ ０

平均（点） ３．００ ３．０６ ２．６０ ２．９１ ２．７６ ２．９１ ３．２９ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０４ １．１２ １．３２ １．１５ １．３９ ０．９７ ０．９６ ０．００ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２２ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．８２ ２．７３ ３．００ ２．７６ ２．４５ ３．４０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１８ １．０５ １．３３ １．２６ １．３９ ０．９３ １．２６ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １４ １０ １６ ７ １１ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．４３ ２．４０ ２．８８ ３．５７ ３．３６ ３．１８ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．１６ １．３５ １．１５ ０．９８ ０．８１ ０．６０ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １０ ９ ６ ７ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ３．２５ ３．２０ ２．３３ ３．３３ １．８６ ２．６０ ３．１７ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．２６ １．１４ １．００ ０．８２ １．５７ １．２６ １．０３ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２２ １５ １６ １０ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．０９ ２．８０ ２．７５ ３．４０ ３．２０ ３．４４ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．１５ １．５２ １．２４ ０．８４ ０．６３ ０．８８ ＊ ＊ ＊

１６０



付表８ 職務試行評価表―８

表８―２２ 職務試行法評価（社会性・対人態度：休憩時やレクへの参加）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３７ ２４ ２２ １７ ２１ １９ ２ ０ ０

平均（点） ３．００ ２．５１ ２．４２ ２．９１ ２．６５ ２．８１ ３．６３ ２．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１１ １．３７ １．３５ １．４４ １．２７ １．４０ １．５０ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２２ １５ ６ １０ １１ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．１８ ２．５５ ２．４７ ３．００ ２．６５ ２．４５ ３．８９ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０８ １．５０ １．３６ １．２６ １．２７ １．５７ １．７６ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ ９ １６ ７ １０ １０ １ ０ ０
平均（点） ２．３３ ２．４７ ２．３３ ２．８８ ３．５７ ３．２０ ３．４０ １．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．１９ １．４１ １．５４ ０．９８ １．１４ １．２６ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ６ ７ １０ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．５０ ２．６４ ３．００ ４．００ １．８６ ２．４０ ３．７３ １．００ ＊ ＊
標準偏差 １．００ １．５０ １．４１ １．６７ １．０７ １．３５ １．６２ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２２ １４ １６ １０ ９ ８ １ ０ ０
平均（点） ２．７１ ２．５５ ２．００ ２．５０ ３．２０ ３．２２ ３．５０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．３８ １．３７ １．２４ １．１５ １．１４ １．５６ １．４１ ＊ ＊ ＊

表８―２３ 職務試行法評価（労働の理解等：仕事・作業への関心）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３６ ２５ ２１ １８ ２２ ２０ ２ ０ ０

平均（点） ２．７１ ３．２２ ２．８０ ２．６２ ３．３３ ２．７３ ３．５５ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９９ １．０５ １．１２ １．２０ １．２４ ０．９４ １．３６ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２１ １５ ６ １０ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ２．８２ ３．１０ ２．５３ ２．３３ ３．３３ ２．４５ ３．１０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９８ １．１８ １．０６ １．０３ １．２４ ０．９３ １．５２ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ １０ １５ ８ １１ １０ １ ０ ０
平均（点） ２．３３ ３．４０ ３．２０ ２．７３ ３．５０ ３．００ ４．００ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ ０．８３ １．１４ １．２８ １．４１ ０．８９ １．０５ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ６ ８ １０ １２ １ ０ ０
平均（点） ３．２５ ３．１８ ２．５６ ２．６７ ３．００ ２．４０ ３．０８ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．２６ ０．６０ ０．８８ １．５１ １．０７ ０．９７ １．３８ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２１ １５ １５ １０ １０ ８ １ ０ ０
平均（点） ２．７１ ３．３８ ３．００ ２．６０ ３．６０ ３．００ ４．２５ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．７６ １．０２ １．２５ １．１２ １．３５ ０．９４ １．０４ ＊ ＊ ＊

表８―２４ 職務試行法評価（労働の理解等：働くことの意義の理解）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １４ ３６ ２４ １９ １８ ２１ ２０ ２ ０ ０

平均（点） ２．７１ ３．０６ ２．５０ ２．４７ ２．６７ ２．７１ ３．６０ ４．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９９ １．１２ １．１０ １．３１ １．４１ ０．７２ １．３１ １．４１ ＊ ＊

男 性 人 数 １１ ２１ １５ ５ １０ １１ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．８２ ２．７１ ２．７３ １．８０ ２．６７ ２．６４ ３．６７ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９８ １．１５ １．１０ １．１０ １．４１ ０．８１ １．４１ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ ９ １４ ８ １０ １１ １ ０ ０
平均（点） ２．３３ ３．５３ ２．１１ ２．７１ ３．００ ２．８０ ３．５５ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ ０．９２ １．０５ １．３３ １．５１ ０．６３ １．２９ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １１ ９ ６ ８ １０ １１ １ ０ ０
平均（点） ２．２５ ３．３６ ２．３３ ２．６７ ２．５０ ２．６０ ３．３６ ５．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９６ ０．８１ １．００ １．５１ １．７７ ０．８４ １．２１ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ７ ２１ １４ １３ １０ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．１９ ２．６４ ２．３８ ２．８０ ２．７８ ３．８９ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．０８ １．２２ １．２６ １．１４ ０．６７ １．４５ ＊ ＊ ＊

１６１



付表８ 職務試行評価表―９

表８―２５ 職務試行法評価（労働の理解等：健康の自己管理）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １３ ３４ ２３ １９ １７ １９ ２０ ２ ０ ０

平均（点） ３．１５ ３．０３ ３．０９ ３．１１ ３．４７ ３．１１ ３．３０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９９ １．１７ ０．７３ ０．８１ ０．８７ １．０５ １．１７ ０．００ ＊ ＊

男 性 人 数 １０ ２１ １３ ５ １０ １０ １０ １ ０ ０
平均（点） ３．４０ ２．８６ ３．１５ ２．６０ ３．４７ ３．２０ ３．６０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．８４ １．２０ ０．５５ ０．８９ ０．８７ １．１４ １．３５ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １３ １０ １４ ７ ９ １０ １ ０ ０
平均（点） ２．３３ ３．３１ ３．００ ３．２９ ３．８６ ３．００ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．１５ １．１１ ０．９４ ０．７３ １．０７ １．００ ０．９４ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ １０ ９ ６ ７ ９ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．５０ ３．００ ２．７８ ３．３３ ３．５７ ３．００ ３．１８ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．００ ０．９４ ０．６７ ０．８２ ０．９８ １．４１ １．０８ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ６ ２０ １３ １３ １０ ８ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．１５ ３．３１ ３．００ ３．４０ ３．２５ ３．４４ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．２６ １．３１ ０．７５ ０．８２ ０．８４ ０．７１ １．３３ ＊ ＊ ＊

表８―２６ 職務試行法評価（労働の理解等：家庭の援助指導体制）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １１ ３１ １９ １８ １７ １９ ２０ ２ ０ ０

平均（点） ３．１８ ２．７７ ３．６３ ３．００ ３．５９ ３．４２ ３．３５ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０８ １．３１ １．１６ ０．９７ ０．９４ １．２６ １．５０ ０．００ ＊ ＊

男 性 人 数 ８ １９ １０ ５ １０ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．２５ ２．６３ ３．６０ ２．２０ ３．５９ ３．２２ ３．５６ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．２８ １．３８ ０．９７ １．１０ ０．９４ １．５６ １．６７ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １２ ９ １３ ７ １０ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．００ ３．６７ ３．３１ ３．８６ ３．６０ ３．１８ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．２１ １．４１ ０．７５ １．０７ ０．９７ １．４０ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ４ ９ ９ ６ ８ ８ １１ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ２．３３ ３．２２ ３．００ ３．７５ ３．７５ ３．２７ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．６３ １．００ １．２０ ０．００ １．０４ １．４９ １．４２ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ４ １９ ９ １２ ９ ９ ９ １ ０ ０
平均（点） ３．００ ３．０５ ４．１１ ３．００ ３．４４ ３．２２ ３．４４ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．００ １．４３ １．０５ １．２１ ０．８８ １．２０ １．６７ ＊ ＊ ＊

表８―２７ 職務試行法評価（総合評価結果）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １２ ３４ ２３ ２１ １７ ２１ １６ ２ ０ ０

平均（点） ２．１７ ２．７６ ２．７０ ２．５７ ２．６５ ２．５２ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．８３ ０．８２ ０．８２ ０．８１ ０．８６ ０．９８ ０．８９ ０．００ ＊ ＊

男 性 人 数 ９ １９ １４ ６ ９ １１ ７ １ ０ ０
平均（点） ２．１１ ２．６３ ２．７１ ２．３３ ２．６５ ２．５５ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．９３ １．０１ ０．９１ ０．８２ ０．８６ １．１３ １．１５ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ３ １５ ９ １５ ８ １０ ９ １ ０ ０
平均（点） ２．３３ ２．９３ ２．６７ ２．６７ ２．７５ ２．５０ ３．００ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．５８ ０．４６ ０．７１ ０．８２ １．０４ ０．８５ ０．７１ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ３ ９ ７ ６ ８ １０ １０ １ ０ ０
平均（点） １．６７ ２．７８ ３．００ ２．６７ ２．５０ ３．１０ ２．６０ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．５８ ０．６７ ０．８２ １．０３ １．０７ ０．８８ ０．８４ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ６ ２１ １５ １５ ９ ９ ６ １ ０ ０
平均（点） ２．５０ ２．８６ ２．６０ ２．５３ ２．７８ １．７８ ３．６７ ３．００ ＊ ＊
標準偏差 １．０５ ０．８５ ０．８３ ０．７４ ０．６７ ０．６７ ０．５２ ＊ ＊ ＊
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付表８ 職務試行評価表―１０

表８―２８ 職務試行法評価（採用対象の可能性）

年 令 １３―１５ １６―２０ ２１―２５ ２６―３０ ３１―３５ ３６―４０ ４１―４５ ４６―５０ ５１―５５ ５６―６１
全 体 人 数 １１ ２６ １９ １９ １２ １８ １４ ２ ０ ０

平均（点） １．５５ １．１９ １．３７ １．３２ １．２５ １．２８ １．０７ １．５０ ＊ ＊
標準偏差 ０．５２ ０．４０ ０．５０ ０．４８ ０．４５ ０．４６ ０．２７ ０．７１ ＊ ＊

男 性 人 数 ９ １２ １２ ５ ７ １０ ６ １ ０ ０
平均（点） １．５６ １．３３ １．３３ １．４０ １．２５ １．４０ １．１７ ２．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．５３ ０．４９ ０．４９ ０．５５ ０．４５ ０．５２ ０．４１ ＊ ＊ ＊

女 性 人 数 ２ １４ ７ １４ ５ ８ ８ １ ０ ０
平均（点） １．５０ １．０７ １．４３ １．２９ １．４０ １．１３ １．００ １．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．７１ ０．２７ ０．５３ ０．４７ ０．５５ ０．３５ ０．００ ＊ ＊ ＊

重 度 人 数 ３ ７ ６ ６ ６ ９ １０ １ ０ ０
平均（点） １．３３ １．１４ １．３３ １．１７ １．３３ １．２２ １．１０ １．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．５８ ０．３８ ０．５２ ０．４１ ０．５２ ０．４４ ０．３２ ＊ ＊ ＊

重度以外 人 数 ５ １６ １２ １３ ６ ７ ４ １ ０ ０
平均（点） １．４０ １．１９ １．３３ １．３８ １．１７ １．４３ １．００ ２．００ ＊ ＊
標準偏差 ０．５５ ０．４０ ０．４９ ０．５１ ０．４１ ０．５３ ０．００ ＊ ＊ ＊
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線形回帰（45歳以降） 
A＋B＋C＋D合計得点 
D分離・模倣運動 
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C手指運動 
B全身運動の協調 
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B全身運動の協調 
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B全身運動の協調 
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B全身運動の協調 
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生活年齢 

得点 

A平衡運動 
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